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井伏鱒二著作年表稿（昭和4年～6年）
前田　貞日召
凡例
し1ニ
1．本年表稿は、先に「井伏時二著作年表稿」と題して発表してきた著作年表を受けて、
昭和4年～6年に発表された井伏鱒二の著作（座談会などを含め、井伏鱒二の署名で発
表されたもの）を網羅することを目的としたものであり、初出誌紙（もしくは初出単
行本・叢書）の発行月日（奥付などの記載による。同一日付の場合は印刷納本日付の
順）の順に従って、現物未確認のものも含め、調査しえた限りものを掲出した。
2．初出についての各事項は、標題（本文に付されているものによる）を最初に掲げ、初
出誌紙の名称、初出誌紙の巻号（現物の表示が年号等を使用している場合は、それに
従った。現物のどこにも巻号の表示がない場合は、編者が仮りに付した巻号を＜　＞
に入れて補った。また、現物に表示されている月号・通巻号数等は（）内に入れて
付記した）、掲載頁、発行年月日（（）内に印刷納本日付）、発行団体の名称、編
集人名（（）内に編集人と発行人が異なっている場合のみ発行人名。なお、原則と
して、発行人・編集人ともに奥付に記載されているものに従ったので、表紙などにう
たわれている編集者や実質的な編集者などとは必ずしも一致しないことがある）、価
格を記し、＜　＞内に適宜必要な情報を補足した。但し、新聞・週刊誌の通常号は印
刷納本日付が記されていないので掲出せず、また、新開の発行所名・発行人名・価格
も省略したが、夕刊については実際の発行日付を（）内に入れて示した。なお、単
行本・叢書などが初出と推定されるものも、初出誌紙同様にここに掲出しているが、
その際、単行本・叢書であることを『』に括って示し、掲載頁、発行日付（（）
内に印刷納本日付）、発行所名（（）内に発行人名）、価格の順に掲げた。また、筑
摩書房増補版『井伏鱒二全集』（元版・1964年9月25日～1965年8月30日、増補版・19
74年3月20日～1975年7月28日）未収録のものを中心に、＊の後に、内容に関わる解題
を加えた。
3．座談会・詩・翻訳・アンケート回答などについては、標題のところに＊を付してその
旨を記した。
4．本文の標題に付された副題などは、－で括って示した。
5．シリーズ名・柵名・特集名などで、本文・目次などに表示されていても、副題とはみ
なしがたいものは、＝で括って示した。＝内の記述は、ほぼ、ジャンル名、シリーズ
名・柵名・特集名の服に従い、小さい枠組みから順に記述した。
6．編者が補ったことばは＜　＞で括り、標題のないものは＜無題＞として掲出した。
7．（）、【】は原文にあるものをそのまま生かした。
8．標題・引用文の表記は、原則として、新漢字・旧仮名遣いに従った。
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9．引用に当たって、新聞などで、文末に読点を使用している場合も初出本文に従ったが、
行末の句読点が省略されていると推定されるものは、（）に入れて補った。また、
くりかえし符号は、同ノ字点「々」あるいは一ツ点「ゝ」に統一して、二字分以上の
くりかえし符号は用いなかった。
10．初収録の単行本・叢書については、解題のところに記し、筑摩書房増補版『井伏鱒二
全集』所収のものは、標題の後に、その収録巻数を丸数字によって示した。さらに、
続けて、『井伏鱒二自選全集』（新潮社・1985年10月10日～1986年10月20日）所収の
ものについても、特に「自」と付した丸数字によってその収録巻数を示した。また、
上記全集以外の再録書については、解題で述べた初収録のものも含め、［］に入れ
（2）
た番号によって再録されている単行本・叢番を示した。その際、主として、永田龍太
郎蔚『井伏噂二文学書誌＜改訂増補版＞』（永田書房・1985年5月30日）によるととも
に、『井伏鱒二自選全集』所収のものについては、同全集補巻所載の松本武夫「書誌」
を参照した。
11．まえがき等で、『井伏縛二文学書誌＜改訂増補版＞』に再録されているものについて
は、標題の後に★を付して示した。
12．初出誌紙などが不明のものも、今後の調査を待つ意味で掲出し、その情報の出所を記
した。その際、発表もしくは執筆年月日が推定できるものは、その推定月（年）の末
尾に掲げた。なお、？によって、当該事項が現物（および写真・複製）未調査のため
不明であるか、あるいは二次資料などによって推定したことを示した。
15．何回かにわたって掲載されたものについては、その初回のところに、連載回数・再録
書・解題など全体にわたる事項を記した。ただし、短編連作のような形態で、初出標
題に連続性が認めにくいものは、一々の箇所で示した。
14．井伏作品を収載した単行本・叢書の初版初刷については、初出単行本・叢書として掲
出したものも含め【】で示して掲出し、その書誌的事項を記した。但し別人の著書
に序文・推薦文等を寄せただけのものについては、再掲することはしなかった。各事
項は、単行本・叢書の名称、蔚者、発行所（（）内に発行人名）、初版初刷の発行
年月日（（）内に印刷納本日付）、明記してあるものは発行部数、判型、目次真数
・本文真数・あとがき真数（p．の左に置いた数字によって総真数を示した。また本文
真数には中扉も数えた）等、価格、明記してあるものは装丁・挿画者名、の順に記し、
収録作品名（本文に付された標題による）を掲出し、初出を付記した。また、合著の
場合はできるかぎり各々の作品名・著者名も明示しておいた。なお、その際、初版初
刷の現物が見られなかったものについては、◎を付して示した。
15．本年表稿は、前田貞昭・綾目広治・遠藤伸治・藤村猛・丸川活「井伏鱒二著作年表」
（磯貝英夫繍『井伏鱒二研究』渓水杜・1984年7月10日）の調査をもとに、遺漏・誤謬
を補綴し、より詳細な事項を加えて作成した。『井伏鱒二研究』所収「井伏樽二著作
年表」作成の際には、『文芸年鑑』、小田切進蔚『現代日本文芸総覧』全3巻補巻1
（明治文献・1968年1月25日～1973年8月25日）、永田龍太郎編『井伏鱒二文学書誌』
（永田書房・1972年8月20日）、米田清一「解題」（筑摩書房『増補版・井伏鱒二全集』）、
大越嘉七厨「井伏鱒二作品年譜」（『井伏鱒二の文学』法政大学出版局・1980年9月15
日）、涌田佑「書誌及び文献を配した井伏鱒二年譜」（『私注・井伏蝉二』明治書院
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・1981年1月25日）を調査の基本とさせていただいた。そして、今回は、上記に加え、
鳥越信『日本児童文学史年表』2講座日本児童文学別巻2（明治書院・1977年8月25日）、
『全集・内容綜覧』上下現代日本文学綜覧シリーズ1（日外アソシエーツ・1982年6月
10El）、『全集・作家名綜覧』上下同2（同・1982年7月10日）、青山毅『詩歌全集・
内容綜覧』上下同6（同・1988年2月20日）、松本武夫「書誌」（『井伏鱒二自選全集』
補巻）の調査を利用させていただいた。とりわけ、瓶尾政記『井伏樽二着作目録稿』
（瀬尾埋子・1988年5月24日）に負うところが大きい。なお、一々すべてにわたって注
記しなかったが、上記諸年表と本年表稿との異同は、現物調査の結果、本年表稿にお
いて補綴したものである。
注
1）「井伏鱒二著作年表稿（昭和16年～20年）」（『岐阜大学教養部研究報告』21号・1986
年2月）、「井伏鱒二著作年表稿（昭和14年～15年）」（『岐阜大学教養部研究報告』22
号・1987年3月）、「井伏鱒二著作年表稿（昭和14年～20年）補遺」′（『兵庫教育大学研
究紀要』第9巻2分冊・1989年2月）、「井伏鱒二著作年表稿（昭和13年）」（『兵庫教育
大学近代文学雑志』1990く1号〉・1990年1月）、「井伏鱒二著作年表稿（昭和12年）」
『兵庫教育大学研究紀要』10巻2分冊・1990年2月）、「『井伏鱒二著作年表稿』手控え
1」（『兵庫教育大学近代文学雑志』2号・1991年1月）、「井伏鱒二著作年表稿（昭和11
年）」（『兵庫教育大学研究紀要』11巻2分冊・1991年2月）、「井伏樽二著作年表稿（昭
和10年）」（『兵庫教育大学近代文学雑志』3号・1992年1月）、「『井伏鱒二著作年表
稿』手控え2」（同前）、「井伏鱒二著作年表稿（昭和9年1月～6月）」（『兵庫教育大学
研究紀要』12巻2分冊・1992年2月）、「井伏鱒二著作年表稿（昭和7年～8年）」（『兵
庫教育大学近代文学雑志』4号・1993年1月）、「『井伏鱒二著作年表』手控え3」（同前）
「井伏鱒二著作年表稿（昭和9年7月～12月）」（『兵庫教育大学研究紀要』13巻2分冊・
1993年3月）。
2）以下に、その番号、単行本・叢書の標題、発行所、発行年月日、の順に掲げる。なお、
現物未調査のものは×を付して示し、第2版もしくは第2刷以降で確認したものは＊を付
して示した。
1．夜ふけと梅の花新興芸術派叢書　　　　　　　　　　新潮社　　　1930．4．3
2．モダンTOKlO円舞曲　世界大都会尖輪ジャズ文学　　春陽堂　　　1930．5．8
3．日本小説集第6輯・昭和5年度版
4．芸術派ヴアラエテーI
5．なっかしき現実新鋭文学叢書
6．日本小説集　第7輯・昭和6年版
7．仕事部屋
8．明治大正昭和文学全集55現代作家第
9．川
10．小説・エッセイ
11．世界ユーモア全集11日本篇
12．文芸年鑑1933年版
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新潮社　　　　1930．6．3
博文館出版部1930，6．13　＊
改造杜　　　　1930．7．3
新潮社　　　　1931．7．1
春陽堂　　　　1931．8．5
番陽豊　　　　1932．1．23
江川書房　　、1932．10．20
朝日書房　　　1932．12．25
改造社　　　1932．12．31
改造社　　　　1933．6．9
13．随筆
14．逃亡記　文芸復興叢書
15．田園記
16．頓生菩提
17．静夜思
18．雑肋集
19．厄除け詩集　コルポオ叢書7
20．山川草木
21．学生生活短篇集
22．さざなみ軍記
23．随巷の唄新小説選集11
24．蛍合戦新選随筆感想叢書
25．川と谷間　創元選書31
26．オロシャ船新選名作叢書
27．丹下氏邸　昭和名作選集11
28．風俗　随筆集
29．さざなみ軍記　附　ジョン万次郎凛流記
30．シグレ島叙景
31．四季詩集
32．夏の狐井伏鱒二随筆全集1
33．山の宿井伏鱒二随筆全集2
34．風貌姿勢井伏樽二随筆全集　3
35．井伏鱒二集新日本文学会集10
36．仲秋明月
37．丹下氏邸
38．両の歌
3g．仲秋明月　手帖文庫
40．オロシャ船
41．踵肋集
42．まげもの　現代文学選20
43．風貌姿勢
44．夏の狐
45．仲秋明月　手帖文庫
46．追剥の話現代作家選4
47．夜ふけと梅の花新潮文庫
48．山椒魚新潮文庫
49．屋根の上のサワン　井伏噂二選集1
50．詩と随筆
51．悪い仲間　井伏鱒二選集　2
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椎の木杜　　1933．5．31
改造社　　　　1934．4．20
作品社　　　　1934．5．15
竹村書房　　　1935．1．25
三笠書房　　　1936．8．15
竹村書房　　　1936．11．15
野田書房
雄風館書房
矢の倉書店
河出書房
春陽堂書店
金星堂
創元社
金星堂
新潮社
モダン日本杜
河出書房
実業之日本社
山雅房
春陽堂書店
1937．5．25　×
1937．9．27
1937．11．20　＊
1938．4．21
1938．10．15
1939．9．20
1939．10．18
1939．10．20
1940．2．15
1940．6．17
1941．1．20
1941．3．12
1g41．3．20
1941．3．23
春陽堂書店　1941．10．20
番陽堂書店　1942．2．18
改造杜　　　1942．9．1
地平杜　　　　1942．9．20　＊
新潮社　　　　1945．10．25
飛鳥書店　　1946．3．20
地平杜　　　　1946．5．15　＊
新星杜　　　　1946．7．10
鷺ノ宮書房　1946．7．12
鎌倉文庫　　1946．10．15
三島書房　　　1946．12．20
三島書房　　1947．2．15
地平杜（鉄道弘済会配給）
1947．2．15
昭森杜　　　　1947．4．15
新潮社　　　　1948．1．15
新潮社　　　　1948．1．15　＊
筑摩書房　　1948．3．25
河出書房　　1948．5．10
筑摩書房　　　1948．6．20
52．籍肋集井伏鱒二選集3
53．現代文学代表作全集5
54．多甚古村井伏鱒二選集5
55．架空動物譜井伏鱒二選集6
56．牡丹の花井伏噂二選集7
57．井伏噂二集
筑摩書房
万里閤
筑摩書房
筑摩書房
筑摩書房
新潮社
58．現代長篇小説全集15多甚古村・貸間あり・普門院さん・其他
59．遥拝隊長
60．集金旅行・さざなみ軍記創元文庫
61．厄除け詩集
62．現代日本小説大系　45　モダニズム　3
63．本目休診・集金旅行現代日本名作選
64．井伏時二作品集1
65．井伏鱒二作品集3
66．純粋の声・風貌姿勢現代日本随筆選1
67．現代作家処女作集早稲田作家篇1
68．世界少年少女文学全集30
69．点滴
70．井伏鱒二集現代日本文学全集41
春陽豊
改造杜
創元社
木馬社
河出書房
筑摩書房
創元社
創元社
筑摩書房
潮書房
創元社
要書房
筑摩書房
71．井伏時二・河上徹太郎・中島健蔵集現代随想全集22
創元社
72．集金旅行角川文庫　　　　　　　　　　　　　　　角川書店
73．山椒魚・造拝隊長他七第岩波文庫　　　　　　　　岩波書店
74．源太が手紙　　　　　　　　　　　　　　　　　　　筑摩書房
75．井伏鱒二・豊島与志雄集少年少女のための現代日本文学全集18
東西文明社
76．さざなみ軍記名作歴史文学選集13　　　　　　　彰考書院
77．少年少女のための日本文学宝玉集上　　　　　　　宝文館
78．井伏鱒二・太宰治名作集少年少女日本文学選集18あかね書房
79．現代日本小説大系　47　モダニズム　3
80．屋根の上のサワン他八篇角川文庫
81．井伏鱒二集　中学生文学全集24
82．忘れ得ぬ教師
83．井伏縛二集　日本文学全集32
84．井伏噂二集少年少女日本文学名作全集23
85．厄よけ詩集
86．井伏時二集愛蔵版現代日本文学全集70
87．井伏噂二・永井龍男集　日本現代文学全集75
88．現代名作選新版中学生全集68
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河出書房
角川書店
新紀元社
明治図書
新潮社
東西五月社
国文杜
筑摩書房
講談社
筑摩書房
1948．9．20
1948．9．30
1948．12．15
1949．2．25
1949．7．10
1950．6．30
1950．6．30
1951．4．30
1951．10．10
1g52．1．10
1952．5．15　×
1952．11．15
1953．4．15
1953．6．30
1953．7．20
1953．8．1
1953．9．？×
1953．9．30
1953．12．20
1954．5．20
1954．9．20　×
1956．1．9
1956．1．30
ユ958．2．29　×
1956．5．10
1956．6．5　×
1956．9．15
1956．11．10
1956．12．5
1957．5．30　×
1957．9．00
1960．5．20
1960．g．00　×
1961．3．31×
1961．11．？×
1962．2．19
1962．4．10
8g．少年少女世界文学全集48
90．井伏鱒二サファイア版昭和文学全集16
91．井伏鱒二名作集少年少女現代日本文学全集36
92．ジョン万次郎漂流記　ジュニア版日本文学名作選16
93．井伏鱒二集　現代の文学6
94．瀬戸うちの人びと
95．堀辰雄全集10
96．井伏鱒二集現代文学大系43
97．論集・小林秀雄1
98．場面の効果
99．井伏鱒二　日本の文学53
100．くるみが丘少年少女日本の文学11
101．井伏鱒二集　日本文学全集41
102．井伏鱒二集豪華版日本文学全集19
103．井伏鱒二　日本文学全集22
104．風貌・姿勢名著シリーズ
105．井伏鱒二現代日本文学館29
106．わが師わが友　生活の本1
107．井伏鱒二集　定本限定版現代日本文学全集全100巻70
108．井伏鱒二集豪華愛蔵版日本文学全集17
109．井伏鱒二・太宰治・木山捷平　日本短篇文学全集　36
110．昭和批評大系1昭和初年代
111．歴史への視点　全集・現代文学の発見12
112．さざなみ軍記新学社文庫
113．井伏鱒二・永井龍男集　豪華版日本現代文学全集　31
114．井伏鱒二　カラー版日本文学全集23
115．井伏鱒二　日本文学全集15
116．生きものと愛10冊の本9
117．井伏鱒二集　新潮日本文学17
118．井伏鱒二集　グリーン版日本文学全集　24
講談社
角川書店
僧成杜
僧成杜
河出書房新社
社会思想社
角川書店
筑摩書房
麦書房
大和書房
中央公論社
あかね書房
集英社
河出書房新社
新潮社
講談社
文芸春秋
文芸春秋
筑摩書房
河出書房新社
筑摩書房
番町書房
学芸書林
新学社教友館
講談社
河出書房新社
新潮社
主婦の友社
新潮社
河出書房新社
11g．井伏鱒二・太宰治集　あかつき名作館・日本文学シリーズ10
120．井伏鱒二・上林暁集現代日本文学大系65
121．井伏鱒二集　現代日本の文学21
122．井伏鱒二集　日本文学全集　43
123．屋根の上のサワン
124．山椒魚・本日休診講談社文庫
125．井伏鱒二　日本文学全集15
126．昭和文学思潮
－　8　－
暁教育図書
筑摩書房
学習研究社
筑摩書房
牧羊杜
講談社
新潮社
新典杜
1962．5．？×
1962．7．5
1964．11．15
1965．5．15　＊
1965．10．8
1965．10．30
1965．12．20
1966．3．10
1966．7．30
1966．10．15
1966．11．5
1967．1．20
1967．5．12
1967．6．5　×
1967．9．15　×
1967．10．5
1967．11．1
1967．11．10　＊
1967．11．20
1968．2．？×
1968．3．15　＊
1968．5．25
1968．8．10
1968．10．25　＊
1969．1．30
1969．4．30
1969．10．30　＊
1969．？．　×
1970．1．12　＊
1970．4．20　×
1970．6．15
1970．8．5　＊
1970．9．1
1970．11．1
1971．5．31×
1971．7．1＊
1971．7．20　＊
1971．10．？×
127．さざなみ軍記名作自選日本現代文学館
128．井伏鱒二集　日本文学全集豪華版41
129．井伏鱒二集　増補決定版現代日本文学全集全143巻70
130．笑い　日本文学における美と情念の流れ
131．井伏鱒二　日本の文学53・アイボリーバックス版
132．天井裏の隠匿物
133．山椒魚・邁拝隊長他七霜岩波版はるぶ図書館文庫
134．屋根の上のサワン　ジュニア版日本の文学16
135．井伏鱒二集筑摩現代文学大系44
136．井伏鱒二の自選作品　現代十人の作家4
137．山椒魚署名入りの限定版による文学全集
138．現実の凝視　土とふるさとの文学全集3
139．山椒魚特別愛蔵本
140．厄除け詩集
141．井伏鱒二自選集
142．井伏鱒二集愛蔵版筑摩現代文学大系44
143．動物の謝肉祭　イメージの文学誌
144．定本　さざなみ軍記
145．井伏鱒二集　現代の随想17
146．さざなみ軍記文芸選書
147．さざなみ軍記　日本の文学56
148．定本夜ふけと梅の花
ほるぷ出版　1972．12．1
集英社
筑摩書房
現代思潮社
中央公論社
椀書房
岩波書店
金の星社
筑摩書房
二見書房
成瀬書房
家の光協会
成瀬書房
筑摩書房
集英社
筑摩書房
北末社
作品社
弥生書房
福武書店
ほるぷ出版
永田書房
1973．3．8
1973．4．1
1973．6．30　＊
1973．9．？×
1974．9．20
1975．9．1
1976．1．00　＊
1976．5．15
1976．6．30
1976．g．29
1976．11．20
1976．12．1×
1977．7．21
1978．11．10
1979．10．18　×
1980．2．？×
1980．5．25
1982．7．20
1983．1．20
1984．8．1＊
1984．9．30
149．走れメロス・山椒魚　太宰治・井伏蝉二少年少女日本文学館12
講談社　　　　1986．7．18
150．さざなみ軍記・ジョン万次郎漂流記新潮文庫　　　新潮社　　　　1986．9．25
151．児童文学名作全集3福武文庫
152．昭和文学全集10
153．トートーという犬
154．ことばの織物　短篇小説珠玉選
155．定本厄除け詩集
156．井伏樽二群像日本の作家16
157．文士の風貌
158．小林秀雄群像日本の作家14
159．山椒魚
160．文士の風貌　福武文庫
161．点滴・釣鐘の音講談社文芸文庫
福武書店　　1987．3．25
小学館　　　　1987．4．1
牧羊社　　　　1988．4．10
蒼丘書林　　　1990．3．？×
牧羊杜　　　1990．5．10
小学館　　　　1990．12．10
福武書店　　1991．4．15
小学館　　　　1991．10．10’
牧羊社　　　　1992．6．？×
福武書店　　1993．6．15
講談杜　　　　1993．10．10
なお、『新潮社九十年図書総目録』（新潮社・1986年10月20日）485真の記述によれ
ば［83］［103］は同内容。『筑摩書房図書総目録1940－1990』（筑摩書房・1991年2月8日）
213頁及び220真の記述によれば［70］［107］［129］は同内容、同書287頁及び291真の記述
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によれば［96］［135］［142］は同内容。
［41〕は、永田龍太郎霜『井伏蜂二文学書誌＜改訂増補版＞』に「初版は昭和十八
年三月五日発行となっておりますが、事実上発行はしておりません。」とある（p．127）
のに従って、再版発行日付を掲げた。
［92］は、永田龍太郎編『井伏鱒二文学書誌＜改訂増補版＞』に拠った（p．369）が
「1982年10月26刷」には「1965年4月1刷」とある。
［112］は、永田龍太郎編『井伏鱒二文学書誌＜改訂増補版＞』に拠った（p．389）
が、「昭和53年6月1日重版」には「昭和43年9月1日発行」とある。
上記の外、現物未確認で永田龍太郎編『井伏鱒二文学書誌＜改訂増補版＞』に掲載
されていないものに関しては、以下に拠った。
［68］→日本近代文学館所蔵目録（カード）。
［77］→石井徹編人物書誌大系23『神西清』（日外アソシエーツ・1991年6月25日）、
p．166。
［86］→松本武夫「書誌」（『井伏緒二自選全集』補巻）、p．377。但し、井伏鱒二著
作を収録した講談社文芸文庫巻末に付我の松本武夫「著書目録一井伏鱒二」に
は、『白鳥の歌・貝の音』（1992年2月10日）までは該当書が記載されているが、
改訂されたと思われる（それまでは刊行年だけだったのが、刊行月まで記載され
ている）『還暦の鯉』（1992年10月10日）以降の「著書目録一井伏鱒二」には
該当書が記載されていない。
［89］→日本近代文学館所蔵目録（カード）。
［102］→現代日本文芸綜覧シリーズ1『全集・内容綜覧』下（日外アソシエーツ．19
82年6月10日）、p．626。
［108］→松本武夫「書誌」（『井伏鱒二自選全集』補巻）、p．378。
［116］→『日本著者名総目録48／76』個人著者名1［あ～え］（日外アソシエーツ．1
989年9月22日）、p．583。
［126］→『日本著者名総目録48／76』個人著者名2［お～く］（日外アソシエーツ．1
989年9月22日）、p．618。
［139〕→成瀬篤子『一人書房』（成瀬書房・1987年2月28日）、巻末「署名入り限定
版文学全集一特別愛蔵本－」。
［143］→松本武夫「書誌」（『井伏縛二自選全集』補巻）、p．378。
［154］→『国立国会図書館蔵書目録昭和61年～平成2年』第7霜言語・文学（1）（国
立国会図書館・1992年4月30日）、p．381。
［15g］→松本武夫「著書目録一井伏鱒二」（『点滴・釣鐘の音』講談社文芸文庫・
1993年10月10日）、p．286。
付記
本著作年表稿の作成に当たっては、国立国会図書館、日本近代文学館、神奈川近代文学
館、阪急学園池田文庫、大阪府立中之島図書館、大阪府立夕陽丘図書館、神戸市立中央図
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書館、彦根市立図書館舟橋塑一記念文庫、明治大学図書館、大阪国際児童文学館、九州工
業大学附属図書館の資料を利用させていただき、その際多方面からの御助力を賜った。兵
庫教育大学附属図書館情報サービス係、岐阜大学附属図書館参考調査係の利用者サービス
によって、各種の資料利用・複写ができた。また、日本古書通信社、青山毅氏、田中励儀
氏、林眞氏、堀部功夫氏、山内祥史氏、涌田佑氏に資料や情報を頂戴した。感謝申し上げ
る。
どんな些細なことでも、お気付きの点があれば、〒673－14兵庫県加東郡社町下久米942－1
兵庫教育大学言語系教育講座　前田貞昭宛てお知らせいただければ幸甚である。
§　和4　（1929年）
1月
或ひは失言＝同人印象（一）・（蔵原伸二的）＝
文芸都市・＜2巻1号＞（1月号）・p．45・1月1日（昭和3年12月25日）・紀伊国屋書店
・田辺茂一・35銭
小田武夫「跳躍せる狼（蔵原伸二郎諭）」、古沢安二郎「伸二郎氏よ」とともに、
「同人印象（一）・（蔵原仲二郎）」の内に掲載。＊「その容貌は、どちらかと
いへば殺気を、帯び、色あくまでも青く、まなこ鋭くしてたまに笑へば、かんら
かんらと遠くの往来まできこえるほどの高声である。」という一文から始まる蔵
原の人物スケッチ。
心座・新劇協会一合評会－　＊座談会
文芸都市・＜2巻1号＞（1月号）・pp．51～58・1月1日（昭和3年12月25日）・紀伊国
屋書店・田辺茂一・35銭
出席者、淀野＜隆三＞・井伏＜鱒二＞・蔵原＜伸二郎＞・崎山＜猷逸＞・古沢
＜安二郎＞・北固く克衛＞・舟橋＜聖一＞・田辺＜茂一＞・飯島＜正＞・中谷
＜孝雄＞・今＜日出海＞・阿部＜知二＞・崎山正＜毅＞・小田＜武夫＞。末尾に
「（一九二八・一二・六）」とある。＊青柳信雄作・演出「第一の声」、富田常
雄作・演出「U9号」、舟橋聖一作・演出「組魅」（以上心座）、真山青果作
「明君行状記」、金子洋文作「手を」、北村小松作「令狐生冥夢録」（以上新劇
協会）に対する合評。
甲州街道ある記
文芸都市・＜2巻1号＞（1月号）・pp．59～64・1月1日（昭和3年12月25日）・紀伊国
屋書店・田辺茂一・35銭
目次には「古沢・井伏・合作」とある。掲載頁の下段三分の一のスペースに掲載。
59頁から61頁の途中までが古沢による。それ以降末尾までが井伏による。＊「プ
ログラムのないピクニックをやってみやうと思ひ立って地図をひろげて見る。」
111・l
立川の先に四方沢というところを見つけ、同人に勧誘状を出したところ、九人が
集まった。（以上、古沢分）。四方沢から鳥沢まで歩くことにした。農家の一室
を借りて昼食。鳥沢は風情のない町で、疲れて帰途についた。（以上、井伏分）。
女・女・女
文芸都市・＜2巻1号＞（1月号）・pp．64～70，p．73・1月1日（昭和3年12月25日）・紀
伊国屋書店・田辺茂一・35銭・
本文標題脇に「田辺茂一・井伏鱒二・蔵原伸二郎」とあり、座談会の形式をとっ
ている。掲載頁の下段三分の一のスペースに掲載。＊それぞれの初恋について語
る。
文芸都市批判　＊座談会
文芸都市・＜2巻1号＞（1月号）・pp．74～79・1月1日（昭和3年12月25日）・紀伊国
屋書店・田辺茂一・35銭
出席者、崎山正毅・阿部知二・井伏噂二・舟橋聖一。末尾に「（十一月二日）」
とある。＊新しい読者群を獲得すべきだという阿部の主張をめぐって論議が始ま
り、中島直人・戸川貞雄・十一谷義三郎・今東光・横光利一等の作品についての
評がある。
谷間（その一）＝創作＝　［5．25．38．4g．64］
文芸都市・＜2巻1号＞（1月号）・pp．80～91・1月1［】（昭和3年12月25日）・紀伊国
屋書店・田辺茂一・35銭
2巻4号（昭和4年4月1日）まで4回連載。新鋭文学叢書『なつかしき現実』（改造
杜・昭和5年7月3日）に初収録。なお、『文芸都市』昭和4年5月号（2巻5号）「編
輯後記」（「木之国屋」と末尾に署名されているので、筆者は田辺茂－と推定さ
れる）に、「因みに井伏君の『谷間』はまだ続く予定であったが半歳に捗る連載
はと、遠慮された次第である。」とある。
霜輯後記
文芸都市・＜2巻1号＞（1月号）・p．145・1月1日（昭和3年12月25日）・紀伊国屋書
店・田辺茂一・35銭
末尾に「（井）」とあるので、井伏筆と推測した。＊「今月号は、記事の豊富な
点で僕は自慢である。創作は舟橋君も書く筈であったが、心座の仕事が忙しかっ
た故、止むを得なかった。怠けたわけではない。来月号には必ず書くのである。
記事のことであるが、今度からは幾多の試みをすることになってゐる。期待して
いたゞきたい。（井）」
2月
－12　一
エロティシズム＝マンハッタン・カクテルを見る・映画欄＝
文芸都市・＜2巻2号＞（2月号）・pp．54～55・2月1日（1月25日〉・紀伊国屋書店・
田辺茂一・35銭
奥付には印刷日付が「昭和三年一月廿五日」と誤植。＊「試写室の中の温度は四
月下旬頃くらゐの暖かさで、壇の上には激しいにはひの香がたかれてゐた。そこ
へもってきて、スクリーンには多くの女優が熱帯地の服装（？）で現はれて、踊
ったり歩いたりする。参る。」「飯島君に対しては恐縮であるが、僕はタイトル
もよく読めなかったし、元来映画のことには甚だ疎いので、映画マンハッタン・
カクテルの批評は止しにします。」
谷間（その二）＝創作四篇＝
文芸都市・＜2巻2号＞（2月号）・pp．111～122・2月1日（1月25日）・紀伊国屋書店
・田辺茂一・35銭
奥付には印刷日付が「昭和三年一月廿五日」と誤植。目次には「谷間（つづき二）」
とある。本文末尾に「（未完）」とある。
失礼な挿話＝プロフィール（二）・蔵原伸二郎の横顔＝［157．160］
三田文学・＜第2次＞4巻2号（2月号）・pp．121～123・2月1日（1月29日）・三田文学
会・井汲清治・50銭
久野豊彦「蓮杜の逸」、小田武夫「獣の生れ変り？」、花岡洋一「蔵原君の作品」
とともに「プロフィール（二）・蔵原伸二郎の横顔」の内に掲載。『文士の風貌』
（福武書店・1991年4月15日）に初収録。＊「私の考へかたや書くものに対して、
蔵原伸二郎は全く賛意を持ってゐない。彼は私の後姿までを批難して彼自ら気を
くさらしてゐる。そして彼は私にむかつて『くだらない小説をいくら書いたって
駄目だぞ』と言ふ。これ等のことを彼は明らさまに彼の作品のなかでも発表して
ゐるのである。」あるとき、「私」が十姉妹を捕らえると、彼は小鳥駕龍を五十
銭で「私」に譲ってやると言った。古道具屋に彼の小鳥駕篭よりも立派なのが四
十銭で出ていたと嘘を言うと、彼はそんなことはないと主張しながらも、「狼狽
してゐたことは事実である。」彼は陶器の趣味があってこの薬の色が良いとか言
うが、「木の葉一枚だって面白い緑色をしてゐるし、更らにその葉の裏にくっつ
いてゐるウスバカゲラウの卵だって、面白いといへば面白いわけである。」蔵原
伸二郎は、酒は駄目である。酔っていないときに小説のことなどどうでもよいよ
うに言っているのは、世間の注目を惹かないことに対して自らを感めるための手
管であろう。
3月
朽助のゐる谷間＝創作五篇＝　①［1．3．8．11．30．46．47．48．4g．57．64．83．91．100．101．103．
日4．115．118．121．125．128．138．148］
M13　－
創作月刊・2巻3号（1周年記念特輯・3月号）・pp．36～58・3月1日（2月20日）・文芸
春秋社・菊池寛・30銭
本文末尾に「（完）」とある。中本たか子「臨時休業」・加藤四郎「魁師の祈願」
・原研吉「香水店の悪徳」・河崎長「奪はれる」とともに「創作五篇」の内に掲
載。新興芸術派叢書『夜ふけと梅の花』（新潮社・昭和5年4月3日）に初収録。
井伏作品を含む「創作五篇」に触れて、「窮輯後記」には、「一周年記念号の内
容は、充分読者諸君に満足を与へ得ると息ふ。創作五篇は何れも嘱望されてゐる
有為の新人の力作で、三月文壇の異彩であることは疑ひない。充分の枚数に諸氏
の面目が渋ってゐる。」とある。
谷間（その三）＝創作＝
文芸都市・＜2巻3号＞3月号・pp．37～52・3月1日（2月25日）・紀伊国屋書店・田辺茂
一・35銭
4月
雑誌の表紙二評論・感想＝
文芸レビュー・1巻2号（4月）・pp．18～1g・4月1日（3月20日）・文芸レビュー杜・伊
藤整く川崎昇／河原直一郎）・10銭
＊先月、『文芸レビュー』から来たアンケートへの回答葉書を出しておくように、
親戚の女子大学生に頼んだところ、彼女はそれを投函していなかった。「私」が
気づいて投函したが、締切に間に合わなかったかもしれない。その回答葉書には、
「文芸都市の正月号では就中阿部知二氏の小説を佳作だと信じてゐる」と答えて
おいたのである。今日その女子大学生が来た。葉書のことを叱ると、プロレタリ
ア作家以外のものを誉めても古い、と言い放った。「私」は、『重装兵卒』創刊
号の表紙をちらっと見せてから、そこに載っている中島直人の「狂った転轍機」
を通読して聞かせた。彼女は「すてきだわ」と評価した。おそらく、『重装兵卒』
の表紙がプロレタリア文学雑誌の表紙に似通っていたので、勘違いしたのに違い
ない。なお、このエピソードを記した後に「（後略）『原稿三枚以内の短文を送
れ』との注文であるので敢て後略とする。（と井伏鱒二氏は首ふ－記者）」とあ
る。なお、『文芸都市』2巻4号（昭和4年4月）134頁には、『重装兵卒』は『一九
二八』の改題誌と記されている。
谷間（その四）＝創作＝
文芸都市・＜2巻4号＞（4月号・14号）・pp．18～19・4月1日（3月25日）・紀伊国屋書
店・田辺茂－・35銭
散文芸術と誤れる近代性（一）
福岡日日新聞朝刊・16336号・6面・4月2日
－14　一
4月4日まで3【司連載。パラルビ。本文末尾に「（つづく）」とある。佐藤嗣男「井
伏文学、初期の相貌－資料『散文芸術と誤れる近代性』を中心に－」（『日
本文学』29巻10号・1980年10月）に紹介。『北陸毎日新聞』昭和4年4月10日・17
日にも「社会的傾向の要素一散文芸術と誤れる近代性－」の標題で掲載されてい
るが、微細な表記上の違いがある。＊「機械文明に圧迫され、殆んど終日、肉体
的に頭脳的に疲労し尽さなければ存在できない近代人は、思考的要素を多分に含
んでゐる散文形式による芸術に、彼等の満足を求めようとしてはゐない。」この
ような事態の中で、「私」が非難しようとするところのものは、「散文芸術家達
の狼狽である。」「『大衆を獲得する』『新しい作品を作る』といふ名のもとに、
作品のなかに盛らうとこゝろみられてゐるエロチシズムと近代性とに対して、醜
態であることには、何等の感覚も批判も皆無なことを、私はこゝで非難しようと
してゐるのである。」「いかなる時代に於ても、その時代の産物である無思想と
衝動とは幾多の矛盾を残して行く。その矛盾の方向と速力とに対し、時代の人々
は自らがその根元をつくってゐる時代の性格であるにもかゝはらず、その矛盾に
驚き周章て或ひはうちのめされ屈従する、その姿を近代性といふのである。」
「いかなる時代に於ても、あらゆる社会現象の上に変化の起らないといふことは
ない。人は生れ、且つ死んで行きさへする。そして、最も正しきもの、最も貧し
き者のみが、常により多くの重荷を背負はされてゐる。この一事だけでもすでに
社会現象の偉大なる変化の一つではないか！」「仮令いかなる社会機構の時代に
於ても、矛盾と矛盾の変質である近代性とは必ずや存在するであらう。何となれ
ば、いかなる時代にあっても、社会現象の上に変化のないといふことは想像でき
ないことであり、したがって変化のあるところには必ず矛盾が発生するからであ
る。」「既成美学の黙殺、そして、頑強なる闘志となれ！」－これ以外のもの
を示さなかった「コンミユニスト達」の仕事の結果は、「勇壮極まる文案のポス
ター」にとどまる。他方、「既成美学的新人達」は、「ビルディングとダンスホ
ールとエロチシズム！」を用いて、読者の量的拡大を計ったに過ぎない。「直哉
に言ってみれば、プロブルの闘争のうちに文学を堕落させたくないといふのが私
の希望である。」
散文芸術と誤れる近代性（二）
福岡日日新聞朝刊・16337号・6面・4月3日
散文芸術と誤れる近代性（三）
福岡日日新聞朝刊・16338号・6面・4月4日
本文末尾に「（了）」とある。
社会的傾向の要素一散文芸術と誤れる近代性－＝文芸＝
北陸毎日新聞朝刊・10535号・4面・4月10日
総ルビ。4月17日に引き続き掲載。『福岡日日新聞』4月2日～4日に掲載の「散文
芸術と誤れる近代性」と同文。
－15　－
社会的傾向の要素一散文芸術と誤れる近代性－＝文芸＝
北陸毎日新聞朝刊・10542号・4面・4月17日
本文末尾に「（了）」とある。回数表示などはない。
デス・クリプシオン／パアソネエル（上）
明治大学駿台新報・216号・4両・4月27日
本文末尾に「（未完）」とある。5月4日に「（下）」が掲載。なお、『明治大学
駿台新報』は、毎週土曜日の発行。標題が「（上）」では「バアソネル」となっ
ているが、「パアソネル」の誤りと推定されるので訂正して掲出した。＊「正月
号から文芸都市は所謂編輯雑誌の体裁を帯びて来たやうである。これは文芸同人
雑誌としては社会的事情を根拠にして判断して見れば、一つの進展であるといへ
よう。現在同人諸君は家庭的にも社会的にも重要な荷物を背負はされる立場にな
りつゝあるのは事実であるが、そのために原稿を書く暇がなくなったからではな
い。この雑誌の頁を愉快な気持で人々に与へ、したがって雑誌の真数を二倍にも
多くしたわけである。」「或る統計学者によると、現在東京には四万人もの文学
に没頭する学徒がゐるとのことである。」「一九二〇年代に、かくのごとく文学
が盛大であったといふことは、後世の人々を驚嘆させないではおくまい。」「文
芸都市で、たゞいま主となって働いてゐるのは次の数名である（。）それを身長
ママ
順にいってみれば、阿部知二、古沢安二郎、雅川晃、蔵原伸二郎、舟橋聖一、今
日出海の諸君である。」古沢の「人となりに批判を加へてみよう」として、以下、
古沢のエキセントリックな神経のありようを描く。「古沢君のことを思ふと、私
ママ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ママ
は常に船橋聖一氏のことを思ふ。そして船橋君のことを息ふと、常に私の友人青
木南八のことを息ふ。」「南八は先年死去してしまったが、彼こそは私の最も尊
ママ
敬してゐた友人である。生きてゐれば船橋君のやうに戯曲を書いてゐる筈なのだ
ママ
が、そしておそらく彼も船橋君のごとく一つの劇団に関係し、何処かの学校で一
つの講座を受持ってゐるでもあらうが、今は死んでしまってゐるのである。」こ
のあと、舟橋のエピソードに触れ、「次に私は阿部知二、今目出海、雅川況の諸
氏のことや蔵原仲二郎氏のことを述べてみたいと恩ふ。けれど紙面が私を許して
はくれないであらう。」と結ばれる。
5月
場面の効果＝随筆＝　⑨［5．34．43．98］
創作月刊・2巻5号（5月号）・pp．85～88・5月1日（4月20日）・文芸春秋社・菊池寛
・30銭
新鋭文学叢書『なつかしき現実』（改造社・昭和5年7月3日）に初収録。
＜無題＞＝形式主義文学理論を如何に観るか・短信＝　＊アンケート回答
－16　－
文芸レビュー・1巻3号（5月号）・p．30・5月1日（4月25日）・伊藤整（川崎昇／河原直
一郎）・文芸レビュー杜・10銭
＊「この理論に関して僕は、室に入りていまだ堂に人らざるの徒であります故、
如何に観るかと申すほどの答案ができないやうです。僕は横光、中河、久野三氏
の説を承りましたが、それぞれの態度が現れてゐて興味深く思ひました。仔細な
る推論の面白さは三氏の論文に於てご覧下さい。」以上井伏回答全文。
文芸都市合評会・昭和四年四月二日於紀伊国屋楼上　＊座談会
文芸都市・2巻5号（15号・5月号）・pp．34～45・5月1日（4月25日）紀伊国屋書店・
田辺茂一・35銭
出席者、久野豊彦・雅川況・坪田譲治・舟橋聖一・龍膿寺雄・古沢安二郎・中村
正常・飯島正・井伏鱒二。「文学の近代性について」、「プロレタリア文学の将
来」、「形式主義文学論」、「各々の文学的立場について」以上の小見出しがあ
る。座談会のテーマに関わる井伏の発言はない。
初恋［5］
文芸都市・2巻5号（15号・5月号）・pp．86～87・5月1日（4月25日）紀伊国屋書店・
田辺茂一・35銭
新鋭文学叢書『なつかしき現実』（改造社・昭和5年7月3日）に初収録。1＊「恋愛
とは、人間の胸のなかに発生した一種の鼻茸である。いつのまにか消えてなくな
ったり、いつまでも消えなかったりして、われわれを苦しめる。この鼻茸は、恋
愛する当人の胸の中に発生するのは勿論である。そして恋愛された人の胸の中に
も、屡々この鼻茸が繁殖して行くことがある。」「私」は、十八歳のとき、通院
先の病院の看護婦を好きになった。彼女は二十八歳であった。ある日、レントゲ
ンの機械が入ったので、その看護婦が実験台になった。「私」は、彼女の骨だけ
の姿を見せられたわけである。「私はそのときから、彼女が私よりも年上である
ことがはづかしくって、また女を恋愛することは怖しいことだと思った。」
山椒魚一童話－＝創作＝　①　自①［1．26．30．35．38．47．48．49．57．59．62．64．67．70．73．
75．77．78．79．81．83．84．87．90．91．92．93．96．99．100．
文芸都市・2巻5号（15号・5月号）
田辺茂一・35銭
原形は「幽閉」として『世紀』
101．102．103．105．107．108．日2．113．114．115．117．
118．120．121．122．124．125．126．128．129．131．133．
134．135．136．137．139．142．143．147．148．149．151．
152．156．159］
・pp．121～128・5月1日（4月25日）紀伊国屋書店・
1巻1号（大正12年7月1日）に掲載。新興芸術派叢
書『夜ふけと梅の花』（新潮社・昭和5年4月3日）に初収録。のち、少年向けに改
稿して、『セウガク／二年生』15巻10号～15巻12号（昭和15年1月～3月）に掲載
された別稿がある。詳細は前田貞昭「もう一つの『山椒魚』一一資料紹介を中心
・17　－1
に－」（『日本文学』35巻12号・1986年12月）を参照。なお、木乃国屋（田辺
茂一か）名義の「編集後記」中に、「創作は、舟橋君の『夜の・さん・るむ』井
伏君の山椒魚等、何づれも独自の芸術境に於いて、羨やましい程、十全である。
因みに井伏君の『谷間』はまだ続く予定であったが半歳に捗る連載はと、遠慮さ
れた次第である。」とある。
坪田譲治＝SALOON・随筆＝
文芸ビルヂング・3巻5号（通巻20号・5月号）・pp．16～18・5月1日（4月25日）・新
声杜書店・畠山清身・10銭
『文芸ビルテング』は『悪い仲間』の後継誌で、巻次継承。＊赤坂山王台の桜を
見物に行こうとした「私」は、電車の中で、坪田譲治の『正大の馬』を感銘しな
がら読んでいる美人を見かけた。偶然に出会った坪田氏に『正太の馬』をくれる
ように頼み、「私」は、それを山王台で読んだ。『正太の馬』は「現世の悪漢に
聖なる幼児の心を恩ひ浮べさせる一種の子守唄です。」なお、『早稲田文学』4巻
10号＜第3次＞（昭和12年10月1日）初出の同題作品（『山川草木』等所載）とは
別文。
デス・クリプシオン／パアソネエル（下）
明治大学駿台新報・217号・4面・5月4日
6月
睡蓮＝随筆＝
詩神・5巻6号（6月号）・pp．113～115・6月1日（5月15日）・『詩神』杜・田中清一・
20銭
＊「所用あって、たゞいま私は円党寺の仏日庵に来てゐる。」庭先の池には美男
蔓が生育している。「私」は、このような庭の草木のことを考えているのではな
い。「明日は東京へ帰らなければならないことや、月末の払ひのことや、未来の
ママ
文学のことや、その他いろいろのことについて考へつてゐるのである。」深夜降
り始めた雨の中で、「私」は、睡蓮の苔が開く音を聞いた。
理論－ジャン・エブスタンの文学論を読みて自ら顧みる一
文芸都市・2巻6号（16号・6月号）・pp．39～41・6月1日（5月25日）・紀伊国屋書店・
田辺茂一・35銭
本文冒頭に「－ジャン・エブスタンの文学論を読みて自ら顧みる－」とゴチック
体で記されている。この第二段落が『昭和七年新文芸H記』（新潮社・昭和6年
11月20日）「四月六日」の「特殊記事」欄に掲載されている。＊「人によっては
理論を述べない作家は、診察室の横手にレントゲンの機械を据付けてゐない医者
のやうに肩身がせまいものだと信じてゐる。今や最早、人類はそんなに理論を必
－18　－
要物としてゐるらしい。」「けれど真理といふものは、純粋理論のことにあまり
気がないやうだ。気を持たせようと努力して、拙くうち明けさすのがわれわれ人
間である。そこで真理は実に見苦しく衣服を着せられて、散歩には出たからない。」
「真実を散歩に連れ出す手腕は、そのみちの達士であるバルザックとか、スタン
ダールにはわれわれはかなはない。私は彼等がそれにどんな色の衣服を着させた
かを発見しようとばかり性急に考察して来たので、私の十年間の努力は徒労に終
った。」「彼等は衣服なぞを着させはしなかったらしいやうである。」「なるほ
ど時代は休息することなしに歩いて行く。われわれ人間はこの旅人の休息所であ
る。彼が一ばいの水を飲みに立寄り、風変りな物語を話して聞かせる前に、われ
われは三千里外に彼を郊迎しなくてはならない。さうして純粋理論といふものが
彼を案内してはゐないことに、注意をはらふのを忘れてはいけない。」「実力や
能力のない支配階級が、生気に充ちた新興階級にうち敗かされつゝあるものは事
実である。これは社会的事情を根拠として考へてみても、当然しかるべきでなけ
ればならない。けれど思ひあがってはいけない。今度やって来てゐる旅人は、わ
れわれ人間の理論に誘惑されて迷って来てゐるのではない。純粋理論なるものが
新興階級を目ざめさしたのではない。」
＜無題＞＝休憩時間の欄＝
文芸都市・2巻6号（16号・6月号）・p．64・6月1日（5月25日）・紀伊国屋書店・田辺
茂一・35銭
＊「昨日一日中かゝって私の友人君は作家の未亡人に関する統計表をつくった。」
としてその表を出す。また、尊敬すべき作家のUは、「私」をからかい半分に、
群小作家はどうして暮らしを立てているのかわからないという。そういう点に関
しては本人もわからないのである。
初夏巡遊案内＝随筆感憩＝［15．33］
新文学準備倶楽部・＜1巻1号＞（創刊号）・pp．21～23・6月1日（5月31日）・新文学
準備倶楽部・鈴木彦次郎・20銭
『田園記』（作品社・昭和9年5月15日）に初収録。『田園記』所収本文末尾に
「（四年六月）」とある。＊「都府楼」、「日向青島」、「鰹つり」、「因島」、
「隠岐の島」、「志摩」、「信濃」の小見出しのもとに、それぞれの案内文を記
す。
GOS SI P－佐藤春夫氏に就いて一　日57．160］
春陽堂月報・25号・pp．3～4・＜6月15日（6月12日）＞・＜春陽堂＞・＜和田利彦＞
『明治大正文学全集』第40巻、第25回配本の付録。発行・印刷納本日付、発行所、
発行人は本体奥付による。なお、本体は予約出版のために「非売品」となってい
るが、青山毅「『明治大正文学全集』について」（『文学全集の研究』明治書院
・1990年5月25日）によれば、総布金泥表装本は予約定価1円、背草金泥天金本は
同1円50銭。月報そのものには発行日付は記されていない。『文士の風貌』（福武
－19　－
書店・1991年4月15日）に初収録。＊「鷹」、「鶴鵡」、「犬・雲雀・セキセイ」
の小見出しがある。「佐藤春夫氏のうちには一羽の鷹が飼ってあったが、先日こ
の鳥は自殺した（。）」佐藤さんは思索と読書と創作に多忙で、鷹狩に連れて出
る余裕はなかった。鷹は飼い主の気性に同化する習性を持っている。この鷹も、
佐藤さんが創作に取り掛かる苛々した顔つきや睡眠不足の朝の佐藤さんの動作を
真似たのであろう。「飼主がまことの詩人であるが故に、その態度を真似なけれ
ばならなかった鷹は、さういふ事情で自殺したのである。」「佐藤さんのうちの
客間つゞきの凌廟には、一羽の鵜鵡が烏龍のなかに置き忘れられてゐる。」ロー
ラという名前だが、「このごろは極度に考へ込んで、動作もあまり活発でない。」
「私」が中学のとき、兵式体操に使う背嚢のなかに「病める薔薇」を入れ忘れた
のを発見した体操教師は、佐藤春夫は和漢洋に通じて、優れた文体を持つ作家だ
が、まだ読んではいけないなどと奇妙な訓辞を与えた。
最近の佐藤春夫氏
福岡日日新聞朝刊・16419号・6両・6月24日
6月26日まで3回連載。パラルビ。本文冒頭に「一」とある。＊「佐藤氏は、理智
の指先によって先づ『陳述』の構図を打診して、そしてこの構図に最も通切なる
表現法を選んだのである。リ‾リシズムを棄てること（、）小さな味を棄てること、
勇敢に雑報的筆致を用ふること。ニー以上の三つのことを実行したのである（。）」
だから、「田園の憂欝」、「都会の憂欝」に魅惑された人々は、この「陳述」を
理解することに戸惑いを覚えたのである。佐藤氏は、つまりは、構図的立体性へ
と関心を移していったのである。「陳述」の少し前に発表された「のんしやらん
記憶」は、「作者の人生観と芸術観とが殆んど皮肉に近きまで露はに示されてゐ
る」作品であり、「作者の最近の流動を意味した代表的作品なのである（。）」
最近佐藤氏は、小説は人間の皮膚から泌み出る汗のようなもので、作者が味わい
尽くした浮のようなものである、それを批評家は分析してみせているにすぎない、
僕は自分の心に浮かぶままを書こうと思う、ナンセンス文学を書いてみたい、と
漏らした。「佐藤氏の述懐は単なる気まぐれではなかった。『のんしやらん記憶』
は、その述懐に即したところの作品である。」「私」は、「のんしやらん記憶」
に「現代の文化と称するものに対する佐藤氏の希望と憤怒が繰り込まれてゐると
いふこと」を述べたい。佐藤氏が諷刺を必要としたのは、現実を深く且つ正しく
批判していれば、発禁を免れないからである。「さて何故に佐藤氏のサンシビリ
テがナンセンス文学を求めたか？」「ナンセンスの積極面は、文学に於ては、人
々がより真蟄なる文学の価値と祢するところのサンシビリテに他ならない。しか
し現実といふものは、あくまでも愚かな風貌を装ってみせたり、気まぐれであっ
たり、俗悪を讃美するかのやうに見せかけたりする。それ故、大衆は、現実とは
かゝるものであるからかゝる態度で生きて行くのが得策であると早合点して、多
くの場合は現実の気まぐれに迎合しようとしがちである。」こうした俗悪文学と
出会って、佐藤氏のサンシビリテは、人生観的というよりも芸術観的に、ナンセ
ンス文学を求めようとしたのだと思われる。
－　20　－
最近の佐藤春夫氏
福岡日日新聞朝刊・16420号・6両・6月25日
本文冒頭に「（二）」とある。
最近の佐藤春夫氏
福岡日日新開朝刊・16421号・6面・6月26日
本文冒頭に「（三）」とある。本文末尾に「（完）」とある。
7月
青木南八の病床の歌＝評論・随想＝
文芸レビュー・1巻5号（7月号）・pp．15～16・7月1日（6月25日）・文芸レビュー杜
・伊藤整（川崎昇）・10銭
＊『青木南八遺稿』（青木得三刊・大正12年5月4日）から、南八の兄・青木得三
「序」の一部、青木南八の病床の歌である「ゆめ」・「恋」・「出ふね」を引用
する。なお、同趣旨の文章が「青木南八－自叙伝（三）－」（『早稲田文学』
3巻7号・昭和11年7月1日。「雑肋集」．の内）の一部にも見られる。
文芸都市合評会一六月号創作評／於紀伊国屋楼上／一九二九・六・三一　＊座談会
文芸都市・2巻7号（17号・7月号）・pp．’鍋～72・7月1日（8月25日）・紀伊国屋書店・
田辺茂一・35銭
出席者、中本たか子・井伏蝉二・古沢安二郎・阿部知二・今日出海・雅川況・舟
橋聖一・田辺茂一。『中央公論』『改造』『新潮』『文芸春秋』『近代生活』
『文芸都市』を対象として取り上げる。
先輩訪問記一谷崎精二氏－［5．34．43］
文芸都市・2巻7号（17号・7月号）・pp．73～76・7月1日（6月25日）・紀伊国屋書店・
田辺茂一・35銭
本文冒頭に段抜きで「○谷崎精二氏」とある。本文末尾に「（完）」とある。新
鋭文学叢書『なつかしき現実』（改造杜・昭和5年7月3日）に初収録。井伏鱒二随
筆全集第3巻『風貌姿勢』（春陽堂書店・昭和17年2月）、『風貌姿勢』（三島書
房・昭和21年12月）所収の標題は「先輩訪問記（つくりばなし）」とある。
＊「五六年前のころも私は今と同じく文学青年で、たゞその頃は私が学生であっ
たといふ相異があるだけなのだが、屡々谷崎先生宅へ訪ねて、文学に関する質問
をしたのである。」正月三日の夜、谷崎先生宅を訪ねて大いに飲んだつもりでい
た。が、実は、谷崎先生は既に引っ越していて、「私」は、別人のところでご馳
走になってしまったのである。なお、この話題は「挿話な挿話－谷崎精二氏に
ついて－」（『春陽望月報』45号・昭和6年2月）にも取り上げられている。
－　21－
バット
新文学準備倶楽部・＜1巻2号＞（7月号）・p．38・7月1日（6月30日）・新文学準備倶
楽部・鈴木彦次郎・20銭
本文には標題はない。目次に「バット」とあるのに従って掲出した。＊「僕はバ
ットを好みます。」という一文から始まる。煙草のバットを好み、人と対談して
いるときに、相手がバットを吸っていれば「オサキ亘」をついしてしまう。「人
前では慎しまなければならないことかと思ひます。」
一びきの蜜蜂＝創作＝　［1．148］
新文学準備倶楽部・＜1巻2号＞（7月号）・pp．54～62・7月1日（6月30日）・新文学
準備倶楽部・鈴木彦次郎・20銭
涌田佑「教材としての井伏文学」（『国語展望』88号・1991年6月20日）に紹介。
本文末尾に「（完）」とある。本文標題は「一びきの蜜蜂」と誤植。無著名「宿
輯後記」に「井伏氏の『一びきの蜜蜂』は同氏の所謂朽助物中でも特に優秀な作
品で、十月文壇の誇るべき傑作である。」とある。新興芸術派叢書『夜ふけと梅
の花』（新潮社・昭和5年4月3日）に初収録。＊養蜂場の番人をしている谷本朽
助から、小包と一緒に、孫娘の代筆になる手紙が来た。養蜂場設立以来十二年間
には最大八十九箱を誇った蜂も、とうとう最後になった。自費出版の費用とか郊
外移転の費用とか入院費とかの請求によって、次々に蜂を売り払ってしまった。
その最後に残った一箱も長雨のために終わろうとしている。最後の箱に蜂が忘れ
て行った蜜を送る－朽助はこのように言って来た。「私」と朽助との書簡の遣
り取り、また、朽助からの小包に紛れ込んでいた一匹の蜜蜂の様子が描かれる。
故郷の地道な生活者と、かれらの働きの上に自らの生活を成立させている「私」
の胡乱さが対比されている。
8月
巻頭言（なつかしき現実）
文芸都市・2巻8号（18号・8月号）・p．1・8月1日（7月25日）・紀伊国屋書店・田辺
茂一・35銭
専横武夫「井伏鱒二と『文芸都市』」（『日本文学』29巻1号・1980年1月）に紹
介。＊「現実といふものは甚だ愚昧なる風貌を装ってゐるが、彼女は必ずしも愚
昧ではない。そんなにでもしてゐなければ、やりきれない多くの理由があるらし
い。その主なる理由は、彼女が不公平を黙容し且つ気まぐれであるといふ性分を
顧みて、彼女自らへ対する言ひのがれのために、気のきかない様子を装ってゐる
ママ
らしいのである。」「私は彼女のよくない仕打ちを仔細に記録して、潜越ながら
彼女の反省をうながしたいと思ふ。そしてその記録の合間々々には、彼女の幼な
－　221
どきの素直さを恩ひ出させるラッパを吹きたい。」
炭鉱地帯病院－その訪問記－＝創作＝　①［1．26．30．40．49．57．64．70．80．83．103．107．
115．125．129．148］
文芸都市・2巻8号（18号・8月号）・pp．82～90・8月1日（7月25日・紀伊国屋書店・
田辺茂一・35銭）
新興芸術派叢書『夜ふけと梅の花』（新潮社・昭和5年4月3日）に初収録。なお、
81真に掲げられた「九月号予告」中に井伏鱒二「同人雑誌について」がある。
贋ゴシップー葛西善蔵氏に就いて－［157，160］
春陽堂月報・27号・pp．7～8・＜8月15日（8月12日）＞・＜春陽堂＞・＜和田利彦＞
『明治大正文学全集』第25巻、第27回配本の付録。発行・印刷納本日付、発行所、
発行人は本体奥付による。月報の刊記は「昭和四年八月」。なお、本体は予約出
版のために「非売品」となっているが、青山毅「『明治大正文学全集』について」
（『文学全集の研究』明治書院・1990年5月25日）によれば、総布金泥表装本は予
約定価1円、背草金泥天金本は同1円50銭。『文士の風貌』（福武書店・1991年4月
15日）に初収録。＊「小石川駕寵町のカフェ・ナニガシにはお紋さんといふ美人の
女給がゐて、多くの青年が毎晩せっせと通ったものである。」ところが、彼女は
文学好きらしくて、そういうお客とだけ親しくするようであった。葛西善蔵など
当代の代表的作家の名前をかたる、四人組の青年達が、このカフェに通っていた。
ある夜、偽の葛西善蔵は、つい、偽物であることを告白してしまうが、その告白
の言葉も、葛西善蔵自身の文章を真似たものであった。これは、「カフェあらし
の与太どもにまで、葛西氏の持つ真実性が注入されてゐる証拠がうかゞはれる挿
話ではないか。」なお、この贋文士出没の話題は「挿話な挿話－谷崎精二氏に
ついて－」（『春陽堂月報』45号・昭和6年2月）にも取り上げられている。
海岸と女（上）
時事新報朝刊・16591号・4両・8月23日
翌日に続載。瀬尾政記『井伏鱒二著作目録』（瀬尾理子・1988年5月）が『夕刊
時事新報』とするのは誤り。＊『文芸都市』関係者らがいた、ある離れ家に、一
人の女性の訪問を受けた。誰が呼んだのかわからないが、彼女は客人の格好で、
入り込んでしまう。
海岸と女（下）
時事新報朝刊・16592号・4面・8月24日
9月
初秋一挿話一女優と女子大学生－＝新人随筆＝［5］
－・231
婦人サロン・1巻1号（9月号）・pp．88～91・9月1日（8月10日）・文芸春秋社・鈴木
氏亨・35銭
目次標題は「初秋一夕話」。本文冒頭に「◇女優と女子大学生」とゴチで記され
ている。本文末尾に「（完）」とある。総ルビ。新鋭文学叢書『なっかしき現実』
（昭和5年4月3日）に初収録。＊「私の親戚のうちの子供（本年十九歳で女子大学
一年生）は、彼女の同窓の友である女優某艶子（本年十七歳）と同性恋愛をはじ
めた。」「彼女達は一週間に二度づゝ、私のうちで会合して、女子大学生は私に
対する体裁から女優に英語の個人教授をすることにしてゐる。」
アンコンシアスネスの魅力一過去のものに一礼－＝随筆＝
詩神・5巻9号（5周年記念世界新興詩壇研究号・9月号）・pp．131～133・9月1日（8月
15日）・『詩神』杜・田中清一・25銭
本文冒頭にゴチック体で「過去のものに一礼」とある。＊作品が所有していなけ
ればならないのは、感覚の流動性である。「いかなる常識をもってしても、おそ
ママ
らく作家といふものは、作品を創造するにあたって物語の條者を考へるときより
も、作家自らの感覚的原子を激流と（！）放出さすときに最も生き甲斐を感ずる
ママ
ものと考へられる。したがってその作品を読む人にとっては、感覚的電子の放出
に滝打たれる時のみが読み甲斐ある瞬間である。」「文学といふものは理論だけ
を背負はされては歩かうとはしないものである（。）その脊中にまことしやかに
ママ
現実を載せてやらなくては決して歩かうとはしない。」「私にとっては、先在意
識がもたらしたところの、アンコンシャスのみが、記憶さるべき魅力であったの
である。これを能動的に言ってみれば、ナンセンス、更らに能動的に言ってみれ
ママ
ば、人間ののほうずなきサンシビリテなのである。私にはこれのみが魅であった
ことを告白する。」
10月
MISS＆MR“1930”のナンセンスな散歩
婦人サロン・1巻2号（10月号）・pp．86～95・10月1日（9月15日）・文芸春秋社・鈴
木氏亨・40銭
本文標題下に「文章　井伏鱒二／会話　中村正常」とある。目次には「ミス・エ
ンド・ミスタ・1930／（合作なんせんす物語）」とある。総ルビ。「プロローグ
は散歩の出発」、「二人は怪しきカフェに憩ふ」、「銀座の舗道にマネキン娘と
話す」、「ステッキ・ガールなりや否や」、「エピローグは花売娘の話」、以上
小見出し。
私の保証人＝評論と随筆＝　［5］
三田文学・＜第2次＞4巻10号（10月号）・pp．82～85・10月1日（9月20日）・三関文
学会・和木清三郎（西脇順三郎）・58銭
一　24　V
厨集人は奥付には明記されていないが、奥付の脇に「投稿、編輯、図書雑誌寄贈」
の宛先として和木清三郎の名が掲げられているのに従った。新鋭文学叢書『なつ
かしき現実』改造杜・昭和5年7月3日）に初収録。＊「私の学生時代の保証人は、
現在でも私の身の上を干渉したがる。」「代議士某は（私の学生時代の保証人は）
このごろでも毎月一回くらゐ必ず私に速達郵便をよこして、彼の自宅或ひは妾宅
へ私を呼びよせ、彼の妻妾の面前で私に苦言を呈するのである。」自宅では、借
金のこと、カフェ出入りのこと、女性との関係をとがめる。妾宅では、『文芸都
市』に発表した散文をこきおろす。それも、情婦が文学雑誌を読むので、彼女の
助力を求めてこきおろすのである。呼び出しに応じないと、故郷の兄に手紙を出
して、「私」の不品行を知らせる。ある時、代議士某が貧民窟の食事の視察に出
かけるから同適せよと言って来た。彼はゴルフの練習をしなから「私」に下らぬ
ことばかり聞くので、そのまま帰ってきた。すると、故郷の兄からは、竪歯の下
駄を代議士宅の芝生に踏み入れたと苦情を言ってきたのである。
散歩どきの話題＝随筆＝　［15］
1929・2巻10号（20号・10月増大号）・pp．41～43・10月1日（9月30日）・192g杜・小
野松二・25銭
「散歩ど書の会話」と改題して『田園記』（作品社・昭和9年5月15日）に初収録。
『田園記』所収本文末尾には「（五年春？）」とある。『文芸通信』3巻8号（昭
和10年8月1日）初出の同題作品で、『風俗』（モダン日本杜・昭和15年6月17日）
所収のものとは別文。＊本文冒頭に「これは私が古新聞の切抜や古雑誌の埋草を
集めておいた一部である。それをたゞいま書きなはしてみる。」とある。長岡外
史将軍の口髭、野球の大下選手のこと、床次竹次郎と西園寺公との会話、張作雇
が勲章を貰ったときのこと、ある大工の娘が鉄瓶の熱湯をラッパ飲みして死んだ
こと、などを記す。
作品手引伸一宇野浩二氏の作品－　［157．160］
春陽堂月報・30号・pp．7～8・10月＜10月25日（10月22日）＞・＜春陽堂＞・＜和田利
彦＞
『明治大正文学全集』第40巻、第30回配本の付録。発行・印刷納本日付、発行所、
発行人は本体奥付による。月報の刊記は「昭和四年十月」。なお、本体は予約出
版のために「非売品」となっているが、青山毅「『明治大正文学全集』について」
（『文学全集の研究』明治書院・1990年5月25日）によれば、総布金泥表装本は予
約定価1円、背革金泥天金本は同1円50銭。『文士の風貌』（福武書店・1991年4月
15日）に初収録。＊「『泰山を写すは難し』といふ言葉があるが、私ごときには、
宇野浩二氏の風貌を描き出すことは困難であるらしい（。）」「今年の春、私は女
．学校四年生の少女を二人連れて、上野の名宝展覧会を見物に行ったが、第一室に
陳列された鳥羽僧正の鳥獣戯画一巻は、私を感動させてしまった。」「鳥羽僧正
はかほどまでに雄渾な筆致でもって、かほどまでに投げ出した画材を取扱ってゐ
るのであるが、（そのとき私は宇野浩二氏とその作品とを連想した）この作者の
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心境こそは、何と心ゆかしきかぎりではないか！」「すべて宇野浩二氏の作品に
は、英雄的人物は一人も現ばれて来ない。寧ろ現実にうちのめされてミゼラブル
至極な人物（、）ミゼラブルといふ点でのみ殆んど英雄的な人物の多くが現はれ
てゐるのである。彼等は私達の隣人の如く正直で私自身の如く実に貧しくて、或
ひは随巷の寡婦のごとくヒステリーであったりする。多くの文芸批評家連に言は
しむれば、その筆致と描写とが、またとなく奔放で且つ斬新であるといふ。そし
て私は息ふ。かほどまでに奔放な筆致でもって、かほどまでにミゼラブル至極な
人物を描き、その人物遠にいみじき涙をそゝぐ作家宇野浩二は、まことにますら
をさびせし人といふべきではないか！」「ミゼラブルは－宇野氏の作品に現は
れる人物のミゼラブルは、あらゆる場合に、その人物の素直な心ゆえに発生して
来てゐるやうである。悪玉の人物が現ほれて、善玉の人物をたゝきつけるのでは
ない。互に善良なるが故に互に不幸の底に沈んで行く人達のみである。しかし宇
野氏は、その不幸は何に由来するかを言及する興味を抱くよりも、その不幸をい
たはることに急である。何故かなれば、宇野氏は社会改良家ではなくして、懐疑
の詩人だからである。」
11月
ユマ吉ペソコの秋のピクニック
婦人サロン・1巻3号（11月号）・pp．132～142・11月1日（10月15日）・文芸春秋社・
鈴木氏亨・40銭
目次には「ミス・エンド・ミスタ・1930／秋のピクニック（合作なんせんす物語）」
とある。本文標題下に「文章　井伏蝉二／会話　中村正常」とある。総ルビ。
「早朝の出発」、「井ノ頭公園の鵜鳥」、「午前八時の帰りみち」、「デパート
に接待のお茶あり」、「大川端の浪旦風」、以上小見出し。
シグレ島叙景＝創作＝　［1．30．47．48．49．148］
文芸春秋・7年11号（11月号）・創作pp．17～28・11月1日（10月18日）・文芸春秋社・
小峰八郎・40銭
本文末尾に「（完）」とある。編輯部名義の「編輯後記」に、「創作欄は、上司
小剣氏の久しぶりの創作に、新進井伏、石坂両氏の力作をわづらはした。」とあ
る。新興芸術派叢書『夜ふけと梅の花』（新潮社・昭和5年4月3日）に初収録。
＊「周囲三十三T」のシグレ島には、「たった二人の住人と四百びきの兎とがゐ
る。」この兎たちは、島の二人の住人の共有になるものである。この宮地伊作と
村上オタツの二人は、島に横付けした汽船をアパートの代用のごとくして暮らし
ている。この二人は、鬼の所有権を失わないために島に頑張っているようなので
ある。あさり汁のことで伊作と喧嘩した日、オタツの姿が見えなくなる。やがて、
オタツはみやげを持って戻って来るが、再び、兎の売却のことで、伊作と口論す
る。
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屋根の上のサワン　①　自①　日．16．25．47．48．49．57．59．62．64．68．70．73．75．78．79．80．
81．83．84．86．87．88．89．91．92．93．96．101．103．105．107．
109．日2．113．114．115．116．117．119．120．121．122．123．124．
125．128．129．132．133．134．135．136．141．142．143．147．148．
149．152］
文学・2号・pp．1～8・11月1日（10月25日）・第一書房・大野俊一・35銭
新興芸術派叢書『夜ふけと梅の花』（新潮社・昭和5年4月3日）に初収録。
川口尚輝に関する記事ならびに誤りの訂正
新文芸都市・1号（No．1・11月）・pp．6～8・11月1日（10月25日）・新文芸都市社・古
沢安二郎・20銭
表紙に掲げられた目次には「川口尚輝に関する記事並びに誤りの訂正」とある。
舟橋聖一名義の「霜輯雑記」中に、雅川況・古沢安二郎の作品を挙げた後、「評
論家として益々男をあげた阿部の論文と、新進作家の奇星井伏の随筆と、新文芸
都市創刊号は、こんな風に同人だけで切り上げた編韓だった。」、「井伏鱒二は、
胎児成育、著々として順当であり。」という記事が見える。また、「編輯同人」
として阿部知二・井伏鱒二・雅川況・舟橋聾一・古沢安二郎の住所と名前が掲げ
られている。＊文芸都市七月号に出た「川口尚輝氏の死を悼む」云々の記事に、
川口が坪内博士の指導を受けたというのは誤りで、坪内士行氏が正しい。川口尚
輝は「ミメヨキ青年で弁舌さはやかであった。」そして、おしゃれで金持ちだっ
た。「私は青春といふ青春を早稲田鶴巻町の溝へたゝき込んでしまったとさへも
思ふ。今回、わが川口尚輝のごときは、最早すべて空しいのである。」なお、『文
芸都市』7月号89頁には「川口尚輝氏の死に就て」と題した次のような記事が掲
載されている。「未来ある作家川口尚輝氏は、去る六月七日午前十一時すぎ、逝
去した。氏の文学的傾動は主として、坪内先生に師事し、劇作家並びに演出家と
して一般から多大の嘱望を持たれてゐた。つゝしんで哀悼の意を表す。」
旧式な人物？
芸術復興？・6巻8号？・11月？
瀬尾政記『井伏鱒二著作目録稿』（瀬尾理子・1988年5月）による。現物未確認。
12月
＜無題＞＝クリスマス・プレゼントに何を選んだか＝　＊アンケート回答
婦人サロン・1巻4号（12月号）・p．21・12月1日（11月15日）・文芸春秋社・鈴木氏
亨・40銭
＊「実際には贈りものはしませんが、若しするとすれば、酒・亙・菓子・コーヒ
ーの缶入り等をどっさり。妙齢の婦人には、香水・化粧品・花梱。そしてクリス
マスおめでとうと言ひ添へます。」以上井伏回答全文。
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ユマ書とペソコのクリスマス
婦人サロン・1巻4号（12月号）・pp．124～137・12月1日（11月15日）・文芸春秋社・
鈴木氏亨・40銭
目次には「ペソコユマ書・クリスマスの一」とある。本文標題下に「文章　井伏
鱒二／会話　中村正常」とある。総ルビ。「二匹の七面鳥」、「クリスマスの馬
車」、「汽車の転覆」、「鼻の頭のクリスマス」、以上小見出し。
一九二九年の小説一年末月の或る夜の夢－＝一九二九年度文壇詩壇演劇映画総決算＝
詩神・5巻12号（シェルゲイ・エシェーニン研究号・12月号）・pp．219～224・12月1
日（日月25日）・詩神社・田中清一・25銭
本文末尾に「（完）」とある。表紙・裏表紙には「昭和四年十一月十五日印刷納
本」とあるが、奥付の印刷納本日付に従った。＊「私」は、一九二九年刊行の雑
誌を積み上げ、その中から、『文芸都市』二月号を取り出した。雅川況が文芸時
評を書いている。『戦旗』を取り出して呟いた。「私の古い友人はすべて戦旗の
同人になった。たった一人のこってゐた友人さへも、一九二九年の正月（？）こ
の雑誌に加盟した。したがって一九二九年に於て、私は文学理論の上で古い友人
のすべてを見失ったことになる。彼等は事実的に面とむかつて、君（縛二のこと）
のごと書はいつまでも三もん文士で、いったい古めかしい小説を書くことなんて
ママ
存在の意議なき人間であると嘲笑した。なるほど私はいつまでも三もん文士であ
る。これは事実に違ひない。しかし私は三もん文士でもよろしい。私はたゞ、こ
のなつかしき現実のために、鱒二好みの音調のラッパを吹けばいゝ。」云々と演
説を始めた。－以上のような夢を見た。「私は一九二九年の小説について批評
文を書かうと思ってゐたので、さういふ夢をみたものであるらしい。」「一九二
九年の小説は、当然小説に関する文学評論と足並を一致しなかった。」「理論と
作品とが一致しないことは過渡期の文学にあっては止むを得ない現象であるが、
一九二九年の場合に於ては次のやうに言へるであらう一プロレタリア文学作品
はプロレタリア理論のために書かれたものが多く、さうでない文学作品にあって
は、作品のために比較的新しい既成文学理論を冠づけようとする運動があって、
理論が作品に対して常に圧倒的であったのである。」
初冬一挿話一細カナリヤー　⑨［5〕
文芸レビュ【・1巻9号（12月号）・pp．61～62・12月1日（11月25日）・文芸レビュー
杜・河原直一郎・20銭
目次には「初冬挿話」とある。本文末尾に「（完）」とある。新鋭文学叢書『な
つかしき現実』（改造杜・昭和5年7月3日）に、「細カナリヤ」として初収録。
ならずものと光り
マツダ新報・16巻12号（12月号）・pp．44～47・12月15日（12月10日）・東京電気株
式会社・米山清三・＜定価記載無し＞
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本文末尾に「（完）」とある。本文標題並びに本文中の「ならずもの」という語
には、傍点が付されている。本文冒頭に「一神、光りあれと云ひたまひければ光
りあり－」とある。また、47頁には『文芸春秋』7年11号（昭和4年11月）掲載の
「シグレ島叙景」の冒頭部分が掲載されている。＊グレとグロの二人のごろつき
は、草むらに身を潜めてこれから仕事に取りかかろうとしていた。ところが、狙
っている家の庭には、電灯が点いている。ようやく電灯を壊すことに成功した二
人は、家の中に入ってみるが、既に空き家になっていた。グレは、家の中から新
しい電球を持ち出して、壊した庭の電灯に着けた。グレは、好ましい夜の庭園を
眺めながら、このように呟いた。「俺は、こんな美しい庭にゐると、尚は更らな
らずものに見えるやうだ。早く逃げ出してしまはなくてはなるまい」。
すべてを芸術に求める人一有島生馬氏に就いて－　［157．160］
春陽堂月報・31号・pp．3～4・11月＜12月15日（12月12日）＞・＜春陽堂＞・＜和田利
彦＞
『明治大正文学全集』第37巻、第31回配本の付録。発行・印刷納本日付、発行所、
発行人は本体奥付による。月報の刊記は「昭和四年十一月」。なお、本体は予約
出版のために「非売品」となっているが、青山毅「『明治大正文学全集』につい
て」（『文学全集の研究』明治書院・1990年5月25日）によれば、粗布金泥麦装本
は予約定価1円、背革金泥天金本は同1円50銭。『文士の風貌』（福武書店・1991
年4月15日）に初収録。＊「有島生馬氏の作には『南欧的な明るさ』があると人々
は言ってゐる。そしてこれは的そ誤りのない批評である。」「人々の心を明るさ
に導く手段は、文学作品に於ては、暗さを示すこと、明るさを示すこと、この二
つの方法がある。有島生馬氏は後者を選び、且つそれによって自らをも喜ばして
ゐるらしい。」
挿話？
1929？・12月号？・＜11月25日発売？＞・芸術連邦社？・25銭？
『文芸レビュー』1巻9号（昭和4年12月1日）に『1929』12月号の広告があり、そこ
に井伏鱒二「挿話（小品）」が掲げられている。他に武田勝太郎「詩人の方向」
（小品）、小林秀雄「労働者等」（アルテユル・ランボオ）等の作者名・作品名
が見える。
§昭和5　（1930　）
1月
＜無題＞＝1930年に実行したきことニ　＊アンケート回答
詩神・6巻1号（新年号）・p．178・1月1日（昭和4年12月15日）・詩神社・田中清一・
25銭
1－　291
＊「風邪をひいて頭痛で弱ってゐます。アスピリンが効験ないのです。生活とい
ふ点では至って、ほそぼそとやってゐます。私の創作は私の生活の映像ですから、
したがってこれも景気のいゝものとはいひ難いやうです。風邪がなはったら別な
形式で二三篇書きます。」以上井伏回答全文。
ユマ書ペソ子のお正月
婦人サロン・2巷1号（新年特輯号）・pp．197～213・1月1日（昭和4年12月15日）・文
芸春秋社・鈴木氏亨・45銭
本文標題脇に「文章井伏鱒二／会話中村正常」とある。総ルビ。「暮れの広小路
と便利包丁」、「歌舞伎見物と廊下での愛」、「食堂の餞舌家と食欲の始末」、
「生活改善の発案」、以上小見出し。
ハワイ行き＝随筆＝　［20．34．43］
三田文学・＜第2次＞5巻1号（新年号）・pp．10g～113・1月1日（昭和4年12月15日）・
三田文学会・和木滑三郎（西脇順三郎）・50銭
編集人は奥付には明記されていないが、奥付の脇に「投稿、編韓、図書雑誌寄贈」
の宛先として和木清三郎の名が掲げられているのに従った。末尾付近を削除して、
『山川草木』（雄風館書房・昭和12年9月27日）の「中島直人」の内に「ハワイ行
き」として初収録。『山川草木』所収本文末尾には「（昭和四年）」とある。＊
「今年（昭和五年）はどうしても私はハワイ行きを実行しようと思ってゐる。」
というのも、ハワイ生まれで日本の大学を卒業して、ハワイの日布時事新聞に創
作を発表している、「私」の友人・中島直人と一緒に、ハワイに新規な文壇を作
ろうとしているからだ。しかし、中島が発表した創作にはハワイでは反応がない。
「私」が送った「誰それの池」という作品も同様の結果に終わるであろう。自分
の作品に反応がなかったことに中島は惰気ているし、「私はハワイに文壇を建設
しようといふ希望は失ったが、ハワイへ行かうといふ希望は失ってゐない。」そ
れは、ハワイには「私」の幼など巷の友人が多く移民していて、「私は生存して
ゐる彼等に会ひ、且つ死亡した彼等の墓参をしたいのである。」幼い「私」を世
話してくれた伊作は、ハワイでの出稼ぎに失敗して帰って来た中年男であったが、
村の青年たちにハワイの風物談を語って聞かせた。伊作にハワイの話を聞いた青
年たちは前後してハワイに出稼ぎに行ってしまった。伊作は「先年彼の孫ムスメ
（混血児タエト）を連れてハワイに行ったまゝ帰って来ない。私は彼や彼女やそ
の当時の青年達に会ひたい。」
感想風な略歴＝文壇新人録＝
文学時代・2巻1号（新年特大号）・p．17・1月1日（昭和4年12月19日）・新潮社・佐藤
義亮・40銭
「文壇新人録」という特集標題の側に「昭和四年度に於て文壇に進出した十三家
の、自伝風の感想とその略歴とを得て、此処に『文壇新人録』を編みました。
『文章倶楽部』時代からの恒例により、前年度に進出した人々を、なるべく完全
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にと努めたのですが、この他に、当然紹介しなれければならない人々を漏らして
ゐることと思ひます。（記者）」と趣旨を説明した文章が付されている。略歴と
井伏の肖像写真一葉が付されている。「略歴」の「仕事」の項には、「一年間、
翻訳業、記者等をした。その後、雑文を書いた。小説は『谷間』他数篤を発表し
た。」とある。＊「兄弟の仲は悪くはないが、兄も姉も、私が拙い小説を書くの
で面目ないといって、よってたかって私を責める。イデオロギイがないといふの
である。」「早稲田の文科を廃して以来、今日まで世間なみの文学青年の暮しを
して来たのである。（今後もこの暮しはつゞくであらうが、それは止むを得ない。）
したがって跨るべき学識もなく、革命思想もなく、読みきりの短い小説を少しば
かり書いたにすぎない。」「今後とても同じことであらう。私はその短い小説で
もって、意地わるの現実に反省をうながすためのラッパを吹いたつもりであった
が、彼女は私のラッパの音に耳を傾けなかったのである。」なお、この「文壇新
人録」には井伏のほか、堀辰雄・雅川混・窪川いね子・中村正常・徳永直・中本
たか子・阿部知二・逸見広・飯島正・上田文子・永井龍男・立野信之が寄稿して
いる。
ジヨセフと女子大学生＝新進作家十一人集＝［1．11．30．148］
新潮・27年1号（新年号）・別pp．110～120・1月1日（昭和4年12月21日）・新潮社・
中根駒十郎・70鏡
新興芸術派叢書『夜ふけと梅の花』（新潮社・昭和5年4月3日）に初収録。＊「私
の親戚のうちの子供（本年十九歳で女子大学生）は近頃とんでもない男と懇ろに
してゐるらしい。」彼女は「私」のうちに来て、英文の宿題というのを「私」に
手伝わせた。ところが、その内容から推測すれば、実は、彼女が交際しているア
イルランド人の青年・ジョセフと英語で話すために、英作文を「私」に手伝わせ
たらしいのである。ところが、実際にジョセフと会って話してみた「私」は、十
六歳だというジョセフの純情な態度に感動せざるをえなかった。
生きたいといふ＝短篇小説三十人集＝［1．49．148］
近代生活・2巻1号（新年特輯号）・pp．56～59・1月1日（昭和4年12月25日）・近代生
活社・梶原勝三郎・45銭
新興芸術派叢書『夜ふけと梅の花』（新潮社・昭和5年4月3日）に初収録。＊造船
中のデッキから転落した怪我人が連れて来られる。最早助かる見込みのない重傷
の女であった。怪我人は死なないぞ、死なないぞと叫ぶ。
＜無題＞＝手帳＝
文学・4号・p．3ト1月1日（昭和4年12月25日）・第一書房・大野俊一・35銭
＊ドストエフスキーの「罪と罰」で、ラスコリニコフが老婆を殺す場面に出てく
るラスコリこコフの煙草入れのことを、官憲が気づかないのは解せない。
朝の散歩と平野崖＝新人の短篇傑作集（二）＝　［1．34．43．55］
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時事新報朝刊・16722号・6両・1月3日
新鋭文学叢書『なつかしき現実』（改造社・昭和5年7月3日）に初収録。井伏の肖
像写真一葉を掲載。パラルビ。井伏鱒二随筆全集第3巻『風貌姿勢』（春陽堂書店
・昭和17年2月18日）所収本文末尾には「（つくりばなし）」とある。＊平野屋理
髪店の主人は、「私」に信用貸しで二百八十円も貸しているので、「私」の健康
について心配したり、忠告したりする。「私」は毎朝五時半になると、平野崖が
自転車で曳くリヤカーに乗って散歩し、そして、平野崖の理髪台で眠る。
金解禁と財布
都新聞朝刊・15132号・1両・1月15日
パラルビ。＊荻窪駅に着いたので下車しようとしたところ、四人の妙齢の婦人た
ちに呼び止められた。中身の一杯詰まっていそうな大型の財布を忘れているので
はないかというのである。「私」のものでなかったので、車掌を呼んで中身を改
めてみると大層な金額が入っていた。駅から三丁ほど来たところでしまったと思
った。悪心というのはこんな風にむらむらと起こるものらしい。
うぐひす［5］
報知新聞朝刊・19041号・5面・1月16日
本文末尾に「（完）」とある。パラルビ。新鋭文学叢書『なつかしさ現実』（改
造杜・昭和5年7月3日）に初収録。『読売新聞』1952年1月1日初出の同題作品（筑
摩書房版『井伏蹄二全集』第10巻等所収）とは別文。＊特別に二箇年間月賦払い
の約束で「私」は小鳥崖で鷺を買った。その保証人に頼んだ代議士に、二三日の
間、鷺を貸してやることにした。ところが、代議士のところから、「私」のうち
に持ち帰って寵を開けてみると、すでに、鷲は死んでしまっていたのである。困
惑した「私」は小鳥崖との談判で、払いを値切ることに成功した。しかし、約束
の日に、支払の金を持参してみれば、小鳥屋は夜逃げをしていて、店の看板は塗
り変えられていたのである。
まかぜ・こひかぜ－モダーン型の二人の作中人物一　［157．160］
春陽堂月報・32号・pp．2～3・1月＜1月lH（昭和4年12月29日）＞・＜春陽堂＞・＜和
田利彦＞
『明治大正文学全集』第16巻、第32回配本の付録。発行・印刷納本日付、発行所、
発行人は本体奥付による。月報の刊記は「昭和五年一月」。なお、本体は予約出
版のために「非売品」となっているが、青山毅「『明治大正文学全集』について」
（『文学全集の研究』明治書院・1990年5月25日）によれば、総布金泥表装本は予
約定価1円、背草金泥天金本は同1円50銭。『文士の風貌』（福武書店・1991年4月
15日）に初収録。＊「読者諸氏のうちで淑徳のはまれ高い人は、或ひはこの小説
の題はあまり刺激が強すぎるといはれるかもしれないが（、）この小説が発表さ
れた当時の淑女達の応接間には、必ず小説の切抜が備へつけられてゐたのである。」
「何故この作品がこんなに読者の興味をそゝつたかについては、明治文学史を御
－　32　一
覧になったかたがたには納得できるであらうが、小杉天外氏は時代の風潮の最先
端を行く作家として自らの才能を犠牲にするほどまで、その最先端を歩かうとし
た人であったからである。」
2月
休憩時間　①　自①［1．16．21．23．26．30．40．49．57．64．70．73．75．78．80．83．84．86．92．103．
107．115．119．125．129．132．133．148］
新青年・11巻2号（2月号）・pp．60～66・2月1日（1月1日）・博文館・森下岩太郎・
60銭
総ルビ。新鋭文学叢書『なつかしき現実』（改造社・昭和5年7月3日）に初収録。
ユマ書ペソコの生活改善
婦人サロン・2巻2号（2月号）・pp．151～167・2月1日（1月15日）・文芸春秋社・鈴
木氏亨・40銭
目次には「ユマ富ペソコ生活改善」とある。本文標題脇に「文章井伏噂二／会話
中村正常」とある。総ルビ。「新しさ生活への途出」、「途出の夜宴」、「下宿
屋の風景」、「就職難」、以上小見出し。
丸山警視総監と久米正雄氏を訪ねる＝カフェ・女・賭博・について＝
文芸春秋・8年2号（2月号）・pp．120～124・2月1日（1月18日）・文芸春秋社・小峰
八郎・40銭
＊「文芸春秋臨時雇派出記者の名に於て私は警視総監丸山鶴富民をその官舎に訪
ねることにした。訪ねて行って、総監はカフェを厳しくとりしまりしすぎるとか、
どこそこの警察署の巡査は不親切であるとか、さういふ類のことを談じ込んで、
あばよくぼ丸山総監をとっちめてやらうといふ魂月旦であったのだ。」ところが、
総監に面会したときには、「私」は、平静を失ない、総監からは第二流以下の記
者だと見抜かれてしまった。カフェやダンス・ホールの取締りが厳しすぎること
を指摘することにも「私」は失敗する。「私」は、更に久米正雄氏を訪ねて、享
楽をアウト・ドアに解放するべき説を聞く。
終電車＝随筆＝　［17］
文学・5号・pp．62～65・2月1日（1月30日）・第一書房・大野俊一・35銭
『静思夜』（三笠書房・昭和11年8月15日）に初収録。＊「私は屡々電卓のなかで
居眠りをして困る。四五年前、自分の生活の不安が原因で不眠症にかゝつたとき、
私は毎日午後二時から三時頃まで省線電車に乗り、居眠りをすることによって私
の健康をつないでゐた。」それが習慣となって、しばしば乗り過ごす。国立駅、
武蔵境駅まで乗り過ごした経験を記す。
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3月
印度の訳詩＝紹介＝　⑨［15］
詩神・6巻3号（3月号）・pp．11～13・3月1日（2月15日）・涛神社・田中清一・25銭
『田園記』（作品社・昭和9年5月15日）に初収録。『田園記』所収本文末尾には
「（四年夏）」とある。
ユマ苦ペソコと友達の結婚＝長篇小説三篇＝
婦人サロン・2巻3号（3月号）・pp．197～213・3月1日（2月15日）・文芸春秋社・鈴
木氏亨・40銭
表紙・裏表紙に「第参巻第参号」とあるが、奥付にある「第二巻第三号」とする
のが正しい。本文標題脇に「文章井伏鱒二／会話中村正常」とある。総ルビ。
「友人の結婚披露式」、「老人を尊敬せよ！」、「ペソコの腹痛の日」、「プリ
コからの手紙」、「暫く」、「菅平スキー場」、以上小見出し。本文末尾に「永
らく御愛読を得ましたペソコユマ吉両君の活躍振りも、今月号ひと先づ打切るこ
ママ
とになりました。両君も読者諸君とのお別れを非常におしんでゐます。近々某映
画会社の手でキネマにもなる相ですし、煽蟻座その他の舞台へも現れる相ですか
ら、さうセンチにならなくともと、なぐさめてゐます。ペソ君ユマ君に代って一
寸御挨拶迄。」とある。
講演・音楽・演劇（煽原座を見る）［97］
三田文学・＜第2次＞5巻3号（3月号）・p．103・3月1日（2月20日）・三田文学会・和
木構三郎（西脇服三郎）・50銭
編集人は奥付には明記されていないが、奥付の脇に「投稿、編韓、図番雑誌寄贈」
の宛先として和木清三郎の名が掲げられているのに従った。『論集・小林秀雄』
第1集（麦書房・1966年7月30日）に初収録（但し抄録）。＊「私は一晩に講演と
音楽と芝居とを一まとめにして聞いたり見たりすることができた。朝日講堂で行
はれた偏頗座の催しである。」それらの内容の紹介。
訳詩抄（古詩）　＊翻訳
芸術復興・7年2号（3月号）・pp．37～38・3月1日（2月20日）・芸術復興社・武野藤介
（奥山磐）・20銭
裏表紙には、「昭和五年二月十七日印刷納本」とあるが、奥付に従って掲出した。
＊訳題を「父母のうた」「桃のうた」「みさご」とする、詩経所載漢詩の翻訳。
原詩は、順に、親風「捗帖」、国風周商「桃天」、「関堆」。なお、この内、
「桃天」は、井伏「園桃有一わが愛する詩を謳ふ－」（『革新』2巻7号・昭
和14年7月lED　に原詩が引用されている。
探しものと不自由な物？
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芸術復興・7年2号（3月号）・pp．55～？・3月1日（2月20日）・芸術復興杜・武野藤介
（奥山磐）・20銭
現物を確認した彦根市立図書館舟橋聖記念文庫蔵のものは、pp．55～80の上半分が
切り取られているため、目次の記述に拠った。
吉田絃二郎氏の人間性＝新しき作家は既成作家を如何に批判するか＝
新潮・27年3号（3月号）・pp．61～66・3月1日（2月23日）・新潮社・中根駒十郎・50
銭
＊早稲田在学中に聴いた、吉田絃二郎の甘美な芸術論や、当時、学生たちの間で
深刻な寂しさの態度が流行していたという思い出を綴る。
逃げて行く記録　①　自②［5．22．29．35．42．54．58．59．60．63．65．70．72．76．83．86．90．91．
93．96．9g．181．103．105．107．111．112．日4．115．120．122．125．
127．128．129．131．134．135．136．142．144．146．147．150．152］
文学・6号・pp．17～28・3月1日（2月28日）・第一書房・大野俊一・35銭
新鋭文学叢書『なつかしき現実』（改造社・昭和5年7月3日）に初収録。「さざな
み軍記」の一部。本文冒頭には「私は史実といふものにあまり興味をもってゐな
い筈であったが、兵乱に退ほれて帝都を逃亡した文学少年（？）の日記は、私も
愛読することができた。その日記を現代語に訳述してみよう。次の如くである。」
とある。本文末尾に「（未完）」とある。「七月十五日（寿永二年）」、「七月
十六日」、「七月十七日」、「七月十八日」、「七月十九日」、「七月二十日」、
「七月二十一日」、「七月二十二日」、「七月二十五日」、「七月二十七日」、
「七月二十八日」の日付の日記。なお、先に引用した冒頭の部分は、『なつかし
き現実』所収本文において、「寿永二年七月、平家一門の人々は兵乱に追はれて
帝都を逃亡した。次に示す日記は、そのとき平家某の一人の少年が書いた逃亡記
である。たゞいま私は、その記録の一部分を現代語に訳してみることにしよう。」
と、現行「さざなみ軍記」の冒頭に置かれたそれとほぼ同様のものに書き換えら
れている。
不如帰と民衆［15．157．160］
春陽堂月報・34号・pp．2～3・3月＜3月15日（3月12日）＞・＜春陽堂＞・＜和田利彦＞
『明治大正文学全集』第13巻、第34回配本の付録。発行・印刷納本日付、発行所、
発行人は本体奥付による。月報の刊記は「昭和五年三月」。なお、本体は予約出
版のために「非売品」となっているが、青山毅「『明治大正文学全集』について」
（『文学全集の研究』明治書院・1990年5月25日）によれば、総布金泥表装本は予
約定価1円、背草金泥天金本は同1円50銭。後半部分を削除した上、「はじめて見
た映画」と改題して『田園記』（作品社・昭和9年5月15日）に初収録。『田園記』
所収本文末尾には「（五年夏）」とある。さらに「不如帰と民衆」の標題で、後
半部分を一部書き換えて『文士の風貌』（福武書店・1991年4月15日）に収録。
＊「産花の代表作『不如帰』を知らない人は殆んど稀れであらう。そしてこの作
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中人物のロマンスを聞いたことのない人は更らに稀れであらう。」夜店のバイオ
リン弾き、寄席芸人などが盛んにこの物語を歌い、劇に仕組む。「私は八歳のと
き、はじめてこの物語りを映画で見ることができた。そして私が映画を見たのも、
それが最初であったのだ。」「遠い田舎の海岸へ行ってゐたときのことである。
ママ
この海岸に活動写真といたものが初めてやって来た。見物に行かなくてはなるま
い。そこで私は私達の泊ってゐた宿の息子と一しよに見物に出かけたわけである。」
そこでは、この町唯一の映画通である、乗合馬車の駁者をしている若者の虎二郎
が俄仕立ての説明弁士となり、見物客共々熟狂して映画を見たのであった。（以
上の部分を『田園記』に収録）。「この追憶は……すでに二十幾年も以前の事実
である。最近の傾向では、人々は『不如帰』なぞを見て泣いたり熟狂したりして
は物笑ひになるとでも思ってゐるらしい。全く、人々は二十幾年も以前のやうに
泣いたり熟狂したりしなくなってゐる。押しても引張っても民衆は動きさうにな
い。」「先月、私は旅行に出たついでに、二十幾年前に行ってゐたことのあると
いふ海岸へ立ち寄ってみた。そして古い記憶のある宿に泊ることにしたのである。」
宿の主人は、「私」と二十幾年前に一緒に「不如帰」を見たことなどすっかり忘
れていた。他方、駁者の虎二郎は徳富意花や「不如帰」は知らないと答えたが、
「ナミコとタケオ」の二人の名前を出すと、とても忘れられないと言う。登場人
物の名前のみが鮮明に記憶され、作者の名前を知る必要がなくなってしまったと
いうこの事態において、「『不如帰』は完全にその芸術上の目的を達したといふ
べきであらう。」
自分をみる＝尖端人は斯くいふ（4）・文芸＝
読売新聞朝刊・19071号・4両・3月30日
井伏の肖像写真一葉を掲載。総ルビ。＊銀座の自動写真で撮影した写真の内、一
枚だけ目を開けたのがこれである。
4月
さゝやかなる悲劇＝恋の思ひ出＝
婦人サロン・2巻4号（4月号）・pp．118～123・4月1日（3月15日）・文芸春秋社・鈴
木氏亨・40銭
目次には「ささやかなる悲劇」とある。総ルビ。＊「誰しも一ばん上機嫌のとき
でなければ、自分の初恋や愛欲なぞのことを告白するものではない。私は常に、
たった一つの空想と多くの悲しみとで、私の心をいっぱいにしてゐるが、今日は
甚だ上機嫌である。私はこの上機嫌を利用して、私の初恋や愛欲のことを告白し
てみよう。」十八歳のとき、石垣から落ちて怪我をした「私」は、通院先の病院
の二十八歳の看護婦を好きになった。ある日、この病院にレントゲンの機械が到
着したので、院長はその看護婦を実験台にしてみた。そのとき、「私」は、彼女
の頭蓋骨の姿を見てしまったのである。そして、「私」は、彼女の年齢が「私」
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よりも十歳年上であることに気づいた。二十二歳の大学生のとき、外山椅子夫に
女流声楽家を好きになるように言われ、数日経つと今度はあきらめるように言わ
れた。また、「私」は、女子美術の一年生本田ふめ子という少女を好きになった。
しかし、彼女は、「私」が同じ電車に乗ろうとすると、必ず「私」を避けた。そ
んな状態が二年間も続いた。なお、通院先の看護婦との一件は「初恋」（『文芸
都市』2巻5号・昭和4年5月1日）に、また、女流声楽家との一件は「わたくしごと」
（『作品主義』1巻1号・昭和5年11月5日）でも、武野藤介が「私」に持ちかけた
話として言及されている。
安達内相と里見韓氏を訪ねる
文芸春秋・8年4号（4月特別号）・pp．80～85・4月1日（3月18日）・文芸春秋社・小
峰八郎・45銭
ゴチック体で「安達内相」、「里見珪氏」の小見出しがある。＊安達内相は、長
時間待たされた上、ようやく面会することができた。趣味等を質問した後で、政
治向きのことを尋ねてみたが、本音はきけなかった。山の麓にある里見邸を訪ね、
一人一業主義と称する里見埠の主張を聞く。
或る恋愛の素描＝創作十八篇＝　［5］
文学時代・2巻4号（短篇十八人集・4月特大号）・pp．215～222・4月1日（3月20日）・
新潮社・佐藤義亮・40銭
「かゝる恋愛」と改題して新鋭文学叢書『なつかしき現実』（改造杜・昭和5年7
月3日）に初収録。＊「私は二十幾つぶの大輪朝顔の種子を保存してゐたが、こん
なものは棄てゝしまってやらうとかと考へてゐた。二箇月ばかり前の或る夜更け
に、私の友人黒田洋三（文科学生）と堀尾智代（文科女子聴講生）とが、この朝
顔の種子を置き忘れて行ったのである。」「私」のうちを訪ねてきた二人は朝顔
の種子を飲むか飲まないかをめぐって、愛欲絡みの喧嘩をしたのである。「私」
が散歩から帰っても、二人の口論は続いていた。しかたなく外泊した「私」が翌
朝帰ってみると、黒田は彼の苦悩を告白する手紙を残していた。机の上に朝顔の
種子が忘れられていたので、「私」は、庭と植木鉢とにその種子を蒔いた。また
やってきた二人は、朝顔の種子を返せという。植木鉢から朝顔の種子をほじくり
だした黒田が、彼女に飲ませようとして、再び、二人の喧嘩が始まる。やがて、
朝顔を蒔いた庭を地主は開墾して畑にしてしまったが、植木鉢からは朝顔が発芽
した。黒田は、経済学科に転科したという葉書を寄越し、女子聴講生は朝顔の種
子を二つぶはど返してくれと「私」のうちにやってきた。
鯛網＝小品五篇＝
三田文学・＜第2次＞5巻5号（5月号）・pp．145～146・4月1日（3月20日）・三田文学
会・和木清三郎（西脇順三郎）・50銭
編集人は奥付には明記されていないが、奥付の脇に「投稿、編韓、図書雑誌寄贈」
の宛先として和木清三郎の名が掲げられているのに従った。ノ＊晩春の頃の瀬戸内
ー　37　－
海では鯛網漁が行われる。鞘の津では、鯛網漁の見物客を勧誘して、栃が活気づ
いている。「私」は、人々の純朴な暮らしや、また、この港や沖合いの光景を甚
だ愛している。
【夜ふけと梅の花（新興芸術派叢書）】
新潮社（佐藤義亮）・4月3日（4月1日）・四六判・目次2p．本文252p．・50鋭
く収録作品＞
朽助のゐる谷間
「創作月刊」昭4．3
炭鉱地帯病院
「文芸都市」昭4．8
山椒魚
pp．3～　40　　　生きたいといふ　　　　pp．149～153
「近代生活」昭5．1
pp．41～　52　　　岬の風景　　　　　　　　pp．154～176
「陣痛時代」大15．27、「鴬の巣」大15．8
pp．53～　62　　　遅い訪問
「世紀」大12．7、「文芸都市」昭4．5　　　　　　　　　　　　　　　「三田文学」昭3．7
ジヨセフと女子大学生　pp．63～　79　　　寒山拾得
「新潮」昭5．1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「陣痛時代」大15．1
埋憂記　　　　　　　　　pp．80～105　　　うちあはせ
「文芸公論」昭2．9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「文学界」大は．l
pp．177～192
pp．193～201
pp．202～211
休憩時間　　　　　　　　pp．106～117　　　夜ふけと梅の花　　　　　pp．212～22g
「新青年」昭5、2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「鉄鎚」大14？、「文芸都市」喝3．3
シグレ島叙景　　　　　　pp．118～141　　　屋根の上のサワン　　　　pp．230～238
「文芸暮秋」昭4．11　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「文学」喝4．11
鯉　　　　　　　　　　pp．142～148　　　一び書の蜜蜂　　　　　　pp．239～254
「後月」大15．9、「三田文学」昭3．2　　　　　　　　　　　　　　「新文学準備倶楽部」昭4．7
物悲しさと人生への努力　日57．160］
春陽堂月報・35号・p．7・4月＜4月15日（4月12日）＞・＜春陽豊＞・＜和田利彦＞
『明治大正文学全集』第9巻、第35回配本の付録。発行・印刷納本日付、発行所、
発行人は本体奥付による。月報の刊記は「昭和五年四月」。なお、本体は予約出
版のために「非売品」となっているが、青山毅「『明治大正文学全集』について」
（『文学全集の研究』明治書院・1990年5月25日）によれば、総布金泥表装本は予
約定価1円、背革金泥天金本は同1円50銭。「広津和郎氏について」、「広津柳浪
氏について」という小見出しがある。『文士の風貌』（福武書店・1991年4月15日）
に初収録。＊「私はまだ広津氏を訪ねたことがない。しかし私は広津氏を尊敬し
てゐる。」広津氏に紹介状を書いてくれるよう、谷崎精二氏に頼んだが、いまだ
その約束を谷崎氏は果たしてくれない。「広津和郎氏の作品について、もし後代
の文学史家が正しい判断を下さうとするならば、アントン・チエホフの物悲しさ
と人生への努力をひき合ひに出さなくてはなるまい。広津氏の作品に心をうたれ
る読者には、私の言ふところが十分に伝はるであらうと息ふが、あの物悲しさと
ママ
人世への努力とは、正しく生きようとする人の作品には必ずにじみ出るものであ
る。これがチエホフや広津氏d場合では、物悲しさと人生への努力とのおびたゞ
ママ
しい点滴なのである。」「その時代に正しく生菖ようと努力する人には、必す絶
望が訪れるであらう。この絶望を－霊なる絶望を暗いといって反省する作家は、
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作家としての努力を怠らないものではあるが、暗いといって排斥する読者は、人
間として正しく生きる努力をしてゐないものである。断っておくけれど私は世に
ママ
有ふれた芸術至主義者である。」（以上「広津和郎氏について」）。「近代日本
文学史上、広津柳浪氏は最も強く生きた作家のひとりである。私は自分の好みと
して、強く生きた人のますらをさびせし晩年に、頭を垂れ、且つ敬意を表するも
のである。」「諸君が青春時代に耽読した作品の著作者－聾へば広津柳浪氏の
場合、ますらをさびせし晩年を持った柳浪氏の美しい心や挿話は、必ずや諸君の
現在を何ものよりも慰めてくれるであらう。」（以上「広津柳浪氏について」）。
5月
＜無題＞＝五月風景＝
文芸春秋・8年5号（5月号）・p．36・5月1日（4月18日）・文芸春秋社・小峰八郎・45
銭
＊汚くて発散する臭いが猛烈に刺激的な溝の中にも、「私」は、「生物と人生と
の如何に多くの破片や残骸が棄てゝあるかを見」ることができた。
略歴風に言ふ＝自己を語る（その二十）＝
文学時代・2巻5号（特輯スポーツ小説号・5月特別号）・pp．58～59・5月1日（4月20日）
・新潮社・佐藤義亮・35銭
目次には欄名が「私を語る」、標題が「略歴風に」とある。＊「私」の生まれた
のは福山市外加茂村の辺都な谷間である。「私」は、狭い谷を挟んで川向こうの
友達と喧嘩したり、信号体操をしたりした。福山の中学は規則の厳しい学校で、
「私」は近眼であるにもかかわらず眼鏡をかけないで「神経衰弱の中学生の暮し
をした。」「この中学の体操教師は、伝明寺瓢治といふ人で、退役伍長であった
が、彼も厳しい先生であった。」「私は今でも、体操教師や博物教師のことを夢
に見る。夢からさめると私は必ずおびたゞしく発汗してゐてそれから深く吐息す
る習はしである。」
十二年間ご創作＝　①［5．26］
新潮・27年5号（5月号）・別pp．42～53・5月1日（4月25日）・新潮社・佐藤義亮・50
銭
新鋭文学叢書『なつかしき現実』（改造杜・昭和5年7月3日）に初収録。筑摩書房
版全集の「解題」が、『なつかしき現実』収録の際「十二年」と改題したとした
り、淑尾政記『井伏鱒二著作目録稿』（藤尾埋子・1988年5月）が「のち『十二年』
と改題」と注記したりするのは、本文標題を確認せずに、『なつかしき現実』目
次をそのまま引き写したための誤り。永田音巨太郎窟『井伏鱒二文学書誌』の記述
も同様に誤っている。『なつかしき現実』の目次は確かに「十二年」となってい
るが、本文標題は「十二年間」のままである。編集後記にあたる「記者便り」に、
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この作品に触れて「創作は、新人の作を三篇あつめた。近来池ののってゐる阿部
知二氏の五十枚の力作『白い士官』を始め、中野重治氏の『波のあひま』井伏鱒
二氏の『十二年間』、みな、溌刺とした新人の作らしいのである。」とある。
或る交遊の素描［2．5］
『モダンTOKIO円舞曲（世界大都会尖端ジャズ文学I）』・pp．311～338・5月8日（5月
5日）・春陽堂（和田利彦）・1円50銭
挿画・硲伊之助。目次には「或る交遊の群」とある。総ルビ。本文末尾に「（完）」
とある。新鋭文学叢書『なつかしき現実』（改造杜・昭和5年7月3日）には、「或
る交友の素描」として初収録。＊ある朝「私」の家にパチンコを撃ち込んだ者が
いた。「私」は、相当な暮らしを立てているらしい風体の犯人をたたきつけてや
った。その翌日、「化粧品の広告文作製」の仕事をしている「私」は、「××興
信杜の代表社員の訪問を受けた。」「私ばかりでなくその代表社員さへも驚いた
ことには、彼は昨日の朝早くパチンコで私の家の硝子をこはした男であった。」
この三浦三平という男は、広告代金を当てにして、料理屋で無銭飲食をしてしま
う。警察に突き出された三浦のために、「私」は、広告代金が出るように計らっ
てやる。三浦三平から空気銃を借りる約束をした「私」は、空気銃の弾丸を買い、
「大都市の貧民街」にある彼の家を訪ねた。しかし、彼は空気銃など持っていな
くて、三人の娘たちと「貧困で且つ平和に見える家庭」を営んでいたのであった。
【モダンTOKIO円舞曲　（世界大都会尖端ジャズ文学I）】
春陽堂（和田利彦）・5月8日（5月5日）・四六判・グラビア4p．目次2p．本文431p．・1
円50銭
総ルビ。「或る交遊の素描」（pp．311～338。挿画・硲伊之助。目次では「或る交
遊の群」）を収録。川端康成「浅草紅団」、久野豊彦「あの花！　この花！－
あ！　モダアニズムの垢よ！－」、阿部知二「スポオツの都市にて」（目次に
は「スポオツの都市東京」とある）、堀辰雄「水族館」、蔵原伸二郎「公園の誘
惑」、ささきふさ「ただ見る」、吉行エイスケ「享楽百貨店」、中村正常「女学
生気質」（目次には「大学生気質」とある）、井伏鱒二「或る交遊の素描」、中
川与一「機械と人間」、浅原六朗「丸ノ内展情」、龍胆寺雄「盤路スナップ－
夜中から朝まで－」以上収録順。
追憶の岩野池場氏一泡嶋忌に際して－（一）［157．160］
時事新報朝刊・16849号・4両・5月11日
5月13日まで3回連載。『文士の風貌』（福武書店・1991年4月15日）に初収録。
パラルビ。＊「私」は早稲田の予科一年生のとき、一度だけ上級生某に岩野氏の
ところへ連れて行って貰ったことがある。そして、一元描写論の一端を聞かされ
た。
追憶の岩野泡嶋氏一泡鴫忌に際して－（二）
－　40　－
時事新報朝刊・16850号・4両・5月12日
追憶の岩野泡嶋氏一泡鳩息に際して一（三）
時事新報朝刊・16851号・4面・5月13日
本文末尾に「（終）」とある。
朗らかなこゝろ一久米正雄氏について－　［157．160］
春陽堂月報・36号・pp．2～3・5月＜5月15日（5月12日）＞・＜春陽堂＞・＜和田利彦＞
『明治大正文学全集』第44巻、第36回配本の付録。発行・印刷納本日付、発行所、
発行人は本体奥付による。月報の刊記は「昭和五年五月」。なお、本体は予約出
版のために「非売品」となっているが、青山毅「『明治大正文学全集』について」
（『文学全集の研究』明治書院・1990年5月25El）によれば、総布金泥表装本は予
約定価1円、背草金泥天金本は同1円50銭。本文末尾に「（完）」とある。『文士
の風貌』（福武書店・1991年4月15日）に初収録。＊「私」は「今年の一月二十日
頃、たいへん雪が降った日に」夜更けの銀座を散歩していて、久米正雄氏が四人
の友人たちとともに、「雪合戦しながら散歩してゐる」のを目撃した。「私」は、
「久米正雄氏のテンダネスと朗らかな心境とを、雪の降る夜更けの銀座に於いて
見物できたことをよろこび、且つ心の底からなる微笑を催したわけである。」そ
して、「私」が「今年の一月、文芸春秋の訪問記事を書く必要があって、久米さ
んを訪ねた」ときの様子を記す。なお、この訪問記事とは、「丸山警視総監と久
米正雄氏を訪ねる」（『文芸春秋』8年2号・昭和5年2月1日）のことである。
6月
＜無題＞＝誰が一番美しいか？＝　＊アンケート回答
婦人サロン・2巻6号（6月号）・p．90・6月1日（5月15日）・文芸春秋社・鈴木氏亨・
40銭
＊「容貌ならびに気性に等級をつけることはできません。けれど若し私に愛する
ママ
人があって、彼女が少しでも美人であったとすれば、私は連座に彼女こそ第一等
の美しい人として、その名前を大きく書くでもありませうが……。」以上井伏回
答全文。
三日間＝僕の八万六千四百抄録＝
文学時代・2巻6号（6月号）・pp．92～93・6月1日（5月20日）・新潮社・佐藤義亮・
30銭
4月22日、23日、24日の三日間の日記。
最近の日記
近代生活・2巻6号（6月号）・pp．70～71・6月1日（5月20日）・近代生活社・梶原勝
一　41－
三郎・35銭
4月27日から5月1日までの5日間の日記。なお、本号の「新興芸術派のカリカチュ
ア」の中に「井伏樽二」の項目がある。
逃亡記＝作品＝　①　自②［14．22．29．35．42．54．58．59．60．63．65．70．72．76．83．86．90．91．
93．96．99．101．103．105．107．111．112．114．115．120．122．125．
127．128．129．131．134．135．136．142．144．146．147．150．152］
作品・1巻2号（2号・8月号）・pp．48～51・6月1日（5月30日）・作品社・駒沢文一・
30銭
「さざなみ軍記」の一部。本文末尾に「（未完）」とある。「同じ日の夜」（現
行「さざなみ軍記」では「寿永二年八月十九日」に相当）、「その次の日」（同
じく「八月二十日」）。「逃亡記」の標題では、『作品』1巻3号（昭和5年9月）、
2巻8号（昭和6年8月1日）、2巻10号（昭和6年10月1日）に続載。『作品』掲載分
をまとめて「逃亡記」の標題で文芸復興叢書『逃亡記』（改造杜・昭和9年4月20
日）に初収録。本文冒頭に「この現代語訳の日記（寿永二年七月、平家一門の人
々が帝都を追はれ遠い他国へ逃げて行くとき、平家某といふ少年の書いた道中記）
この前半を私は二回にわたって他の二種の雑誌に発表したことがある。次に示す
ところのものは、その後半の一部分である。」とある。ここに言う「他の二種の
雑誌」の一つは『文学』6号（昭和5年3月1日）だが、もう一つについては不明。
この点について高橋新太郎氏は、「『文学』誌以外の同人誌などに発表された可
能性が濃いが、未だ確め得ない。推測の域を出ないが、後から挿入される形で発
表された」「逃亡記（四）」（『作品』2巻10号・昭和6年10月）の「部分が、お
そらくその内容に当るものではなかろうか。」と述べている（「『さざなみ軍記』
覚え書－その成立をめぐって」、『井伏鱒二』現代国語研究シリーズ11・尚学
図書・1981年5月20日）。
【日本小説集　第六輯　昭和五年版】
新潮社（佐藤義亮）・文芸家協会霜・6月3日（5月30日）・四六判・1円50銭・目次3p．
本文388p．
奥付には「日本小説集第五輯」とあるが、「第六輯」の誤植。「朽助のゐる谷間」
（pp．47～75。『創作月刊』2巻2号・昭4年3月1日）収録。浅原六朗「女の経験せ
る」、岩藤雪夫「赤い灯」、池谷信三郎「七面鳥」、犬養健「喪章をつけて」、
井伏鱒二「朽助のゐる谷間」、宇野千代「日本女マスミ」、岡田三郎「三日間」、
川端康成「短篇集」（「金銭の道」・「望遠鏡と電話」）、黒鳥伝治「蚊帳と偽
札」（目次には「偽札と蚊帳」とある）、久野豊彦「ザンバ！」、小島政二郎
「葛飾北斎」、小林多喜二「救援ニュース　No．18　付録」、里見彊「別室」、佐
左木俊郎「熊の出る開墾地」、谷崎潤一郎「三人法師」、中川与－「マルセイユ
の太陽」、中野重治「春さきの風」、林房雄「闇米米吉氏の銅像」、葉山嘉樹
「波止場の一日」、平林たい子「壁新聞」、細田民樹「大検挙の後」、細田源吉
「中間期の人達」、牧野信一「黄昏の堤他一篇」（「黄昏の堤」・「センチメン
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タル・ドライヴ」）、室生犀星「私の『白い牙』」、横光利一「古い筆」（「竹
の花」・「鯉」・「水晶」・「花嫁」・「虫」）以上収録順。
消息
『芸術派ヴアラエテーI』・pp．9～16・6月13日（6月10日）・博文豊出版部（野沢広）
1円20銭
パラルビ。『詩と随筆』（河出書房・1948年5月10日）、井伏樽二選集第7巻『牡
丹の花』（1949年7月10日）所収の同題作品とは別文。＊「十三年前、故郷長崎の
港より異人船にかどわかされ」、「ひりつぷ島」に連れてこられた「ちえ・つん
むす」が、故郷の母に宛てた手紙。
【芸術派ヴアラエテーI】　◎
新興芸術倶楽部繍・博文堂出版部（野沢広）＜赤炉閤書房発売＞・6月13日（6月10日）
・四六判・前書2p．目次2p．本文393p．・佐野繁次郎装丁・1円20銭
井伏「消息」（pp．9～16）を収録。奥付には「著者　新興芸術倶楽部」「発行者
野沢広」「発行所　博文堂出版部」「発売所　赤炉閣」とある。表紙には「新興
芸術派倶楽部発行」とあり、扉には「新興芸術派倶楽部編輯」とある。前書き
「第一輯を世へ送るに際して」には、「新興芸術派はさしあたりまだ星雲的な存
在であって、将来どんな文学系統をこの中から発展せるかは予測Lがたい。ただ、
色んな輝かしい萌芽と頼もしいエネルギイとを包蔵してゐることだけは確かだ。
云はばこれは播種されたところの花園だ。／われわれは発芽期の花嵐をみんなで
護らう、さうした意志がわれわれの間に高まって、ゆくりなく一つの結合が成立
した。なるべく色んな花が咲いて欲しい。花がひらいたらどこへ移植されてもい
い。とにかく一つ一つの芽がすこやかにこの花園で伸びて欲しい。これが共通な
われわれの念願だ。新興芸術派倶楽部の趣意はこの一語につきて居る。／われわ
れは花園に垣を設けないつもりだ。これはと思はれる種子があったら、誰でもこ
の花園に播種して欲しい。愛情と宏量とで手をつないで、みんなでこれを育てよ
う。／われわれの文学はわれわれの作品が示すだらう。ともかく温かい眼で発芽
期のこの花園を着護って欲しい。少くもあなたがこの花を、－文学を愛するな
ら。／第二韓も似た様な形式で近く刊行される筈だ。」とある。阿部知二「制作
に関するノオト」、井伏縛二「消息」、古沢安二郎「コント・アトランテイク」、
深田久弥「海浜ホテル」、舟橋聖一「絵土川夫人の鼻血」、堀辰雄「即興」、飯
島正「マネキン・レヴイウ」、逸見広「村の倫理」、久野豊彦「モダアンな粟の
イガ」（目次には「モダンな栗のイガ」とある）、笠原健次郎「路傍のヴヰナス」
（目次には「路傍のヴイナス」とある）、小林秀雄「からくり」（本文冒頚に
「或る日」とある）、今日出梅「銀貨」、嘉村域多「－姉の手紙」、蔵原伸二郎
「ベルベットモンキーと私」、木村庄三郎「蓮の実を食った僕」、楢崎勤「遠藤
順子といふ女」（目次には「遠藤順子と云ふ女」とある）、永井龍男「泉」、西
村晋一「窓のないサロン」、小野松二「老人と鶏」、龍胆寺雄「霧の中の街－
試作詩－」、阪中正夫「或る一幕」（目次には「ある一幕」とある）、宗瑛「リ
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ビングストンの躊躇」、佐々木俊郎「田園小品集」（「家」・「髭」・「臼」）、
神西清「ココズ夫人の手匝－『ココズ夫人との対話』の一章－」、高橋文雄
「液」、坪田勝「春が覗いた風景（CROQIS）」、雅川況「アラビヤの予言者」、
吉行エイスケ「飛行機から墜ちるまで」、保高徳蔵「火あそび」、八木東作「彫
られざる碑－或る実業家の晩年－」、吉村鉄太郎「プロズベル　メリメ」以
上収録順。なお、全て記述は昭和5年6月16日3版による。
ママ
翻刻本の面白さ一住人之奇遇について－［157．160］
春陽堂月報・37号・pp．4～5・6月＜6月15日（6月12日）＞・＜春陽堂＞・＜和田利彦＞
『明治大正文学全集』第1巻、第37回配本の付録。発行・印刷納本日付、発行所、
発行人は本体奥付による。月報の刊記は「昭和五年六月」。なお、本体は予約出
版のために「非売品」となっているが、青山毅「『明治大正文学全集』について」
（『文学全集の研究』明治書院・1990年5月25日）によれば、総布金泥表装本は予
約定価1円、背草金泥天金本は同1円50銭。『文士の風貌』（福武書店・1991年4月
ママ
15日）に発収録。＊「四五年前こと、私は必要あって『佳人之奇遇』を読んだ。
そのころから翻刻本が一般に流行しはじめてゐたが、『佳人之奇遇』はまだ翻刻
されてゐなかった。」そこで「私」は、原本を注文したのである。「本文にはそ
の冒頭に一六居士の書体で、今はすでに亡き＜初出では「父が」が脱落＞私の幼
いときしばしば暗讃してゐたところの文章が書いてある。」「私がこゝで懐古的
にすぎることを許していたゞきたい。本日は私の父の第二十年目の命日で、たゞ
いま私は亡父の愛読した『佳人之奇遇』の木版刷りのことを述べてゐるのではな
いか。私の父は、私がまだ学校へあがらないうちから『仰ぎて自由の破鐘を見る
……』なぞといふ言葉を暗諭したといふので来客にむかつて、『この子（私のこ
と）は文学博士になります』と言ったことがある。しかし今は、私は一介の巷の
詩人にすぎない－」「私は古い書物の挿絵を愛する。」「挿絵はその本文より
も匂ひ高く且つ直裁に当時の好尚を示してゐる場合かある。」「『佳人之奇遇』
が私の読書欲を満足させた点は、さういふ範囲内の妙味であった。」「私は『佳
人之奇遇』が私達の求める芸術作品であるとはいはない。文学史家速さへも、こ
の書物は政治小説の部類に入れ、文章学者達はこの書物には文章の形容詞が多す
ぎると言ってゐる。」
洪水挿話（一）
都新聞朝刊・15284号・1面・6月17日
6月19日まで3回連載。パラルビ。＊どこの土地へ行っても、市街地付近を流れる
川の堤防は、市街地の方が高くなっている。ところが、「私」が遭難したときに
は、達悪く、市街の方の堤防が決壊した。
洪水挿話（二）
都新聞朝刊・15285号・1面・6月18日
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洪水挿話（三）
都新開朝刊・15286号・1両・6月19日
本文末尾に「（完）」とある。
7月
ヘットの旬を嗅ぐ＝お腹が空いてとても困った話＝
朝日・2巻7号（7月号）・p．196・7月1日（6月1日）・博文館・森下岩太郎・50銭
井伏の肖像写真一葉を掲載。井伏の肩書きに「作家」とある。総ルビ。＊「私は
誰にも書かせたくない事情から、三十九時間ほど何も食べなかったことさへもあ
る。」そのとき、ヘットをフライ鍋で灸り、何か煮るものはないか二時間ばかり
思案した。ところが、その悪臭に気づいた隣の奥さんは、向かいの窓を手荒く閉
めた。「私は今でも、その音が如何に私を孤独からせたかを鮮かに記憶してゐる。」
鯛の巡礼＝小説＝
週刊朝日夏季特別号・18巻1号・pp．190～194・7月1日（6月15日）・朝日新聞社・大道
弘雄・30銭
挿画・麻生豊。本文末尾に「（完）」とある。パラルビ。＊「村会議員の村山さ
んのうちでは夫婦喧嘩がはじまった。村山さんがオタケさん（村山さんの女房で
村山さんより七つ年上）の留守に、大きな鯛を買ったのが喧嘩の原因である。」
その鯛を、村長宅へ持って行くか、あるいは校長宅へ持って行くかで、二人は揉
めたが、結局、オタケさんの主張通りに、校長宅へ進物として持って行った。処
理に困った校長は、それを学務委員の山野書太郎に進呈することにした。翌日、
学務委員は、鯛を村長にまわす。既に悪臭が出始めていた鯛を、今度は村長の奥
さんは俸屋にやる。俸屋は村山さんに借金があることを思い出し、村山さんに鯛
をまわした。鯛は既に古くなっている。村山さんは、今度はこの鯛を見て、女房
がどういって彼をいじめるだろうかと考えて、悲しげに顔をしかめて立っていた。
淑女のハンドバッグ＝新進作家五人集＝　［7］
婦人公論・15巻7号（7月号）・pp．147～151・7月1日（6月15日）・中央公論社・島中
雄作・70銭
『仕事部屋』（春陽堂・昭和6年8月5日）に初収録。総ルビ。＊「新宿角等の三角
路のところにある日働電話は、電話が甚だききとりにくい。」「私は急ぎの用件
があって電話をかけてゐたのであるが、幾ら待ってゐてもこの日働電話の電話口
は交換手をよび出してくれなかった。」そこへ一人の若い年若い婦人が強引に割
り込んできて、電話をかけるとさっさと出て行ってしまった。その無作法に立腹
しながらも「私」は自分の電話をすませたところで、彼女がハンドバッグを忘れ
ているのを発見する。「私」は、彼女や電話の相手をとっちめてやろうと、彼女
がかけた番号に電話する。
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馬車に降りそゝぐ雨＝七月の感情＝
新潮・27年7号（7月号）・pp．30～32・7月1日（6月25日）・新潮社・中根駒十郎・50
銭
目次には「新潮廿七年・第六号目次」とあるが、「第六号」というのは、「第七
号」の誤植と考えられる。＊全くの暗闇の中で「私」は乗合馬車に跳び乗る。煙
草を吸おうとマッチを擦ってみた「私」は、年若い女性が乗っているのを発見し
た。何度もマッチを擦って「私」は女の様子を窺い、話しかけてもみるが、女は
腹を立てているらしく一向に「私」の話には乗ってこない。
隠岐の島案内記＝掌篇＝
文芸レビュー・2巻7号（7月号）・pp．28～29・7月1日（6月25日）・文芸レビュー社・
河原直一郎・20銭
＊隠岐の島の西郷港の高梨旅館のこと、旅館の娘の置ちゃんのこと、知不利群島
のことなどを記す。なお、内容は「言葉　その二隠岐島の言葉」（『桂月』9号
・大正15年7月1日）、「隠岐の島」（『旅と伝説』1年12号・昭和3年12月1日）、
「避暑地AB C」（『大阪朝日新聞』朝刊・18923号～18925号・昭和9年7月7日～
7月9日）の内「B、隠岐島」の記述と重なるところが多い。
逃亡記－その二一＝作品＝　①　自②［14．22．29．35．42．54．58．59．60．63．65．70．72．76．
83．86．90．91．93．96．g9．101．103．105．107．111．
112．114．115．120．122．125．127．128．129．131．134．
135．136．142．144．146．147．150．152］
作品・＜1巻3号＞（3号・7月号）・pp．18～22・7月1日（6月30日）・作品社・駒沢文
一・30銭
奥付には「第二号」とあるが、「第三号」の誤植と考えられる。本文冒頭にゴチ
ック体で「その二」とある。「さざなみ軍記」の一部。文芸復興叢書『逃亡記』
（改造杜・昭和9年4月20日）に初収録。「同じ日の夜」（現行「さざなみ軍記」
では「八月二十日」に相当）、「その翌日」（同じく「八月二十一日」）。
「ポア吉の求婚」の著者　中村正常の風貌［157．160］
作品・＜1巻3号＞（3号・7月号）・pp．50～51・7月1日（6月30日）・作品社・駒沢文
一・30銭
奥付には「第二号」とあるが、「第三号」の誤植と考えられる。目次には「『ボ
ア吉の求婚』の著者の風貌」とある。『文士の風貌』（福武書店・1991年4月15日）
に初収録。＊「中村正常は原稿を書くといふことが非常に好きらしい。」中村は
「創作によってはげしく純情を求めてゐる」が、それを他人に気づかれまいとし
て「あの風変りな形式を考へついたに運ひない。」芸術作品を作るときに、「彼
がはにかんだりしないやうに私は彼に懇願する。」
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【なつかしさ現実（新鋭文学叢書）】
改造社（山本三生）・7月3日（7月1日）・B六判・目次2p．本文236p．・定価30銭
＜収録作品＞
谷間
「文事都市」昭4．1－4
挿話・小品
pp．1～　72　　　　　初恋
「文芸都市」昭4．5
場面の効果
朝の散歩と平野屋　　　pp．74～　77　　　　　　「創作月刊」昭は．5
「時事新報」昭5．1
鱒二への手紙　　　　　pp．78～　84
「文芸都市」昭3．10
村上オバツ　　　　　　pp．85～　89
初出未詳
うぐひす　　　　　　　pp．90～　94
「報知新聞」昭5．1
先輩訪問記
pp．114～115
pp．116～123
細カナリヤ　　　　　　pp．124～126
「文芸レビュー」昭4．12
談判　　　　　　　　　　　pp．127～141
「文芸都市」昭3．8
かゝる恋愛　　　　　　　pp．143～158
「文学時代」昭5．4
逃げて行く記録　　　　　pp．159～177
「文学」喝5．3
○谷崎精二氏　　　　pp．95～100　　　　たま虫を見る　　　　　　pp．179～188
「文芸都市」昭4．7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「文学界」大15．1、「三田文学」昭3．5
初秋一挿話　　　　　　pp．101～106　　　或る交友の素描　　　　　pp．189～213
「婦人サロン」昭4．9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「モダンTOKIO円舞曲」昭5．5
私の保証人　　　　　　pp．107～113　　　十二年間
「三田文学」昭4．10　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「新潮」昭5．5
pp．215～236
晩春　①［7．26．51］
文芸春秋臨時増刊オール読物号・8年8号・pp．114～117・7月5日（7月1日）・文芸春秋
社・小峰八郎・50銭
挿画・鈴木亜夫。『仕事部屋』（春陽堂・昭和6年8月5日）に初収録。『オール読
物』が『文芸春秋』から独立した巻号を持つようになるのは、昭和6年4月1日発行
のものからで、それ以前は、『文芸春秋』の臨時増刊の形態をとっている。なお、
昭和5年には、本号のほか、『文芸春秋』8年13号（昭和5年11月5日）が『文芸春
秋臨時増刊オール読物号』として発行されている。
をんな
報知新聞朝刊・19231号・3面・7月26日
本文末尾に「（七・一八）」とある。『田園記』（作品社・昭和9年5月15日）所
収「をんな」（初出、『時事新報』日曜付録漫画と読物・530号・昭和6年12月27
日？）『あらくれ』1輯（昭和7年7月15日）初出「をんな」とは別文。パラルビ。
＊「私はカフェ・レテで斎木さん（内科専門医）に出会した。」彼は「私」に次
のような打ち明け話しをした。－昨日の朝、ある婦人のうちから急ぎの使いが
来た。劇薬を飲んで死んだというのである。一週間ばかり前、彼女が来てモルヒ
ネをくれといったが、ブルジョアは大嫌いだから催眠剤を与えた。彼女は自殺し
ようとしてこの催眠剤を飲んだのである。もちろん、彼女は単に眠っただけだっ
た。しかし、遺書も書いていて立派な自殺未遂事件だったわけである。彼女は眠
りから醒めると、斎木先生を恨むと言ったのみで、書いていた遺書も本人が燃や
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してしまった。そして、四五日前に劇薬を飲んで本当に死んでしまった。彼女に
妹がいて、これが姉以上の美人なのだが、この妹が、姉と彼との関係を誤解して、
姉を退けるほどの男なら必ず高邁な心の男に違いないと言っている。今度紹介し
てやろう。
早越地帯＝文芸図書宗教総合頁／夏・人・想・行動＝
読売新聞朝刊・19189号・4面・7月27日
パラルビ。井伏の肖像写真一葉を掲載。＊「私は九四年間以上も私の田舎へ帰ら
ないので、今年の夏は一度行ってみようと考へてゐたが（、）田舎にゐる私のア
ニキは私に手紙をよこして、御前が病気でないかぎりは暫く帰ってくれるなとい
って来た。」田舎の窮状は惨憺たるもので、そんな困窮状況の中へ「東京から鱒
二が帰って来て、耕作も何もしないでぶらぶらしてくれてはわれわれ一同のもの
は近所の人達に対しても顔むけならないであらうといふのである。」かつて、
「私」は、人々が竜神様の石像に雨乞いをしている広場を通って帰ったことがあ
る。こんなに辛いことはなかった。「私は心のなかで自分自身に『アウト！』と
いって叫んだ。」「私」は今年も故郷には帰らないでおこうと思う。
8月
隣人の作品＝評論と随筆＝
三田文学・＜第2次＞5巻8号（8月号）・pp．119～120，p．123・8月1日（7月15日）・三
田文学会・和木清三郎（西脇媚三郎）・50銭
編集人は奥付には明記されていないが、奥付の脇に「投稿、編韓、図書雑誌寄贈」
の宛先として和木清三郎の名が掲げられているのに従った。＊「私は三年前にこ
ゝ（荻窪）へ引越して来たが、引越して来た翌日、私は私の家が上泉秀信氏と隣
りあほせであることに気がついた。」隣家のこどもとは引っ越し早々に親しくな
ったが、御主人とは友達にならなかった。経済的に苦しい「私」のふがいない生
活ぶりを軽蔑しているだろうと思ったからである。隣の書斎の灯を見ていると隣
家の主人・上泉秀信氏が、歴史に取材した戯曲を熱心に執筆している様が、手に
取るように想像された。三年目になって、ようやく「私」は、隣家の主人と交際
を始めたが、「私は私の隣人がそんなにまで堅実で且つ清浄な態度をもって創作
に耽ったことを尊敬する。」
風雨強かるべし＝創作＝［7］
近代生活・2巻8号（8月号）・pp．131～139・8月1日（7月20日）・近代生活社・梶原
勝三郎・35銭
本文末尾に「（完）」とある。『仕事部屋』（春陽堂・昭和6年8月5日）に初収録。
＊酔っぱらっていた「私」は、荻窪駅で下車すべきところを、立川駅まで乗り過
ごした。引き返しの電車はもはやないという。風雨の激しい夜で改札口の警告板
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には「風雨強力ルベシ」と書かれている。駅舎を追われた「私」は、電話室で一
人の少女と知り合い、旅館に泊まることにする。「私」は着ていた服を屑屋に売
って、旅館の払いに当てようと考えたのである。翌日になってみると、「私」は
すっかり寝過ごしてしまい、少女は書き置きを残して既に宿を出ていた。その書
き置きを読むと、彼女は近所のカフェで働くつもりらしい。「私」は屑屋を捜す
しかなかった。駅に来てみると、昨夜の「風雨強力ルベシ」という文字が消えず
に残っていた。
風貌・姿勢（一）　⑨［13．17．34．43．55．66．69．90．g5．97．104．106．136．158］
作品・1巻4号（4号・8月探偵怪奇小説号）・pp．52～54・8月lEI（7月30日）・作品社
・駒沢文一・30銭
「堀辰雄」、「中村正常」、「小林秀雄」の小見出しがある。『随筆』（椎の木
杜・昭和8年5月31日）に初収録。上掲再録書の内、『点滴』（要書房・1953年9月
30日）は「堀辰雄」を「堀君と木馬」として再録し、『堀辰雄全集』第10巻（角
川書店・1965年12月20日）は「堀辰雄」を、『論集・小林秀雄』第1集（麦書房・
1966年7月30日）は「小林秀雄」を、生活の本1『わが師・わが友』（文芸春秋社
・1967年11月10日）は「小林秀雄」・「堀辰雄」を、群像日本の作家14『小林秀
雄』（小学館・1991年10月10日）は「小林秀雄」をそれぞれ収録。
9月
先生の広告隊＝貧乏ナンセンス物語＝［7．30．82］
中央公論・45年9号（9月号）・pp．224～227・9月1日（8月18日）・中央公論社・島中
雄作・80銭
本文末尾に「（完）」とある。『仕事部屋』（春陽堂・昭和6年8月5日）に初収録。
＊「私の中学時代の体操教師神田先生は、東京に出て軽便食堂を開業した。」先
生は「私」に店の広告隊の一員になれと言う。先生と「私」は、のぼりを立て、
行灯を背負い、ビラを配ったのである。
悪い仲間＝創作＝　①［6．7．16．26．40．51］
文学時代・2巻9号（『事実は小説より奇也』号・9月号）・pp．188～195・9月1日（8月
20日）・新潮社・佐藤義亮・30銭
総ルビ。『仕事部屋』（春陽堂・昭和6年8月5日）に初収録。
＜無題＞＝モダアニズムとマルキシズムの交流に就いて＝　＊アンケート回答
文学風景・1巻5号（9月号）・p．35・9月1日（8月20日）・天人杜・鎌田敬止（森固豊
吉）・20銭
＊「後者は今後いくらも変化発達すべき性質のものと思考いたします。しかし未
来のことば的そ見当がつきません。」以上井伏回答全文。なお、この回答につい
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て、「感想の正誤表」（『文学風景』1巻6号・昭和5年10月1日）において、「前
者」と「後者」とを取り違えて回答してしまったと述べている。また、本号40頁
には、K・H「井伏鱒ニー彼の裸体像（一）－」という井伏諭が掲載され、
そこには「井伏鱒二氏の作品を批評する言葉として、『白痴美』と言ふのが、現
在あちこちで聞かれる」といった記述がある。
ミラアさん＝新女性風俗鑑＝
新潮・27年9号（9月号）・pp．49～52・9月lEl（8月24日）・新潮社・中根駒十郎・50
銭
＊「私」と、外国人少女との密会を描く。
最近文学の享楽的傾向に就いて
作品・1巻5号（5号・9月号）・pp．59～63・9月1日（8月30日）・作品社・駒沢文一・
30銭
深田久弥・井伏鱒二・河上徹太郎・小林秀雄・今日出梅・永井龍男・中村正常・
小野松二が座談会形式で執筆。「編輯後記」に「この九月号には大抵の雑誌の合
評会や座談会のくだらないのに鑑みて、ただその形式だけを借りて、深田、井伏、
河上、小林、今、永井、中村、小野の諸氏に頼んで或る一つの問題－今月は最
近文学の享楽的傾向に就いてABC順に書いてもらった。」とある。＊最近の顕
著な傾向は享楽的傾向というよりも、マルクス主義的傾向である。エロチシズム
や享楽的傾向が最近の文学の傾向であるとは考えないが、もしそうだとしても、
「実際の意味で正しく読者の心を感心させたら、それは立派なものである。」
10月
正しい犠牲＝どくしょらん＝
新青年・11巻13号（10月増大地球診察号）・pp．207～208・10月1日（9月1日）・博文
館・森下岩太郎・80銭
総ルビ。＊「プレーム・チャンドの『正しい犠牲』は、それを読む人の神経細胞
－感泣する任にあたってゐる神経細胞－を刺激する作品である。」「私は麻
布六本木に在住するサバルワル氏（印度の人）の助力を得て、プレーム・チャン
ドを愛読することにしてゐる」。
三等急行
新青年・11巻13号（10月増大地球診察号）・pp．268～270・10月1日（9月1日）・博文
館・森下岩太郎・80銭
本文冒頭にゴチック体で「種々なる怪奇は、この現実にのみひそみたり。されば
人の心こそ不可思議なり。」とある。総ルビ。＊「私」は長距離列車に乗ってい
て、うっかり財布を列車の窓から落としてしまった。「私」の前に並んで座って
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いた二人の乗客は、乗り合わせた初めから互いに相手の事が気にくわない様子で、
「私」が財布を落としたことをきっかけに口論を始めた。ところが、この二人は
「私」に向かって口をきく形式で口諭し、決してお互いに直接会話しようとはし
ないのである。居眠りを装っていた「私」は、目的地の駅で駅員にどんなふうに
やりこめられるかを想像しながら、本当に居眠りを始めた。
＜無題＞＝1謳歌すべきモダン諸相／2排撃すべきモダン諸相＝　＊アンケート回答
モダン日本・1巻1号（10月創刊号）・p．2・10月1日（9月5日）・文芸春秋社・鈴木氏
亨・35銭
『モダン都市文学Ⅴ　観光と乗物　月報』（平凡社・1990年5月25日）に掲載。
＊「不景気相といふものが若しモダン相の一つであるとすれば、これは最も厭や
な相であると恩ひます。その他すべてのモダン相は、この末紀的不景気（？）に
対抗する必然の結果から生じたものでありませう。これも私は讃美もせず且つ排
撃もしません。」
無花果の木のある場面＝新鋭・四十六作家集＝
文学時代・2巻10号（新鋭作家総動員号・10月特大号）・pp．129～131・10月1日（9月
19日）・新潮社・佐藤義亮・40銭
目次には「無花果の木」とある。井伏の肖像写真一葉を掲載。総ルビ。＊神田先
生の経営する簡便食堂では、「私」の提案で魅力ある女給を雇うことにした。新
聞広告を見て集まった応募者たちは、食堂の裏口にある無花果の木の下に並んだ。
こうした貧弱な試験場でも人々は緊張するものであるらしい。
S・0・S＝『時代相』小説二十一人集二
近代生活・2巻10号（10月特輯号）・pp．36～37・10月1日（9月20日）・近代生活社・
梶原勝三郎・40銭
＊「はげしい風が吹き去った後で、私は舗石の上に落ちてゐる線色の硝子管を拾
った。」ローマ字看板からSの芋の部分が落ちたらしい。この落ちたSの字を巡
って、看板は店屋の救助信号だという「私」と、街を速く歩いて行こうと言う女
性との会話で綴られる小品。
感想の正誤表＝灯下随筆集＝
文学風景・1巻6号（10月特輯読物号）・pp．46～47・10月1日（9月20日）・天人社・
鎌田敬止（森園豊吉）・40銭
＊「文学風景の九月号に『モダアニズムとマルキシズムの交流について』といふ
欄があって、その欄の多くの答案原稿のうちに私の答案も掲載されてゐることは
私の光栄とするところであるが、私が『後者は今後いくらも変化発達すべき性質
のものと思考いたします』といってゐるのは、後者といふのを前者と改めたいの
である。」「諸家の答案を読んでみたが」、マルキシズムとかモダニズムとかの
ことばに対する理解は区々別々である。「『この作品はモダアニズムだ』と批評
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家が言ったにしても、よほど用心ぶかく開かなくてはいけないやうだ。」
＜無題＞＝二十歳の秋／一、何処で何をしてゐたか／一、何を読み何を考へたか＝　＊ア
ンケート回答
文学風景・1巻6号（10月特輯読物号）・pp．101～102・10月1日（9月20日）・天人杜・
鎌田敬止（森園豊吉）・40銭
＊「一、そのとき、私は早稲田文科の学生でありましたが、落胆して隠岐の島へ
行ってゐました。そして読書してゐました。／二、チエホフの短篇集とドストエ
フスキイの長篇を読み、バクゼンと自分も小説を書きたいと思ってゐました。」
以上井伏回答全文。
風貌・姿勢　⑨［13．17．34．43．55．66．90．104．106．136．157．160］
作品・＜1巻6号＞（6号・10月号）・pp．81～83・10月1日（9月30日）・作品社・駒沢
文一・30銭
「今日出梅」、「永井龍男」の小見出しがある。なお、『作品』前号（第5号・昭
和5年9月1日）「繍輯後記」に、「井伏氏の『風貌・姿勢』と小林氏の『飾画』の
続稿の間に合はなかったことは遺憾に堰へない。来月号に間に合はしていただい
て諸君におわびしたいと思ってゐる。」とある。『随筆』（椎の木杜・昭和8年5
月31日）に初収録。上掲再録書の内、『文士の風貌』（福武書店・1991年4月15日、
同題福武文庫・1993年6月15日）は「永井龍男」を収録。また、「永井龍男」は
『最期の鎌倉文士／永井龍男追悼号』別冊鎌倉春秋（1991年11月3日）に再録。
雨ざらしの晴雨計（一）－一つの幸福の断片－＝仲秋文芸＝
都新聞朝刊・15391号・1面・10月3日
「雨ざらしの晴雨計」の総題で10月6日まで4回連載。但し、一語完結の形式なの
で本日掲載分の本文末尾には「（完）」とある。パラルビ。＊「報昂先生のうち
へ私たちの同人雑誌『文学作品』といふのをデヂケイトLに行ったが、そのとき
報田先生のうちでは、先生（五十一歳）と夫人（四十三歳）とが大喧嘩してゐる
最中であった。」銭湯で半裸体の奥さんに声を掛けたのが原因らしい。
雨ざらしの晴雨計（二）一佗しげな風俗－＝仲秋文芸＝
都新開朝刊・15392号・1面・10月4日
本文末尾に「（完）」とある。＊「先日、私は亡父の二十回忌をいとなむために
郷里へ帰った。」そのとき、「私」はカンカン帽に単衣を着て、音型バスケット
を手にしていた。「この風俗は私の郷里に於いては新規な流行姿であったらしい。」
「平田崖の洋七は（洋七といふのは年齢四十歳の利権屋であるが）私のさういふ
姿を直ぐに真似て、私のうちへやって来た。」神本屋の伊作が、瀬良さんの田を
買ったが、残金を払えずにいたところ、今では、伊作から田を取り上げた上に利
息分をも取り立てる必要がある。その取り立てを瀬良さんから頼まれた一洋七
はこんな自慢話をして行った。なお、この話題を井伏は「川」にも描いている。
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雨ざらしの晴雨計（三）一或る新聞記事から－＝仲秋文芸＝
都新聞朝刊・15393号・1面・10月5日
＊内海乾物店の主人は、付き添いの弁護士に次のように語った。結婚三日目、深
夜帰宅して、居眠りしていた妻のオトクに抱きついたところ、「オトクは強盗だ
とでも思ったらし」く抵抗していたが、「ほんの少しづゝ反抗しながら、この私
に対して貞操的でなくなりかけやうとしました。私は断然オトクを突きとばして、
外に走り出ました。さうして夜が明けるまで出鱈目に歩きまはり、うちへ帰って
来てみると、オトクは拙いやりかたで死んでゐたのです」。
雨ざらしの晴雨計（四）－罪障素描－＝仲秋文芸＝
都新聞朝刊・15394号・1面・10月6日
本文末尾に「（完）」とある。＊「下宿屋フタバ館のおやぢは、廊下に立って歯
みかき楊子をつかってゐたとき、唐突にも発狂した。」おもちゃのサーベルを手
にした「おやぢ」は、七番さんの部屋に駆け込んだおかみさんに斬りかかった。
おかみさんは、七番さんとの仲が、「おやぢ」に感づかれたとでも思ったらしい。
七番さんは簿記棒を手に防戦した。「この情景は最も幼稚な剣劇の場面ではあっ
たが、見物する者にとっては少なからず興味ふかいところのものであった。」
正宗白鳥氏に就いて－挿話－［157．160］
春陽堂月報・41号・p．1・10月＜10月15日（10月12日）＞・＜春陽堂＞・＜和田利彦＞
『明治大正文学全集』第32巻、第41回配本の付録。発行・印刷納本日付、発行所、
発行人は本体奥付による。月報の刊記は「昭和五年十月」。なお、本体は予約出
版のために「非売品」となっているが、青山毅「『明治大正文学全集』について」
（『文学全集の研究』明治書院・1990年5月25日）によれば、総布金泥表装本は予
約定価1円、草金泥天金本は同1円50銭。『文士の風貌』（福武書店・1991年4月15
日）に初収録。＊「私」は白鳥と同級だったという早稲田の英文学の教授から、
元気があった学生時代の追憶を聞いた。白鳥たちは、当時文壇流行の批評家であ
った高山樗牛に質問して、しばしば教壇で立ち往生させてしまったという。「正
宗白鳥は、すでにその頃から紳士風の概念先生を嫌ってゐたらしい。」「かつて
私は劇場で、正宗白鳥氏の姿を見たことがある。」げらげら笑っている「見物人
の笑ひ顔を呆れたやうな目つきで見てゐる」のである。「笑はないで後ろを見て
ゐる白鳥先生の目は、私たち見物人の口のなかに氷の破片みたいに冷たくとびこ
んで来たと思った。」
11月
使徒の手紙二短篇小説＝［14．30．51］
婦人サロン・2巻11号（11月号）・pp．218～224・11月1日（10月15日）・文芸春秋社
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・鈴木氏亨・40銭
「使徒アンデレの手紙」と改題して『小説』1輯（昭和7年1月1日）に再掲の後、
文芸復興叢書『逃亡記』（改造杜・昭和9年4月20日）に初収録。総ルビ。＊十二
使徒の一人アンデレが、母に宛てた手紙の形式を採る。イエスとの出会い、自分
の信仰の薄いこと、更に断食の苦行者への供物を争う二人の乞食の姿などを綴る。
風貌・姿勢　⑨［13．17．34．43．55．66．90．104．106．136］
作品・1巻7号（7号・11月号）・pp．82～85・11月1日（10月30日）・作品社・駒沢文
一・30銭
「小野松二」、「蔵原伸二郎」の小見出しがある。『随筆』（椎の木社・昭和8年
5月31日）に初収録。上掲再録書の内、井伏鱒二全集第9巻、名著シリーズ『風貌
・姿勢』（講談社・1967年10月5日）、生活の本1『わが師わが友』（文芸春秋社
・1967年11月10日）、現代十人の作家4『井伏鱒二の自選作品』（二見書房・197
6年6月30日）は、「蔵原伸二郎」を収録。
私の追憶の焦点－サゝナミ山人－［157．160］
春陽堂月報・42号・p．1・＜11月15日（11月12日）＞・＜春陽堂＞・＜和田利彦＞
『明治大正文学全集』第17巻、第42回配本の付録。発行・印刷納本日付、発行所、
発行人は本体奥付による。月報の刊記は「昭和五年十一月」。なお、本体は予約
出版のために「非売品」となっているが、青山毅「『明治大正文学全集』につい
て」（『文学全集の研究』明治書院・1990年5月25日）によれば、総布金泥表装本
は予約定価1円、草金泥天金本は同1円50銭。『文士の風貌』（福武書店・1991年4
月15日）に初収録。＊「私と同時代の人びとは誰でも、サゝナミのおとぎばなし
に関する場合には、それぞれの幼年時代の平和な思ひ出を追憶しがちであるだら
う。」「私自身の幼などきのことについて言ってみれば、私は乳母車に乗り、伊
十といふ壮丁がその乳母車を押して、私のうちの庭を終日行きつ戻りつしてくれ
たのであるが、伊十は右手で乳母車のハンドルを押し、左手にサゝナミのおとぎ
ばなしを持って、彼は乳母車の進行を停めることなしにそのおとぎばなしを私の
為に読んでくれた。」「私の幼などきの空想力は、伊十の朗読したおとぎばなし
によって育てられたと断定してもいゝ。」「若しもサゝナミ山人のおとぎばなし
に、その特性とするテンダネスや明朗な詩がなかったとすれば、幼など書の私を
そんなにまで魅惑しなかったであらう。そして私の幼などきの追想の焦点を、こ
んなにまで乳母車や伊十に集中させはしないであらう。」
わたくしごと
作品主義・＜1巻1号＞（11月創刊号）・pp．13～16・11月5日（11月3日）・素人杜書
屋・武野藤介（金児農夫雄）・30銭
目次には「わたしごと」とある。＊「武野藤介氏は愛妻に死別して以来、どうに
もならない悲嘆に没頭してゐたが、今度は断然『作品主義』を窟輯し創刊するこ
とに決心した。」「私は愛妻に死別した人の悲嘆が如何なる度あひのものである
－　541
かを、武野君の場合によって感じることが出来た。」「武野君は私のために奔走
して私の暮しむきをどうにかしてくれようとしたことがある。私は少女小説を六
つ書いて、それを武野君や川添利基が大ぜいで売りに行ってくれた。そのうちの
二つが売れたとき、私はああ生きてゐてよかったと思った。他の四つは売れなか
ったので、同人雑誌『文芸都市』その他へ発表した。」「私」が武野藤介を初め
て見たのは、早稲田の本科二年生になって第一時間目のことであった。「私が学
校を止して武野藤介の下宿の近くにゐたとき、彼は私を案内して婦人声楽家（そ
の名前を秘密にしなければならない）のところへ連れて行ってくれた。」そして、
「私」にその声楽家に惚れろと言った翌日には、諦めることを強要した。「私」
は諦めるのに激しい努力をしなければならず、「この事情から、私と武野藤介と
は互ひに仲が悪くなって、交際しなくなった。」「そして最近になって三年はど
前から再び交際が回復したのである。」なお、この女流声楽家との一件について
は、「さゝやかなる悲劇」（『婦人サロン』2巻4号・昭和5年4月1日）にも言及が
ある。この件に関して武野藤介は「文壇捕物帳－第三話・迷惑な逆恨み－」
（『国民新開』朝刊・14968号・昭和8年8月7日・5面）で、「『ある女』と云ふの
は、立松女史の愛弟子で仏蘭西の小品風なものを巧んで歌ひ、楽壇でも相当に名
前の知られた婦人だ。現在のK・M女史と云ふよりも、前夫の姓を名乗ってM・
M女史と云ったはうが、世間にはわかりがいい。僕には古い知人で、出版即発売
禁止にはなったけれど、僕の長篇小説『男犯』は、彼女の家庭とその周囲の人達
を、モデルにしたのである。／この家庭へ井伏鱒二を連れて行ったのも僕だった。」
と言い、その事情について弁明している。
佗しげな港町（広島県）＝我が郷土を語る＝
『昭和六年　新文芸日記』・＜ノンブルなし＞・11月17日（11月13日）・新潮社（佐
藤義亮）・80銭
「（写真　上、阿伏兎観音堂　下、鞘の津の全景）」というキャプションの付い
た写真2枚掲載。＊「先日、私は郷里のアニキに手紙を出して、福山市付近の最も
代表的な景色を写した絵葉書を送ってくれといって頼むと私のアニキは鞘の津の
絵葉書を三枚ほど送ってよこした。ここに示す佗しげな港町風景は、その一枚で
ある。」鞠の津の鍛冶屋の様子を記す。
【昭和六年　新文芸日記】
佐藤義亮編・新潮社（佐藤義亮）・11月17日（11月13日）・縦17．2×横11．6cm・目次
1p．口絵8p．付録67p．・80銭・佐野繁次郎装丁
各月の初めに（題辞）（尖端人は語る）（季節の風景）（我が郷土）、巻末に
「新文芸日記付録／文芸年鑑」として「昭和五年文壇概観」（川端康成「創作界
の一年」、平林初之輔「評論界の一年」、新居格「文壇一年の出来事」、飯島正
「映画界の一年」）、千葉亀雄「世界文芸の一年」、「文壇一年史」、「現代文
士録」、「文芸雑誌編輯者一覧」、「新聞社文芸部貞一覧」、「現代文士年齢表」
が掲載。本体にあたる「日記」は、1頁を1日に当てている。各月の最初に置かれ
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た（題辞）（尖端人は語る）（季節の風景）（我が郷土）は、一月‥‥‥（題辞）
島崎藤村、（尖端人は語る）久野豊彦、（季節の風景）十一谷義三郎、（我が郷
土）江戸川乱歩、二月……（題辞）谷崎潤一郎、（季節の風景）武田麟太郎、（季
節の風景）ささきふさ、（我が郷土）国枝史郎、三月＝…・（題辞）北原白秋、（尖
端人は語る）藤沢桓夫、（季節の風景）楢崎勤、（我が郷土）葉山嘉樹、四月…‥・
（題辞）中村武羅夫、（尖端人は語る）阿部知二、（季節の風景）新居格、（我
が郷土）吉屋信子、五月‥‥‥（題辞）徳田秋声、（尖端人は語る）徳永直、（季
節の風景）葉山嘉樹、（我が郷土）佐左木俊郎、六月……（題辞）吉田絃二郎、
（尖端人は語る）窪川稲子、（季節の風景）丸木砂土、（我が郷土）井伏蝉二、
七月…・＝（題辞）加藤武雄、（尖端人は語る）橋本英書、（季節の風景）尾崎士
郎、（我が郷土）中河与一、八月……（題辞）里見韓、（尖端人は語る）吉行エ
イスケ、（季節の風景）浅原六朗、（我が郷土）平林初之輔、九月……（題辞）
西条八十、（尖端人は語る）堀辰雄、（季節の風景）平林たい子、（我が郷土）
室生犀星、十月……（題辞）十一谷義三郎、（尖端人は語る）林芙美子、（季節
の風景）東郷育児、（我が郷土）下村千秋、十一月……（題辞）室生犀星、（尖
端人は語る）中村正常、（季節の風景）吉田絃二郎、（我が郷土）嘉村議多、十
二月……（題辞）菊池寛、（尖端人は語る）龍胆寺雄、（季節の風景）川端康成、
（我が郷土）岡田三郎。井伏関係では、6月の（我が郷土）の項に、「佗しげな港
町（広島県）」が掲載され、付録「現代文士録」には、本年分以降井伏の名前が
見え、本年分には、「井伏鱒二／明治三十一年、広島県福山市外加茂村に生る。
早稲田大学を中途退学し、出版所に勤めた。短篇集『夜ふけと梅の花』『なつか
しき現実』がある。東京市外井荻町下井草一八一〇。」とある。
12月
伝説のコント＝コント六人集＝［20．32．44］
詩神・6巻12号（12月号）・pp．12～15・12月1日（11月18日）・詩神社・田中清一・
25銭
「新作の伝説」と改題して『山川草木』（雄風館書房・昭和12年9月27日）に初
収録。「落合の河童」（『旅と伝説』1年11号・昭和3年11月1日）の題材と同じ。
＊荻窪の新屋（百姓屋）の隠居が口述したものとの断り書きが冒頭にある（この
断り書きの部分は、『山川草木』収録以降は、「かういふ新作伝説をつくってみ
た」と書き換えられている）。「公事手控押」によれば、落合川には幾匹もの河
童が住んでいたが、元亀二年大洪水が原因で一揆が起こった際、一揆の発頭人だ
った佐貫坊という修験者は、どういうわけか一揆を脱退した代わりに、一匹の河
童を捉え、その河童に洪水の水を引かせたという。
＜無題＞＝一九三〇年の印象・AB C＝　＊アンケート回答
近代生活・2巻12号（一九三〇・文壇才末号・12月号）・p．36・12月1日（11月20日）
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・近代生活杜・飯島正（磯貝吉之進）・40銭
＊「今年は最初から家庭的に種々な出来事が私の身にふりかゝり、私はその出来
事をもてあましがちでありました。そして文学に関しては、私は新規な発見や尊
い経験をまるでしなかった。したがって語るに足るべき印象がありません。」以
上井伏回答全文。
危険AB C＝何が私を最も驚かしたか？・驚異と恐怖との交錯瞬間＝
文学時代・2巻12号（12）・pp．51～52・12月1日（11月20日）・新潮社・佐藤義亮・
30銭
総ルビ。＊「びっくりした瞬間には、私の舌の先が必ずしびれて酸味を帯びたや
うである。」そのような経験をした、橋の上から墜落したときのこと、大震災の
ときのこと、急行列車から飛び降りたときのことを記す。
決算報告＝昭和五年に発表せる創作・評論に就て＝
新潮・27年12号（12月号）・p．43・12月1日（11月25日）・新潮社・中根駒十郎・50
銭
＊「創作は短い枚数のものばかり発表した。体力いっぱいの仕事をしたといへな
いのが残念である。評論に似たものも書いたが、みんなこれは自己弁護を主とし
た立場で書いたものにすぎない。厳正な批判的精神からいへば、姑息であったと
断定されるであらう。／世評といふものに対して、私は必ずしも超然としてゐら
れるほど心臓が巨大な人間であるとは恩はないが、これに関する回答は避けたい。
私はこゝに記録すべき価値のある世評を享受しなかったのである。つまり私の創
作は私の意図に反して、人びとに訴へる力が足りなかったわけである。」
家庭装飾＝創作＝［7］
新潮・27年12号（12月号）・別pp．28－35・12月1日（11月25日）・新潮社・中根駒十
郎・50銭
『仕事部屋』（春陽堂・昭和6年8月5日）に初収録。＊夫婦喧嘩において、夫が妻
に対して述べた言葉を一方的に綴る形式を用いた作品。同様の形式で書かれたも
のに、「或る女給の鏡舌」（『モダン日本』2巻8号・昭和6年9月1日）、「俵舌」
（『文芸』2巻9号・昭和9年9月1日）などがある。
＜無題＞ニ昭和五年度の傑作は何か＝
作品・1巻8号（8号・12月号）・pp．75～76・12月1日（11月30日）作品社・駒沢文一
一・30銭
『論集・小林秀雄』第1集（麦書房・1966年7月30日）に初収録（但し抄録）。
＊「堀辰雄氏の『聖家族』（改造）。牧野信一氏の『月光と釣瓶』（新潮）。石
ママ
坂洋二郎氏の『彼等の半日』（三田文学）。深田久弥氏の『オロツコの娘』（文
芸春秋）。横光利一氏の『機械』。川端康成氏の『通夜人足』（作品）。谷崎潤
一郎氏の『乱菊物語』（朝日新聞）……その他を私は意義ふかく読んだ。」その
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他、永井龍男、中村正常、河上徹太郎、小林秀雄の活躍について触れる。
態度のこと（上）＝作家の云ひ分【11】・文芸欄＝
読売新聞朝刊・19341号・4面・12月27日
翌日に続載。井伏の肖像写真一葉を掲載。総ルビ。＊「私」が学生であった頃、
吉田絃二郎氏から、ジョン・ミリングトン・シンクについて教えられ、早速図書
館で詩編を読んで、そこに「作品批評に対して甚だしく憤慨してゐる感懐を歌っ
たもの」を見出した。「私」は、少々この詩を持て余してしまった。「私」は人
々と同じくらい批評を気にしたり、あるいはしなかったりしたいものだと思う。
態度のこと（下）＝作家の云ひ分【完】・文芸欄＝
読売新聞朝刊・19342号・4面・12月28日
本文末尾に「（完）」とある。
［昭和5年執筆か］
村上オバツ
新鋭文学叢書『なつかしき現実』（改造杜・昭和5年7月3日）所収。瀬尾政記『井伏蝉
二著作目録稿』（瀬尾理子・1988年5月）が、「昭和五年夏か？」として掲出している
のに拠る。『なつかしき現実』所収本文中に、「小野松二者は私に二三真で載るやう
な読物を着けといってよこしたのであるが、私は既に紙面を増加させてゐるらしい」
とあるので、小野松二の関係する雑誌に掲載されたと推定されるが、不明。
［昭和5年発表か］
現行「さざなみ軍記」中の寿永二年「八月十六日」、同「八月十七日」、同「八月十
八日」、同「八月十九日」の項。
「逃亡記」（『作品』1巻2号・昭和5年6月1日）の本文冒頭に「この現代語訳の日記
（寿永二年七月、平家一門の人々が帝都を迫はれ遠い他国へ逃げて行くとき、平家某
といふ少年の書いた道中記）この前半を私は二回にわたって他の二種の雑誌に発表し
たことがある。次に示すところのものは、その後半の一部である。」とある。ここに
言う「他の二極の雑誌」の一つは『文学』6号（昭和5年3月1日）であり、もう一つに
ついては不明だが、上記日付の「さざなみ軍記」は、昭和5年頃に発表されたものと推
定される。
［参考］
新人訪問記（1）
文学時代・2巻2号・p．9（口絵）・2月1日
「（左）井伏鱒二氏と／（右）中村正常氏」というキャプションを付した写真を
掲載。「1930年を動かす二人のナンセンス組です。こゝは中村正常氏の神さびた
る邸宅。創立二百五十年といふ御自慢の銀杏の木には、新しい七五三縄が厳かで
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す。恐ろしく細長い池があります。『古池や銀杏の落ちる水の音』これは正常さ
んの句。『あの宗匠みたいな頭巾があったろ、あれかぶって撮り給へ』と井伏さ
んがやゆします。」とある。
井伏鱒二氏＝文壇スポーツ風景（6）＝
文学時代・2巻5号・p．10（口絵）・5月1日
井伏の卓球をする写真が掲げられ、次のような文章が添えられている。「最近、
氏には可愛いベビーが生れた。処女出版で金は入った。そして外には春が来た。
氏ではなくても誰だってはしやぎだす事だらう。だからといふ訳でもないが、珍
らしくも着物を捨てゝ、ユニホームでボールを握ると、傍から中村正常氏が、話
しかけた。／中村『君んとこのベビー、何て名付けたの！』／井伏『圭介とつけ
たよ。』／中村『イブセ、ケイスケ、いゝ名だね、イブセケイスケ、ケイスケイ
ブセ、ひっくり返してもやっぱり好い名だぜ』」。
§昭和6年（1931年）
1月
蒲団屋の来訪＝新春傑作十四人集＝　①［7］
新青年・12巻1号（新春特大号）・pp．74～77・1月1日（昭和5年12月1日）・博文館・
森下岩太郎・1円
本文冒頭に「人は成長すると家庭を持つのである。家庭を持つためにはいろいろ
の礼儀があるのである。」とゴチック体で記されている。総ルビ。『仕事部屋』
（春陽堂・昭和6年8月5日）に初収録。
＜無題＞＝打てば響く一九三一年問答録＝　＊アンケート回答
新青年・12巻1号（新春特大号）・p．125・1月1日（昭和5年12月1日）・博文館・森下
岩太郎・1円
アンケート項目、「一、あなたが生れ替ったら（どうなさいます？）／二、あな
たはどんな青年（男女）が御好きですか？／三、映画があなたに与へたものは？
／四、十年後の日本をどう御想像ですか？／五、あなたの最後の日が知れてゐた
ら（どうなさいます）？／六、恋を一口で申せば？／七、あなたの青春に最も影
響を与へた書物（又は絵画）は？／八、日本で一番魅力的な言葉は？／九、日本
で現在第一にやらねばならぬことは？／一〇、何が無くなったら一番細困りです
か？」。総ルビ。＊「一、今日と同じくどうにもならない生活をくり返すことだ
らうと思ひます。／二、素直で且つ多感な人を好みます。／三、娯楽の時間を与
へました。／四、僕には想像できません。／五、たゞいま私が欲求してゐるとこ
ろのものを、今よりも百倍の熱心さで欲求するでせう。／六、胸のなかに発生し
た鼻茸。／七、チエホフの作品集。／八、『わたしも、あなたを愛しますわ』と
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いふ誓ひの言葉であったが……。／九、彼等が、看板にいつはりをなくすること。
／一〇、空気でせう。一分間も呼吸をしないでゐると死んぢまひます。」以上井
伏回答全文。
女優Rの日記抄＝創作＝
蝋人形・2巻1号（新年号）・PP・85～88・1月1日（．昭和5年12月15日）・蝋人形杜・堀
口義一（西条八十）・40銭
奥付には「昭和五年十二月十五日印刷」とあり、表紙・裏表紙には「昭和五年十
二月十日印刷納本」とあるが、奥付に従って掲出した。パラルビ。＊「九月一日」
から「九月二十八日」までの内、駆け出しの女優がつけた九日間の日記。初めて
役がついて映画に出演した「私」は、背の高い青年と知り合い、結婚を申し込ま
れる。その青年と、「私」のファンになったという母親の三人で初出演の映画
「転落」を見に行く。が、映画に登場する小間使役の「私」の表情には高貴なふ
うはなく、その母親は当惑していた。「若し私が令嬢らしい品位を保つために彼
女たちに対抗しようとするには、私は彼女たちの希望に反いて彼の結婚申込みを
断はるよりほかに方法がないであらう。」
或る日、生垣のスケッチ＝文芸落語＝
文学時代・3巻1号（新年特輯読物百景号）・pp．198～202・1月1日（昭和5年12月19日）
・新潮社・佐藤義亮・50銭
目次では「或る日、生垣のスケッチ」となっている。総ルビ。＊「私のうちは路
の四つかどのところにある。」「二人の東西屋は、私のうちの前までやって来る
と、今まで鳴らしつづけてゐた楽器の音と奇妙な歩行ぶりとを止した。」そして、
新しく開業したカフェの口上を述べ始めた。疲労している様子の二人の東西屋は、
余ったビラの処分に困り、砂利の中に埋めようと相談し始めた。ところが、そこ
へ七人の派手な楽隊が現われたのである。二人の東西屋は、この楽隊の一行に圧
倒されてしまったようである。
＜無題＞＝一九三一年の金言＝　＊アンケート回答
近代生活・3巻1号（新年特輯号）・p．95・1月1日（昭和5年12月20日）・近代生活杜
・飯島正・45銭
奥付には「昭和六年十二月二十日印刷」とあるが、明らかな誤植なので、訂正し
て掲出した。＊「拝復。妙味ある金言を考へつくことができません。」以上井伏
回答全文。
＜無題＞＝予想さるる日本文壇一九三一年＝　＊アンケート回答
文芸レビュー・3巻1号（1月号）・p．10・1月1日（昭和5年12月25日）・文芸レビュー
杜・河原直一郎・20銭
発行人の名前はどこにもない。＊「どう動くかといふことについては、見当がつ
きません。おそらく新しくいゝ作家が出て、調子が高くなるでせう。しかし文壇
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は動いても、大衆や制度は、押せども引けども、動きはしないでせう。」
岡の上のスケッチ［24］
作品・＜2巻1号＞（9号・新年号）・pp．65～68・1月1日（昭和5年12月30日）・作品
社・駒沢文一・30銭
本文末尾に「（因ノ島、三庄町二於テ）」とある。新選随筆感想叢書『蛍合戦』
（金星堂・昭和14年9月20日）に初収録。＊「私は岡に登り、そこのてっぺんに生
えてゐる大きな蜜柑の木の下で、木琴を鳴らした。私は木琴といふ楽器を好まな
かったが、医者は私のことを神経病だと診断して、野原に行って木琴でも鳴らす
やうにすゝめてくれたのである。」木琴の演奏に厭きた「私」は、「私の知人ヴ
アレイ氏」が、菩提樹の葉と一緒に「私」に持たしてくれた「呼吸に関する科学」
という本を読んだ。濃い霧に包まれた日の「朝早く、散歩に出た」「私」は、岡
の上から修繕中の汽船を入れたドックで、職工が出前の娘にふざけているのを見
た。
犬を連れた男の告白＝めでたさナンセンス＝
週刊朝日新年特別号・19巻1号・pp．29～31・1月1日・朝日新聞社・大通弘雄
挿画・窪田照三。調査した国立国会図書館所蔵・日本近代文学館所蔵のものは、
表紙・裏表紙に判読できない部分があり、印刷納本日付・定価は確認できなかっ
た。パラルビ。＊「夜の七時ごろ、お隣の本田達多氏の養女はあはたゞしく私の
うちへやって来て」、今度引っ越してきた家では大騒ぎをしているという。「私」
は本田達多氏と一緒に見物に出かけた。家庭争議の最中らしい様子で、立ち聞き
していると、「クメ」というのが奥さんの名前らしく、その不貞が家庭争議の原
因のようであった。ところが、一週間ばかりして、引っ越してきたうちの男が犬
を連れて散歩していたので話をしてみると、「クメ」というのは、その男の連れ
ている犬のことで、純粋種を産ませるつもりだったのに、いつのまにか妊娠して
いるのだという。「私」と本田氏とはとんだ勘違いをしていたのである。
「作品」の会合＝文芸陣内外＝
都新聞朝刊・15485号・1面・1月6日
パラルビ。＊「いつも月末近くになると『作品の会』といふのがあって、私はこ
の会に必ず出席することにしてゐる。」この会の席上で、集まった者たちが、知
名な作家の原稿を貰うように提案して実現させることがある。その実際の処理や
交渉に当たるのは、編集実務を引き受けている小野松二君である。第一書房から
出ていた『文学』が休刊になって、その雑誌に集まっていた小林秀雄・堀辰雄・
深田久弥・永井龍男・河上徹太郎・神西清・吉村鉄太郎の諸氏が別に『作品』を
出すことになった。「私」は『文学』同人ではなかったが、永井龍男に誘われて
『作品』に加盟した。中村正常や今日出梅や蔵原伸二郎も同人になった。会合を
設営するなど経営の才能に優れた小野松二、会合の時には無口な深田久弥や河上
徹太郎の風貌を描く。
1－　611－
石像＝新春小品・婦人＝　＊詩　⑨　自⑧［13．19．28．31．36．39．45．50．56．61．70．85．g3．
99．107．114．129．131．136．140．153．155］
読売新聞朝刊・19354号・5面・1月10日
後、大幅に改作の上、「石地蔵」と改題して『尺牒』1号（昭和8年2月1日）に再
掲。『随筆』（椎の木杜・昭和8年5月31日）に「自序にかへて」として初収録。
夜ふけの客人（1）　①［7．26］
報知新聞朝刊・19399号・3面・1月13日
1月21日まで9回連載。パラルビ。挿画・硲伊之助。本作品の第一回掲載分の末尾
に「一代一願休載に就いて」という囲み記事があり、そこには、「懸命の努力を
以て書き続けて来ましたが、病気の為め一時休載の巳むなきに至ったことを愛読
者諸賢に深くお詫びします。十日程静養して必ず続稿の積りですから何卒御諒承
下さいませ。／真山青果」とあるので、本作品は、真山青果「一代一腰」が作者
病気休載期間中の短期連載と思われる。『仕事部屋』（春陽堂・昭和6年8月5日）
に初収録。
夜ふけの客人（2）
報知新聞朝刊・19400号・3面・1月14日
新宿（一）＝東京新風景（十七）＝
時事新報夕刊・17096号・1面・1月15日（1月14日）
挿画・硲伊之助。パラルビ。1月23日まで8回連載。但し1月19日付け（実際の発行
日は1月18日の日曜日）紙面には休載。＊新宿駅の地下道、プラットホームに置か
れた遺失物、待合室、駅前広場、三越新館、三越新館屋上庭園からの眺望、新宿
蹄のカフェ・酒場、京王電卓の電車みち、表通りの大商店についての風俗スケッ
チ。
夜ふけの客人（3）
報知新聞朝刊・19401号・3面・1月15日
新宿（二）＝東京新風景（十八）＝
時事新報夕刊・17097号・1面・1月16日（1月15日）
夜ふけの客人（4）
報知新聞朝刊・19402号・3面・1月16日
新宿（三）＝東京新風景（十九）＝
時事新報夕刊・17098号・1面・1月17日（1月16日）
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夜ふけの客人（5）
報知新聞朝刊・19403号・3両・1月17日
新宿（四）＝東京新風景（二十）＝
時事新報夕刊・17099号・1面・1月18日（1月17日）
夜ふけの客人（6）
報知新聞朝刊・19404号・3面・1月18日
夜ふけの客人（7）
報知新聞朝刊・19405号・3面・1月19日
新宿（五）＝東京新風景（二十一）＝
時事新報夕刊・17101号・1面・1月20日（1月19日）
夜ふけの客人（8）
報知新聞朝刊・19406号・3面・1月20日
新宿（六）＝東京新風景（二十二）＝
時事新報夕刊・17102号・1両・1月21日（1月20日）
夜ふけの客人（9）
報知新聞朝刊・19407号・3両・1月21日
本文末尾に「（完）」とある。
新宿（七）＝東京新風景（23）＝
時事新報夕刊・17103号・1面・1月22日（1月21日）
新宿（八）＝東京新風景（24）＝
時事新報夕刊・17104号・1面・1月23日（1月22日）
本文末尾に「（完）」とある。
2月
実写の小型フイルム＝短篇小説＝
婦人サロン・3巻2号（2月号）・pp．198～202・2月1日（1月15日）・文芸春秋社・鈴木
氏亨・40銭
表紙に「三月号」と表示されているのは明かな誤植。総ルビ。＊「諸君は瀬戸内
海の因ノ島といふのをご存じであらうか。」「こゝには、島の最南端に俺しげな
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ママ
港町があって、私はこの町の王村医院といふ医者の二階に住んんでゐたことがあ
る。多くの説明を避けて言ってみれば、私は保養のために、さういふ辺都な海岸
町へ行ってゐたわけである。」「或る日、私は岡の頂上で異様な風俗の人びとが
騒ざまはってゐるのに出会した。彼等はどこかの映画撮影隊であることに私は気
がついた。」「私」はその掘影風景を見物した。「私は寝床に入って考へた。そ
して見習看護婦と私との密会の場面を、異様の服装した人物によって演技させて
みたのである。見習看護婦は古風な少女の服装をして、私は覆面の武士であった。」
「－この間の上の風景は、すでに十年以前の実写なのである。たゞいま私はこ
の場面を少しぼかしの悔恨の心でもって、こゝに試写してみるわけである。」
丹下氏邸＝小説・創作＝　①　自①［7．8．16．27．37．51．53．57．59．62．64．70．73．79．80．83．
86．87．91．96．99．101．103．105．107．113．114．日5．
122．124．125．128．129．130．131．133．135．136．142．
154］
改造・13巻2号（2月号）・創作pp．44～57・2月1日（1月18日）・改造杜・山本三生・
50銭
『仕事部屋』（春陽堂・昭和6年8月5日）に初収録。『アサヒグラフ』別冊井伏樽
二の世界（1992年6月25日）掲載の自筆原稿写真では標題が「老僕のゐる風景」と
なっている。
背の高い椅子の誘惑＝小説＝［7．105］
文学時代・3巻2号（2月号）・pp．249～259・2月1日（1月19ED・新潮社・佐藤義亮・
40銭
本文末尾に「（完）」とある。総ルビ。「借衣」（『世紀』1巻2号・大正12年8月
1日）の改題改作。『仕事部屋』（春陽堂・昭和6年8月5日）に初収録。＊「私」
が早稲田大学の学生であったころ、女子美術の生徒のことで煩悶しているのを見
抜いた、「カフェ・スウヴニイル」のマダムは、「私」とその女子美生との仲を
取り持とうと助力を買って出る。「私」はマダムに男物の着物を借り、盛装した
二人は、女子美生の帰宅を待ちかまえる。マダムは帰宅途中の女子美生に話しか
ける。しかし、こまっしゃくれたあんな女は止せと、マダムは言う。二人の間で
恋愛や人生の問題についての議論となり、挙げ句の果てに、墓地で殴り合いを演
じることになる。「去年の初夏、私は築地小劇場で思ひかけなくその女子美術の
生徒に出会し」、そのことをマダムに報告したのである。なお、「借衣」では、
「カフェ・スウヴニイル」のマダムが下宿の奥さんとされている。そして、「だ
が、このことがあったのは、もう十年近くも前のことで」ある。「そして、今、
私は何うであるかといふに、これはまた、ひどく悲惨な生活をしてゐるのである。
マ‘7　ママ
今日をおもひ明日をおもふのに私の心の中には暗憺なる気持以外の何物も見出せ
ないのである。物質的に考へてみても、時には私が東京中で一番貧乏であらうと
思ふこともある。いつか奥さんは、女のことでくよくよするほどつまらないこと
はないといって私に借衣を着せて、女学生を待ち伏せに連れて出て呉れたことも
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あったが、今は、世の中をくよくよ思ふのはつまらないといって、私にはなやか
な思想の借衣をさせて呉れて幸福とか光明に追ひやって呉れやうといふ助言人は
なさそうだ。」云々という作中現在の境遇を嘆く記述がある。
＜無題＞ニ同人通信＝
作品・＜2巻2号＞（10号・2月号）・p．97・2月1日（1月30日）・作品社・駒沢文一・
30銭
＊深田久弥が軍隊に行くことについての感想。なお、井伏が「第一乙種で、軍隊
に行かなかった」こと、兵式体操の時の森本覚丹の様子、「悪性の暴力団みたい
な」体操教師伝明寺瓢治の思い出も記す。
カフェ・トネーその店のをんな－ニ女・女・女＝
都新聞朝刊・15512号・1面・2月2日
パラルビ。＊「ごく最近、変てこなカフェを見つけた。くったくしてどうにも気
持ちが引きたゝないときには、このカフェに行って更にくったくして帰って来る
のも一つの手段であらう。」他の店の電気プランは十銭だが、このカフェ・トネ
では七銭で売っている。「カフェ・トネは屋台店ではないが、慣れないお客はこ
の店を屋台店だと思ひこむだらう。この店は、あき地の板商ひを利用して、その
まゝ店の一方の壁にしてゐる。そして他の一方の壁といふのは、よその家の下見
板なのである。」しかも、この店の女主人は、十二時になると必ず店をしまおう
として店の片隅で寝支度をするので、客からはその様子がまる見えになるのであ
る。
挿話な挿話一谷崎精二氏について一　［157．160］
春陽豊月報・45号・pp．1～2・2月＜2月15日（2月12日）＞・＜春陽堂＞・＜和田利彦＞
『明治大正文学全集』第41巻、第45回配本の付録。発行・印刷納本日付、発行所、
発行人は本体奥付による。月報の刊記は「昭和六年二月」。なお、本体は予約出
版のために「非売品」となっているが、青山毅「『明治大正文学全集』について」
（『文学全集の研究』明治書院・1990年5月25日）によれば、総布金泥表装本は予
約定価1円、背草金泥天金本は同1円50銭。『文士の風貌』（福武書店・1991年4月
15日）に初収録。＊「小石川の或るカフェへ、贋の徳田秋声、贋の谷崎清二、贋
の谷崎潤一郎、腰の葛西書蔵が彼等は四人連れで、殆んど毎日コーヒーを飲みに
来た。」「私」が仲良くなりたいと思っていたお紋ちゃんが、贋の谷崎清二を崇
拝してしまったので、「私」は本物の谷崎先生に告げ口をした。しかし、谷崎先
生は苦笑したけれども、そのカフェに行こうとは言わなかった。「私は谷崎精二
氏の作品を愛好してゐるが、このごろは先生に出会すことをおそれてゐる。」と
いうのも、正月三日の夜、谷崎先生の家を訪ねてすっかりご馳走になったつもり
でいたところ、谷崎先生は既に引っ越した後で、実は、全く兄も知らない人のと
ころでご馳走になったのであった。「この失策を犯して以来といふものは私は先
生の顔を見る度ごとに自分の顔をうなだれがちで、平静な心で談話することがで
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きない」のである。なお、贋文士出没の話題は、「贋ゴシップー葛西善蔵氏に
就いて－」（『春陽堂月報』27号・昭和4年8月）に、谷崎精二宅訪問の失敗談
は、「先輩訪問記－谷崎精二氏－」（『文芸都市』2巻7号・昭和4年7月1日）
にも記されている。
3月
田園記［13］
作品・＜2巻3号＞（11号・3月号）・pp．73～78・3月1日（2月28日）・作品社・駒沢
文一・30銭
ゴチック体で、「ウシトラ様」、「龍王様」、「豆だぬき」の小見出しがある。
この内、「ウシトラ様」、「龍王様」を『随筆』（椎の木杜・昭和8年5月31日）
に初収録。なお。『文学界』1巻1号（昭和8年10月1日）初出の同題「田園記」
（筑摩書房版『井伏鱒二全集』第9巻等所収）とは別文。＊「道路のことを司る神
様」と伝えられる「ウシトラ様の耐」や、その祭日に演じられる神楽の様子（以
上「ウシトラ様」）、「水のことに関する一さいの神秘を取扱ふ神様」である
「龍王様」の石像や、大早魅の時に龍王様の石像を折檻しても雨乞いをしても効
験のなかったこと（以上「龍王様」）、竹薮に住んでいた豆だぬきのこと（以上
「豆だぬき」）を記す。
＜無題＞＝二月の作品－一人一作評＝
作品・＜2巻3号＞（11号・3月号）・p．95・3月1日（2月28日）・作品社・駒沢文一・
30銭
＊梶井基次郎の「交尾」を誉める。
予日用の随筆＝随筆＝
新科学的・2巻3号（No．9・3月号）・pp．66～67・3月1日（2月28日）・紀伊国屋書店・
ママ
近重憲太郎・30銭
『新文学研究』第2輯（昭和6年4月15日）に「余白用の随筆」として再掲。＊「散
文には一行アキといふ手法が有効に用ひられてゐる。」「一行アキは、作家が書
きたくてたまらないが書けないといふ部分であるらしい。聖賢の作家は、この一
行アキの部分に、希望とか絶望とかを、沈黙の一作用によって牧人して居る。」
「チエホフは、一行アキの部分にすでにその作品の読後感を入れた。これは深い
大きな陥し穴みたいに、読者をそのなかに必ず陥し入れる。」「短篇のなかに一
行アキを常用して居ない」バルザックは、「最初から平気で－さいのことをしゃ
べってしまって居る。」「決して一行アキの部分を必要としないたくましさであ
る。」
166　一一
4月
＜無題＞＝最近我国文学の国際的傾向を如何に見るか　A　最近我国文学の取材舞台が国
際的になってきたこと　B　また諸外国の文学的動向と相関的な交渉を持ち来りつつある
こと＝　＊アンケート回答
東京派・＜3号＞（若き仏蘭西文学号・4月号）・p．52・4月1日（3月8日）・東京派社
・能孝馨・30銭
紅野敏郎「避違・文学誌（8）、『東京派』－・田村泰次郎・大島博光・河田誠
一ら－（下）」（『国文学』37巻2号・1992年2月20日）に紹介がある。＊「あ
まり国際的ではないと思ひます。プロレタリ‘ァ文学は思想的にさういふ傾向が強
いらしいですが、題材の点ではさうではないでせう。書く人の好みでせう。外国
文学との相関的な交渉は、今後その交渉を持つやうになればたいへん面白いと思
ひます。」以上井伏回答全文。
作者の言葉＝新小説予告／仕事部屋／（作）井伏鱒二／（画）矢島竪土＝
都新聞朝刊・15582号・1面・4月14日
4月17日から連載が開始された「仕事部屋」の予告記事。パラルビ。井伏の肖像写
真一葉掲載。＊「このごろ私の友達仲間では仕事部屋を持つことが流行してゐる。
自分のうちの近所に部屋借して、そこを書斎にするのである。家庭争議や借金と
りから逃避して勉強するためには、仕事部屋を持ってゐることは非常な便利であ
る。私は私の友人柏崎光三の仕事部屋に毎日出かけて行って、柏崎がゐないとき
にはその部屋を私が使用してゐる。決して無断で使用してゐるのではない。この
部屋は、煙草屋の二階の一室であって、その家には美しくて素直な娘がゐる。け
れど彼女は全く愚かなやりかたで滅茶な女になってしまった。現実といふものは
容赦なく私たちをたゝきつぶす。私は事件の経過を書いてみたい。」以上全文。
マ　　マ
なお、同時に掲載された無署名紹介文には、「井伏芸術派氏は新興の作家として、
ママ
近時俄に進出して来た人でありますが、実はモダン・ヂヤンナリズムに昇がれた
から出たのでも何んでもなく、久しい蔽れた芸術精進時代を経て、既に相当完成
された一家のスタイルを持ってゐられたので、その進出と同時に、一般文壇がこ
れに向って驚異の眼を睦ったのも決して偶然な事ではありませんでした、いよい
よ池の乗り切った所で今度書かれる『仕事部屋』では、その構成や内容を今言っ
ても始まりませんが、その特異な作風の中にある更に益々驚嘆すべき芸術の閃光
にわれわれは持たれる事であらうと期待出来ます（。）」とある。
余白用の随筆＝文壇展望＝
新文学研究・2輯・pp．288～289・4月15日（4月10日）・金星堂・伊藤整（福岡益雄）
・2円
「予日用の随筆」（『新科学的』2巻3号・昭和6年3月1日）の再掲。
赤毛布のこのごろ（一）－紋付インバネス／遊覧バスの客人達－＝季節の探訪（1）＝
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都新聞朝刊・15583号・1面・4月15日
翌日に続載。＊「遊覧自動車発着所に於いて、私たちはそこから出発しようとし
てゐる大型乗合自動車に乗った。」このバスに乗り合わせた乗客たちや、車掌の
様子、その案内の口上などを写す。
赤毛布のこのごろ（二）－脚線美見物／上下五段の交通機関－＝季節の探訪（2）＝
都新聞朝刊・15584号・1面・4月16日
仕事部屋　一［7．105］
都新聞朝刊・15585号・1面・4月17日
6月10日まで55回連載。挿画・矢島堅土。パラルビ。『仕事部屋』（春陽堂・昭和
6年8月5日）に初収録。『都新聞』朝刊・15582号（4月14日）に予告記事が掲載さ
れている。＊麻雀屋で知り合いになった柏崎光三は、煙草屋の二階に借りている
彼の仕事部屋を「私」に貸してもいいと言う。彼の言に従って「私」は、その仕
事部屋を借りる羊とにする。その母娘の煙草屋は、経営がうまく行っていない。
娘のジュン子は、自宅の煙草屋の二階で見合いするが、相手の男に騙されたらし
い。良い就職口の見つからないジュン子は、結局、バア・レノアで女給になる。
他方、相崎はジュン子に心を傾けて行き、その柏崎の様子を見て取った「私」は、
ジュン子と柏崎の仲を取り持とうとするのだが、ジュン子の態度ははかばかしく
ない。ジュン子がバア・レノアの客であるシイナ某とデパートの屋上で密会して
いた現場を目撃した「私」は、彼女が堕落したと考えるが、相崎は、彼女に対し
て積極的な行動に出ようとする。「私」がデパートでの密会を目撃した日、ジュ
ン子が帰って来ないと言って、ジュン子の母と柏崎が「私」の自宅にまで来たが、
「私」にその行方が分かるはずもない。終電車の中で、「私」は勤め帰りのジュ
ン子に会う。迎えに来ていた母に、ジュン子はバア・レノアの客と温泉へ行く約
束をしたことを告げる。少しの間にジュン子は急速に堕落したのである。家に帰
ってみると、相崎から、仕事部屋を引き払って、市内のアパートに移り、楽器屋
に勤めているという手紙が届いていた。翌朝、ジュン子の母がやってきて、ジュ
ン子を連れ戻してほしいと「私」に頼む。「私」はその願いを聞き入れることに
する。
仕事部屋　二
都新聞朝刊・15586号・1両・4月18日
仕事部屋　三
都新聞朝刊・15587号・1両・4月19日
仕事部屋　四
都新聞朝刊・15588号・1面・4月20日
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仕事部屋　五
都新聞朝刊・15589号・1両・4月21日
仕事部屋　六
都新聞朝刊・15590号・1面・4月22日
仕事部屋　七
都新聞朝刊・15591号・1面・4月23日
仕事部屋　八
都新聞朝刊・15592号・1面・4月24日
仕事部屋　九
都新聞朝刊・15593号・1面・4月25日
仕事部屋　一〇
都新聞朝刊・15594号・1面・4月26日
仕事部屋　一一
都新聞朝刊・15595号・1面・4月27日
仕事部屋　一二
都新聞朝刊・15596号・1面・4月28日
仕事部屋　一三
都新聞朝刊・15597号・1両・4月29日
仕事部屋　一四
都新聞朝刊・15598号・1面・4月30日
5月
デパアト＝都会を診察する＝
文学時代・3巻5号（5月号）・pp．94～95・5月1日（4月19日）・新潮社・佐藤義亮・
40銭
本文標題は「アパアト」とあるが、目次にある「デパアト」が、内容からも正し
いと判断されるので、目次に掲げてある標題をここに掲出した。総ルビ。＊「極
めて粗略なロマンチシズムに於て、デパートは私の欲情を満足させた。」「日ご
ろから、私は遠い田舎の山地へ、旅行することや、美人を目ぢかな距離で、眺め
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ることが好きである。ところが、私はデパートの屋上で、遠方の山脈の風景を眺
めることができた。そして第四階の反物洋品売場では、マネキン・ガールを見物
することができた。」
隣りのワンピースニ小説・戯曲＝［7］
文学時代・3巻5号（5月号）・pp．250～255・5月1日（4月19日）・新潮社・佐藤義亮・
40銭
「隣りの簡単服」と改題して『仕事部屋』（春陽堂・昭和6年8月5日）に初収録。
総ルビ。＊「私の泊ってゐた旅館は、波止場の直ぐ近くにあるイワモ屋本館とい
ふのである。」「隣りの部屋には、朝寝をする少女が泊ってゐた。」彼女は「常
に同一のワンピースを着てゐ」た。この旅館の主人の言うには、彼女は「東京レ
ヴユ団」のスターの弥生ミハルという女で、宿泊代が払えなかった「東京レヴユ
団」が人質に置いて行ったのである。だから、ミハルが宿泊客の誰かと懇意にな
って、旅費をこしらえて逃げられたりしたら国るのだという。「私」はミハルを
部屋に呼んだり、また、一緒に散歩に出かけたりした。一緒に散歩に出て駅前の
劇場に入った日の翌日、ミハルは、とうとう旅館から逃げ出したという。
困難なこと
近代生活・3巻5号（5月号）・pp．76～77・5月1日（4月23日）・近代生活杜・飯島正
（苦行栄助）・25銭
＊「作品批評をするには、いろいろの困難がともなふらしい。」「どんなに拙く
見える作品でも、丹念に読んでみてゐるとその真価がわかって来る筈であるが、
拙い作品は読めば読むほど実際に拙く見えて、何だかわからない。」「東京の一
ばん拙い小説を読んで、その真価を発見するには、何十年の年月を要するかわか
らない。しかも、どんなに拙い作品にも、作品たるべき真数や資格が存してゐる
のである。」「不幸にして兇悪な亭主と結婚した女は、一生涯かかつて彼女の亭
主を了解することに努めなければならない。若し私が愚劣なイズムごときに興味
を持ってゐたとすれば、私は兇悪な亭主を持った婦人と同じことである。」
私事挿話＝世界の作家＝
新科学的・2巻5号（No．11・5月号）・pp．57～59・5月1日（4月25日）・紀伊国屋書店・
近藤憲太郎・30銭
＊「煽蟻座が組織されて、その発会式みたいな催しがあったとき、中村正常や今
日出梅は、私を池谷氏のうちへ遊びに連れて行った。」「私は池谷氏を知ってか
らまだ二年にもならないが、もうせん七八年前から私は池谷氏の作品を無条件に
讃美する立場にあった。」貧乏暮らしをしていた「私」は月末になると、近くの
「キネヤ店舗」というのに出かけて、文学書や外国の芝居の書物を質草にしてい
た。池谷氏の知り合いだという「キネヤ」のおかみさんは、「私」を文学青年だ
と目星をつけて、「私」が池谷氏を讃美する度合いに正比例して普通の値段より
高い値を「私」の持ち込み品に対してつけてくれたのである。
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仕事部屋　一五
都新開朝刊・15599号・1面・5月1日
仕事部屋　一六
都新開朝刊・15600号・1両・5月2日
仕事部屋　一七
都新聞朝刊・15601号・1面・5月3日
仕事部屋　一八
都新聞朝刊・15602号・1面・5月4日
仕事部屋　一九
都新聞朝刊・15603号・1面・5月5日
仕事部屋　二〇
都新開朝刊・15604号・1面・5月6日
仕事部屋　二一
都新開朝刊・15605号・1両・5月7日
仕事部屋　二二
都新聞朝刊・15606号・1面・5月8日
仕事部屋　二三
都新開朝刊・15607号・1両・5月9日
仕事部屋　二四
都新開朝刊・15608号・1面・5月10日
仕事部屋　二五
都新聞朝刊・15609号・1面・5月11日
仕事部屋　二六
都新聞朝刊・15610号・1面・5月12日
仕事部屋　二七
都新聞朝刊・15611号・1面・5月13日
一　71－
仕事部屋　二八
都新聞朝刊・15612号・1面・5月14日
生活・芸術・人間一中村氏と加藤氏とについて－［157．160］
春陽堂月報・48号・p．1・5月＜5月15日（5月12日）＞・く春陽望＞・＜和田利彦＞
『明治大正文学全集』第53巻、第48回配本の付録。発行・印刷納本日付、発行所、
発行人は本体奥付による。月報の刊記は「昭和六年五月」。なお、本体は予約出
版のために「非売品」となっているが、青山毅「『明治大正文学全集』について」
（『文学全集の研究』明治書院・1990年5月25日）によれば、総布金泥表装本は予
約定価1円、背革金泥天金本は同1円50銭。『文士の風貌』（福武書店・1991年4月
15日）に初収録。＊「中村武羅夫氏と加藤武雄氏とは、いづれも既成作家である
と同時に新人である。休息することなしに新奇な作品を世間に提供し、常に朗ら
かな出発ぶりを示してゐる。」「中村氏や加藤氏の場合は、決してスランプの瞬
間を持つことがない。常に新しい出発を示し、且つそれを実証するための幾多の
作品を発表してゐる。」「私」は何度か中村氏に会った。そのときの印象からす
ると、「私は中村氏のことを、真実に対して礼儀の正しい人であると思った。」
「加藤武雄氏には、私は不幸にしてまだ一度も会ったことがない。」「氏の愛す
る弟子であり且つ新進作家である某氏に会って、私は彼に質問した」が、ゴシッ
プのない人だという答しか返ってこなかった。武野藤介君が加藤氏に関するゴシ
ップを発表しているが、その正体は武野君の捏造であるようだ。
仕事部屋　二九
都新聞朝刊・15613号・1両・5月15日
仕事部屋　三〇
都新聞朝刊・15614号・1面・5月16日
仕事部屋　三一
都新聞朝刊・15615号・1面・5月17日
仕事部屋　三二
都新聞朝刊・15616号・1面・5月18日
仕事部屋　三三
都新開朝刊・15617号・1面・5月19日
仕事部屋　三四
都新聞朝刊・15618号・1面・5月20日
仕事部屋　三五
1721
都新聞朝刊・15619号・1両・5月21日
仕事部屋　三六
都新開朝刊・15620号・1面・5月22日
仕事部屋　三七
都新聞朝刊・15621号・1面・5月23日
仕事部屋　三八
都新聞朝刊・15622号・1面・5月24日
仕事部屋　三九
都新聞朝刊・15623号・1面・5月25日
仕事部屋　四〇
都新聞朝刊・15624号・1面・5月26日
仕事部屋　四一
都新聞朝刊・15625号・1面・5月27日
仕事部屋　四二
都新聞朝刊・15626号・1面・5月28日
憂欝なる主題（一）－火葬場と乞食／セルロイドの嘲帆－＝季節の探訪（45）＝
都新聞朝刊・15627号・1両・5月29日
6月4日まで7回連載。パラルビ。＊Q火葬場、R脳病院、裁判所、簡易旅館徳の
探訪記事。
仕事部屋　四三
都新聞朝刊・15627号・1面・5月29日
憂欝なる主題（二）一女子大卒業生／R脳病院の患者達－＝季節の探訪（46）＝
都新聞朝刊・15628号・1面・5月30日
仕事部屋　四四
都新聞朝刊・15628号・1面・5月30日
憂欝なる主題（三）一九年窓に立つ／気の滅入る患者のこと－＝季節の探訪（47）＝
都新聞朝刊・15629号・1面・5月31日
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仕事部屋　四五
都新聞朝刊・15629号・1面・5月31日
6月
Dでっかい女一一つの童話－＝AB C・ナンセンスコント二十六人集＝
文芸春秋オール読物号・1巻3号（6月号）・pp．172～174・6月1日（5月3日）・文芸春
秋社・菊池寛・50銭
本文冒頭にゴチック体で「一つの童話」とある。総ルビ。＊「むかし、印度のラ
ヂブタナといふ国にでっかいからだの女がゐました。」「このでっかいからだの
女は、アルハンといふ名前です。」「そのころ、このラヂブタナの国では、まだ
人間の不幸といふものや涙や嘘を言ふことなぞを、人びとは知りませんでした。」
「ところが、この国の森のなかに一人の悪魔が住んでゐました。」「彼はいつも
ラヂブタナの人びとに泣くことや嘘を言ふことを覚えさせようと計画してゐたの
です。」悪魔は、「智恵の実の一ばいはいった壷を、でっかい女のアルパンに呉
れてやりました。」智恵の実に映った自分の顔が歪んでいるのを見たアルパンは、
こんな恐ろしいものは誰も食べない方がよいと考え、壷ごと処分しようとする。
が、壷の中味をほしいとせがむ子供に追われたアルパンは「壷を抱えたまゝそこ
の椰子の木によぢのぼりはじめました。」ところが、「彼女の抱えてゐた壷は、
彼女の腕から滑り落ちて、砂の上には一面に智恵の実がこぼれてしまったのです。」
「人びとは智恵の実をそれぞれご馳走になったわけです。」「このことがあって
から、間もなくラヂブタナの国には賢い人間や愚かな人間が出来てきて、不幸な
人間や、その不幸な人間を軽蔑する人間さへも出来てきました。それからといふ
ものはでっかい女のアルパンは、彼女だけが智恵の実を食べそこねたわけなので
マ　マ
すが、L彼女はラブヂタナの国で一ばん莫迦で一ばん醜い顔の女だといふ評判であ
りました。」
ばかぞろひ（フランスの昔話）＝童話＝
赤い鳥・1巻6号（6月号）・pp．20～27・6月1日（5月5日）・赤い鳥社・鈴木三重苦・
30銭
本文末尾に「（をはり）」とある。本文標題下に「（フランスの昔話）」とあり、
目次には標題下に「（童話）」とある。「一　ばかな小鬼」、「二　ばかな狼」
の二つを、それぞれの小見出しの下に収める。総ルビ。＊「むかし、鬼たちが、
だれも住んでゐない、或島を持ってゐました。」「ところが、ある日のことでし
た。一人の貧乏なお百姓が、その島へわたって来て、麦をまかうとしてゐました。」
それを見つけた小鬼は、百姓と取れた麦を折半する約束で許してやることにする。
ところが、地面の下に出来たものを取ることにした小鬼は、麦の根しか自分のも
のにできなかった。そこで、今度は、小鬼は、かぶらを蒔くという百姓と、地面
の上に出来たものを小鬼が取ることを約束した。が、今度も「小鬼は、なんのや
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くにもたゝないかれつ葉を市場に持っていってみんなに笑はれました（。）」
「その後小鬼はてんで姿を見せなかったのでお百姓は無人島の地主になりました。」
（以上、「一　ばかな小鬼」）。「ある日のことでした。一び書のかたつむりが
息をきらしてよちよちと歩いてゐますと、そこへ狼が通りかゝりました。」狼が
「かたつむりの足ののろいのを笑つ」たので、かたっむりと兢走することになっ
た。かたつむりは、ともだちのかたつむりに加勢を頼んで、決勝点にいてもらう
ことにした。二匹のかたつむりに騙されていると気づかない「ぱかな狼は、しま
ひにはぐだぐだになって、たふれてしまひました。」（以上、「二　ばかな狼」）。
なお、この「ばかな狼」に見られる動物競走語は、登場する動物を代えて、「も
ぐらとふくらふ」（『家の光』16巻7号・昭和15年7月1日）、「サザエトフカ」
（『サクラ』11号・昭和17年9月21日）等にも書かれている。「むかしばなし」
（『文学界』10巻9号・1956年9月1日。筑摩書房版『井伏鱒二全集』第11巻等所収）
に、「ある人から頼まれて『狼とカタツムリ』の日本語訳を校閲した」とあって、
原話は「フランスの小学生用の教科書にある『狼とカタツムリ』」だと述べてい
る。この「むかしばなし」にいう「狼とカタムリ」が、掲出した作品の「ばかな
狼」だとすれば、井伏は日本語訳の校閲の役割を果たしたにどどまるようである。
舟橋聖一氏月旦
新月・1巻6号（6月号）・pp．26～28・6月1日（5月8日）・新月社・岩下徹（中西政市）
・20銭
『新月』本号には、井伏文の他、武田麟太郎「日本のカチューシャ」、ヴァージ
ニア・ウルフ（伊藤整訳）「哀れなポリー」等が掲載されている。総ルビ。
＊「舟橋君は常にポケットに手を入れて路を歩き、また椅子に腰かけてゐるとき
でも、さういふ無精な仕草をしてゐる。」その姿は野球見物をする時の安部磯雄
氏に似ている。あるいは、ランボーの散歩姿に似ている。「人びとは舟橋君の戯
曲にはエロチシズムや燐光があると言ってゐる。」「舟橋君は人間の脂肪分を殆
んど生理学的に観察し解剖してゐる。そしてこの研究事業に彼は甚だしく熱意を
持ってゐるものである。エロチシズムや燐光は、彼の研究事業に付随して現れた
細部的反応にすぎなかったが、これが人びとの嗜好に通したやうである。さうし
ママ
て必生の本質的研究報告は、軽卒にも、暗い感じのものだといふ意味にすぎない
言葉で批評されてしまった。」「読者たちは新しい聴診器を耳にはめて、舟橋君
の作品の暗い感じの上に聴覚を集中すべきである。さうして静かにして聞けば、
その暗い感じと称せられるものは、燐光の稲ぴかりによって『強靭なるニヒリズ
ム』の笛の音を放送してゐるのに気がつくであらう。」「彼の散文は彼の戯曲よ
りもすぐれてゐると評価されてゐる。そして彼自身も、散文に対する興味を示し
てゐる。これまでの舟橋君の戯曲は、完全な散文的価値のある作品だからである。」
ママ
「私は同人雑誌『文芸都市』（第四号の時から）の同人になって、舟橋君を知っ
た。年齢からいへば私がよほど先輩であるが、文壇的生活からいへば私は彼より
もはるかに後輩である。」『文芸都市』廃刊前後になって「私」は、彼が「忍苦
の芸術家である事に気がついた。」「私は彼が喘息の吸入器を携へて甲州の山路
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を旅行してゐるのを見たときには、ひどく驚いてしまった。」彼は渓流に架かっ
ている橋の上で吸入器を使用しようとしていた。「私」が紅葉の美しいことを言
うと、彼は人工の庭園が好きだ、木の葉は赤くてもちっとも芸術作品ではないと
答えたのである。なお、ここに井伏は『文芸都市』加入を第4号からとしているが、
『文芸都市』1巻2号（昭和3年3月1日）に井伏は「夜更けと梅の花」を発表し、同
号掲載の座談会「新人倶楽部合評会－『文芸都市』其の他に就いて－」が開
催されたのは昭和3年2月2日であるから、実際の同人としての活動は井伏の言より
も早く、『文芸都市』誌面の上からは昭和3年3月と考えるのか適当であろう。な
お、井伏の『文芸都市』同人加入については、寺横武夫「井伏鱒二と『文芸都市』」
（『日本文学』29巻1号・1980年1月）を参照。
不機嫌な夕方（芝居みたいな童話）
蝋人形・2巻6号（6月号）・pp．76～8ト6月1日（5月10日）・蝋人形社・小川丑之助
（西条八十）・30銭
＊「こゝは遠い田舎であります。／或るお邸の庭で、子守が乳母車をおして歩い
てゐます。その乳母車には四、五歳くらゐの幼な児が載せられてゐます。そして
庭には、大きな木や小さな木が幾本もはえてゐて、一ばん大きな木の下には、ベ
ンチが一つ置いてあります。向ふ側には、古びた土塀が見えます。土塀の外側に
は道路があるらしく、また塀越しには遠く山が見えてゐます。／かういふ舞台の
幕があくと、子守は、子守唄を小さな声でうたひはじめます。その声は、生れつ
きの、しはがれ声です。彼は塀に沿ふて行きつもどりつしなから、乳母車をおし
てゐるのです。さうして子守は、だらしなく帯をしめて、彼の目には、ものもら
ひが出来てゐます。すこし愚かな人間のやうにも見え、また老人のやうにも見え
ますが、実際はまだ十九歳か二十歳くらゐの青年です。／彼は、やがて木犀の木
立を一とまはりして木の茂みにかくれます。しかし間もなく毒酎こ沿ふて現れます。」
という舞台設定の下に、子守、幼児、女中、俸夫、旦那（声のみ）の登場する脚
本のかたちで書かれている。題材は、「歪なる図案」（『不同調』4巻2号・昭和
2年2月1日）、「朽助のゐる谷間」（『創作月刊』2巻3号・昭和4年3月1日）にお
いて、井伏を思わせる主人公が、子守に乳母車を押させる場面と共通している。
赤毛の女一石地蔵が百里も歩いたといふ童話一
婦人サロン・3巻6号（6月号）・pp．234～239・6月1日（5月15日）・文芸春秋社・鈴木
氏亨・40銭
目次には標題下に「（童話）」とある。総ルビ。＊「秋田の田舎から埼玉の紡績
工場へ、出稼ぎに来てゐた一人の女の子がありました。」誰からも好かれた、
「瞳の可愛らしい」赤毛の少女は「女工たちのうちで－ばん迷信家だといふ噂で
した。何故かといふに、工場の広場には、事務所の裏に石地蔵が立ってゐて、彼
女は毎日、朝と晩の食事のときには、自分で御馳走を少しづゝ残しておいて、そ
れを石地蔵にお供へする習慣であったからなのです。」「彼女は工場でさういふ
生活を十五年間もつゞけました。その間に故郷の家には一度も帰らなかったので
－　76　－
す。」彼女は十五年ぶりに故郷に帰った。「十五年前に赤い髪の毛の少女であっ
た彼女は、今では髪の毛の抜けあがった痩つぽちの女でした。」「彼女は春にな
って雪が解けはじめたならば、十五年間もうっちゃっておいた林檎畑に手入れを
しようと決心してゐたのです。」「或る目、山や谷の雪が解けはじめたので、彼
女は岡の林檎畑に行ってみました。ところが、雪の崩れ去った断層に、背のひょ
ママ
ろひょろと高い石地蔵が雪の断面に浮書彫りになって身を現ばれてゐたのです。」
そして美貌だったら＝吾若し処女なりせば？＝
文学時代・3巻6号（6月号）・pp．94～96・6月1日（5月19日）・新潮社・佐藤義亮・
40銭
総ルビ。＊「やっぱり男になりたいと思ふでせう（。）そして小説を書きたいと
思ふでせう。」「芸者で、芸者の職業をしなから小説を書くことは、むづかしい
でせうか。どうでせうか。」「この頃では、文士の芸者買ひは流行らなくて、文
学芸者があったにしても、さっぱり売れません。」「私がもし芸者だったら、た
ゞいま私が小説家として、第八流小説家であると同じく、私もおそらくへナチョ
コ芸者であります。」「それにしても『もし私が芸者であったら』といふ課題は
『叉、もし私が五百円貰ったら』といふ課題よりも私のイマジネイシヨンをくす
ぐらないです。」
戸田家畜病院＝創作＝　【7］
新潮・28年6号（6月号）・別pp．1～12・6月1日（5月24日）・新潮社・中根駒十郎・
50銭
本文末尾に「（完）」とある。『仕事部屋』（春陽豊・昭和6年8月5日）に初収録。
＊「あまり人びとに知られたくない事情のもとに、私は一箇月間ばかり私の家庭
から自分自身を放逐してゐたことがある。」「－その一箇月閏、私は戸田家畜
病院といふうちの二階に部屋借りして、私の家庭と全く交渉を断ってゐた。」
「私」がいる間、その家畜病院の院長の戸田行一郎氏は入院中の動物を一匹も快
復させることができなかった。「私のお隣りの部屋に住んでゐた少女の言ふとこ
ろによると、こゝの院長は無免許獣医にちがひないといふことであった。」「私
ママ
の隣りの部屋の少女は、バア・レテといふ酒場に女給を勤めてゐた。」家畜病院
にいる純日本犬のシロは、さる家に飼われていたのだが、そこの女中をしていた
隣の部屋の少女が逃げ出したので一緒に連れて来られたのである。というのも、
彼女がシロの世話をしていたために彼女以外の者が餌を与えても食べないからで
ある。家畜病院にいるそれぞれの動物とその飼い主についての噂話を「私」にし
ながら、入院中の動物たちを病院長は治療していた。「私は戸田氏の気のりのし
ママ
ない治療ぶりを眺め、さうしてその治療の対照である病める生きものを眺めた。
若しもわれわれが自らの憂欝を避けようとするならば、かういふ忍苦の姿態とか
ういふ厄介な運命とを持ってゐる生きものから、早く目を反むけた方がいゝ。」
「私」は、家から物を持ち出そうと「私のうちの遠景を仔細に眺めながら偵察し
た。」「こんな無精な体裁を示す家屋敷に住む人間は、たぶん激しく屈托して毎
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日を暮してゐるにちがひない。私はその光景を少しの躊躇なくはっきりと想像す
ることができる。」「私は私のうちの遠景に対して、不用意にも気の毒だと思っ
てしまひさうになった。誰しも憐憫の情を克服しようとするには、気の毒な相手
をせせら笑ふことに努力すればいい。私は私のうちの雨戸が蒸し暑い天候である
にもかかはらず、しめきってあるのをせせら笑はうとした。」その日、カフェ・
レテに行った後、「私」は診察室で隣の部屋の少女の噂話をしながら、院長から
速成レモンソーダを振る舞ってもらう。
憂欝なる主題（四）一或傍聴マニア／詐欺強盗の公判廷－＝季節の探訪（48）＝
都新聞朝刊・15630号・1両・6月1日
仕事部屋　四六
都新聞朝刊・15630号・1面・6月1日
憂欝なる主題（五）一恐縮する被告／包丁に見えた火箸－＝季節の探訪（49）＝
都新開朝刊・15631号・1面・6月2日
仕事部屋　四七
都新聞朝刊・15631号・1面・6月2日
憂欝なる主題（六）一貧民街の素描／お連さんは後から一＝季節の探訪（50）＝
都新聞朝刊・15632号・1面・6月3日
仕事部屋　四八
都新聞朝刊・15632号・1面・6月3日
憂欝なる主題（七）一番頭さん鏡舌／泊り客に二つの型－＝季節の探訪（51）＝
都新聞朝刊・15633号・1面・6月4日
本文末尾に「（完）」とある。
仕事部屋　四九
都新聞朝刊・15633号・1面・6月4日
仕事部屋　五十
都新聞朝刊・15634号・1面・6月5日
仕事部屋　五十一
都新開朝刊・15635号・1面・6月6日
仕事部屋　五十二
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都新聞朝刊・15636号・1面・6月7日
仕事部屋　五十三
都新聞朝刊・15637号・1面・6月8日
仕事部屋　五十四
都新聞朝刊・15638号・1面・6月9日
仕事部屋　五十五
都新聞朝刊・15639号・1面・6月10日
＜無題＞＝夏の計画＝　＊アンケート回答
都新聞朝刊・15659号・1両・6月30日
「此夏に於ける文壇諸家の消息を予め読者にお報せようと思ひまして、左記二項
目について、御返事を頂きました、こゝで御回答を下された諸家に厚く御礼申上
げます／一、御仕事の御予定／一、若し御旅行なされるとすれば何時頃、どの方
面に御出かけで御座いますか」という質問項目とアンケートの趣旨が記されてい
る。＊「一、『逃亡記』といふ小説を今年中に書きあげるつもりです。その他の
ことは未定。／一、海岸へ行かうと思ってゐましたが、今日は暑いので、山へ行
かうかと息ひます。けれど、いよいよ行くとなれば、いろんな都合で行けなくな
るでせう。」以上井伏回答全文。
凡人浄土の人々…作家の描かんとする「時代」・の女性・男性【9】－＝文芸欄＝
読売新聞朝刊・19524号・4面・6月30日
井伏の肖像写真一葉と、「井伏氏の気に入った霧社者の美女」というキャプショ
ンの入った写真が掲げられている。パラルビ。＊「幾つも種類の変った性格の人
物を書くことは難しいといはれてゐる。もしもこれが真実であるとすれば、作家
は登場人物の名前をたくさん考へつくだけであるといふことになる。努力次第で
は、せめて六種類くらゐの性格を書くことができるといふことにしておきたいも
のである。」「人物の性格を適確に書き分けるといふことは、必ずしも創作する
ときに於ける一ばん主要な努力の部分ではない筈であるがこんなに気にかゝる場
合もある。」「私はどちらかといへば、えらくない人物や野蕃な人物を作品の人
物としてゐるものが好きである。直ぐにその性格が了解できるやうであって、も
しも了解できなければ、それこそ私の手ぬかりであると自ら規定してゐる。した
がって私は今日まで、えらくない人物や野蕃な人物を小説に取扱ふつもりであっ
たが、こゝではその作品の結果についてまで弁解しなくてもいいであらう。」
「グラフや口絵や映画で有名になってゐる人物については、私はあまり興味がな
い。」「去年の十一月号（？）の改造に、霧杜の蕃婦が二人ならんで立ってゐる
写真が口絵に出てゐたが、私はたいへんその写真が気に入ったのにもかゝはらず、
彼女たちのことを調査したり物語りに書いたりしてみたいことには気かつかなか
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った。」
7月
＜無題＞＝この夏の計画＝　＊アンケート回答
近代生活・3巻7号（Ⅶ月）・p．15・7月1日（6月23日）・飯島正（吉行栄助）・25銭
アンケート項目「貴下はこの夏をどこで、とのやうにしてお過しになる御車定で
せうか」。＊「梅雨があけたら田舎へ行って、それから直ぐ帰って来ます。から
だは肥ってゐますが、暑さには割合ひ平気です。」以上井伏回答全文。
【日本小説集　第7輯　昭和六年版】
文芸家協会編・新潮社（佐藤義亮）・7月1日（6月25日）・四六判・目次2p．本文394p．
定価1円50銭
井伏鱒二「悪い仲間」（pp．43～53。『文学時代』2巻9号・昭和5年9月1日）収録。
浅原六朗「青書ドナウ」、阿部知二「日独対抗競技」、井伏鱒二「悪い仲間」、
片岡鉄兵「一人の女」、川端康成「冬来り」、貴司山治「幸福な老人」、小林多
喜二「『市民のために！』」、佐左木俊郎「黒い地帯」、下村千秋「彼女をこの
まゝ死なしていゝのか」、武田麟太郎「『三つ』」、徳永直「赤色スポーツ」、
中村正常「結婚生活」、楢崎勤「白い水族館」、藤沢桓夫「優秀船『狸』丸」、
細田民樹「狂人と偽狂人」、牧野信一「西部劇通信」、室生犀星「巴丹香と市民」、
横光利一「鞭」、龍胆守雄「コサビネ艦隊の抜錨」以上収録順。
自分への吟味（上）一新しい文学に対して－　［10］
時事新報朝刊・17276号・4面・7月15日
翌日に続載。パラルビ。『ヌウヴエル』1輯（昭和7年9月1日）に再掲。後、『小
説・エッセイ』（朝日書房・昭和7年12月25日）に初収録。＊「私は新しい文学の
ために作品を書かうなぞとは考へてゐなかった（。）」「甚だ研究的でないこと
かもしれないが、私の考へでは作品は決して事務的な理論から割り出すわけには
行かないと思はれるのである（。）」「私の恥辱とするのは」、「たった一つの
点一私の情熱の不足といふことである（。）この心配がいつもの通り今でも私
を傷つけてゐる。」「生物の本質として、人間が心を湧き立たせる興奮を、私は
欲しがってゐる。私に高邁な理想や、悪に対する怒りや、苦悶が、人より足りな
くはないかを私は秘かに心配してゐる。これなくしては私は心のなかを割って示
すことができないのである。ひいては正直に書くといふことができないのであ
る（。）私はこの点を警戒したい。」「私が大げさにイズムを提唱しなければ、
私のことをいかゞはしいイズム奉持者と言ふかもしれない。実になさけない習慣
である。」「私は平凡な家婦や薄給な徒弟のために、彼等の書かうとしてゐる作
品を代作するつもりでゐたい。その計画をおし進めることができれば私は幸甚で
ある。」
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森鴎外氏に詫びる件（上）　⑨［98．161］
東京朝日新聞朝刊・16238号・9面・7月15日
翌日に続載。パラルビ。「悪戯」と改題して『場面の効果』（大和書房・1966年
10月15日）に初収録。なお、この件及びこの「森鴎外氏に詫びる件」の反響に関
して「森鴎外に関する挿話」（『鴎外選集月報』3・1949年6月。『掘り出しもの』
創元社・1950年9月10日などに収録）で触れている。
自分への吟味（下）－新しい文学に対して－
時事新報朝刊・17277号・4面・7月16日
森鴎外氏に詫びる件（下）
東京朝日新聞朝刊・16239号・5両・7月16日
本文末尾に「（完）」とある。
屋上の凛流人＝ペンの巡礼＝
大阪朝日新聞朝刊・17851号・10面・7月22日
井伏の肖像写真一葉を掲載。パラルビ。＊「田舎の町へ行ってゐたときのことで
ある。私は旅館の三階の窓から洪水の氾濫する光景を眺めた。」洪水の水と満潮
どきの潮とが出会して、「川の堤防を十町くらゐの長さにわたって、ひとたまり
もなく消しとばしてしまった。」「私の泊ってゐた旅館の付近一帯は、家並が二
階の窓のあたりまで水にひたされて、道路は恰も満潮ど書の入江にはかならなか
った。」ポートに乗った警官が救援隊が来ることを告げて去ると、「今度はこの
入江のなかに、奇妙な姿の漂流者が到着した。ちっぽけな藁屋根の家がなかれこ
んで来たのであってその屋根のてっぺんには、裸体姿の一人の老人が馬のりにま
たがってゐたのである。」二階から覗いていた人々は知り合いの消息を彼に尋ね
たが、「わしや、知らん。みんな死んだらう」と答えて、そのまま流されて行っ
た。
二軒の小売商人が派手な暮らしをする話二二千字コントニ
大阪毎日新聞朝刊・17317号・2面・7月22日
井伏の肖像写真一葉を掲載。パラルビ。＊「平野屋酒店のおやぢさんは、怪我人
一二ばんめの子供がトラックに轢かれたのだが、その子供を病院に連れて行く
前に、彼はすぢ向かうの回生堂薬局からたくさんの品物をとりよせた。縮帯、ガ
ーゼ、レゾール石鹸、ヨヂユウム、メンソレート、水枕、胃の薬。その他、その
ついでにへンノウ油、洗濯石鹸、封筒、ちり紙なんかまで、しこたまとりよせた。
平野崖のおやぢは逆上のあまり、手あたり次第に品物を注文したのである。」ト
ラックの運転手は、治療費を満足に払えそうな男ではないようだ。「きつと平野
屋は当分のうち、勘定なんかよこさないだらう」と回生堂薬局の主人は思った。
「そこで回生堂薬局の主人は、うまい計画を考へついた。彼は平野屋に出かけて
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行って、彼も手あたり次第に品物を注文したのである。」そして、おかみさん同
士まで、勝手に品物を注文し始めたのである。なお、この作品の後日談のような
かたちで、「平野屋の蒙った被害」（『報知新聞』朝刊・20449号～20451号・昭和
8年12月8日～10日）が轟かれているようにも推測される。但し、「平野屋の蒙っ
た被害」の冒頭には、「昨年の十二月、私はある新聞の日曜付録にコントを発表
して」云々とあって、発表場や時期にズレがあるので、別文がある可能性もある。
青い海＝真夏の夜の夢＝
サンデー毎日・10年34号・p．41・7月26日・大阪毎日新聞社・荒木利一郎・12銭
本文末尾に「（終）」とある。本文冒頭にゴチック体で「－夢は、ばかばかし
いほど全く夢らしい。」とある。パラルビ。＊「プリスペインに出張してゐる友
人から、私のところに手紙と小包とが到着した。」「私の友人はこゝの町で下級
銀行員を勤めながら、その事務の余暇に蜂の習性について研究してゐるのである。」
「小包をあけてみると、なかから一個のあほびの殻と幾十つぶもの豆つぶ大の植
物の種子みたいなものが出て来た。」友人の手紙には、それらは彼の情婦から貰
ったもので、その種子を割って飲むと眠くなる、そのとき、地の殻を耳に当てて
いると、自分の思いのままの境遇になる、と書いてあった。「私」が手紙の指示
に従って眠ると、「私」と「私」の友人とその情婦の三人は、潜水服を着て海底
でシカゴダイスをやり、頭の上を魚群が泳いでいた。…・＝「私」は椅子から滑り
落ちて眼を覚ました。「けれどプリスペインには私の友人なんか一人もゐない。
どうやら私は夢の二重奏を夢にみたらしい。このごろ私は畳の上で、うたゝねを
する癖がある。これから出かけて行って、魚屋であはびの殻でも貰って来ること
にしよう。今日は蒸し暑くてぢつとしてはゐられない。」
8月
或る女給の鏡舌＝近代女性描写競技（短篇）＝
モダン日本・2巻8号（8月号）・pp．160～161，p．159・8月1日（7月5日）・文芸春秋社・
鈴木氏亨・40銭
目次には標題が「或る女の鏡舌」とある。総ルビ。＊「カフェ、セタディールの
女給（カタホといふ名前）は、ひどく酔っぱらって両足を補助椅子の上に投げだ
し、次のやうなおしゃべりをしてゐた。」「私」（以下、女給カタホのこと）が
亭主持ちだというのは嘘だし、「私」はこの三年来着る物といっても菜っ葉服を
一つを持っているだけだ。三年前まで、露天で万年筆を売る男と一緒に生活し、
そのサクラの役もしたが、男は出て行ってしまった。「男なんてものは、単にう
まい具合に自分が生活して行けさへすればいいと思ってゐて、その目的のため努
力してゐるだけではありませんか……」。このように作中人物の一方的な語りの
形式を採用したものに、「家庭装飾」（『新潮』27年12号・昭和5年12月1日）、
「鏡舌」（『文芸』2巻9号・昭和9年9月1日）などがある。
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私の愛好する島や港
セルパン・5号（8月海洋文学号）・pp．18～19・8月1日（7月18日）・第一書房・長谷川
巳之書・10銭
表紙・裏表紙に「第四号」とあるのは誤り。目次には「私の愛好する島と岬」と
ある。＊「瀬戸内海には凡そ幾つくらいゐの数で島が散らばってゐるのだらう。
こんなにたくさんの島を見て来た人は、たぶんそれ等の島のうちから特別に一つ
の島を選び出して、その一つだけを愛好することになるだらう。」「私は瀬戸内
海の幾つもの島のうちで、因の島といふ島を愛好する。さうして多くの港のうち
で、私は尾の道の港を愛好してゐる。」「かつて私は因の島に一週間ほど行って
みるつもりで出かけたが、たうとう七箇月間もそこに滞在した。その結果、私は
学校を二学期間も欠席して、大失敗を演じたのである。」因島の印象深い景色、
尾道の街や人々の様子を記す。
＜無題＞＝小道帳しらペ＝　＊アンケート回答
近代生活・3巻8号（オールエロティシズム号・8月号）・p．43・8月1日（7月23日）・
近代生活社・飯島正（吉行栄助）・25銭
アンケート項目「貴下は一週間の小道をどれだけと御決めになってゐられますか
ママ
／その小道をどのやうなに風にしてお使ひになりますか」。＊「○どれだけと定
めたことはありません。いつも私は五円以上の金が手元にあると、不自然な気が
して、決して仕事が手につきません。これは貧困に慣れた性分だからです。／○
さういふ因果関係によって、小過が手元にあるためしはなか？たやうです。何に
費ったか見当がつきません。」以上井伏回答全文。
逃亡記（三）＝作品＝　①　自②［12・14・22・2g・35・42・54・58・59・60・63．・65．70・72・76・83・
86．90．91．93．96．99．101．103．105．107．111．112．114．
115．120．122．125．127．128．129．131．134．135．136．142．
144．146．147．150．152］
作品・＜2巻8号＞（16号・8月号）・pp，2～16・8月1日（7月30日）・作品社・駒沢文
一・30銭
本文末尾に「（未完）」とある。「さざなみ軍記」の一部。「同じ日の午後」
（現行「さざなみ軍記」では「八月二十一日」に相当）、「同じ日の夜」（同じ
く「八月二十一日」）、「その翌日」（同じく「八月二十二日」）。本号掲載分
を、詩と詩論別冊『年刊　小説』1932年版（昭和7年1月18日）に再掲。また、本
号掲載分と『作品』18号＜2巻10号＞（昭和6年10月1日）掲載の「逃亡記（四）」
とを併せ「逃亡記」として、『文芸年鑑一九三三年版』（改造杜・昭和8年6月9
日）に初収録。続いて、文芸復興叢書『逃亡記』（改造杜・昭和9年4月20日）に
収録。本文冒頭には「寿永二年七月、平家一門の人びとは兵乱に追はれて帝都を
逃亡した。次に示す記録は、平家某といふ一人の少年が、彼等一門の人びとゝい
っしょに逃亡して行くとき、その多くは夜営の陣に於て書き記した日記である。
－　83　－
この少年は混乱のために気が顛倒してゐたらしく、正確な日づけを書くことなど
も忘れてゐる、たゞいま私は便宜のために、その記録を現代語に訳してみること
にしよう。」とある。
読了直後のとき＝『文芸評論』誌上出版記念会＝［97．110］
作品・＜2巻8号＞（16号・8月号）・pp．102～103・8月1日（7月30日）・作品社・駒
沢一・30銭
『論集・小林秀雄』第1集（麦書房・1966年7月30日）に初収録。＊「通読しなか
ら余分の利益を受けたことには、私は自分で書きたいと思ひはじめた幾つもの小
説を考へついたのであります。」「いつもの私の屈託といふのは、すべての事が
らが何とかならなければいけないが、それにしてもせめてその思案を何とか処置
しなければたまらないといふ感慨なのであります。かういふ消極性を帯びた感慨
に小林の新著が作用して、小説の条がきや構想が幾つも出来たわけです。」
小林秀雄著『文芸評論』＝新著合評・読書界出版界＝　［97］
読売新聞朝刊・19561号・4面・8月6日
「評者」として、佐藤春夫・川端康成・井伏樽二・河上徹太郎・瀧井孝作の名が
掲げられている。『論集・小林秀雄』第1集（麦書房・1966年7月30日）に初収録。
＊「まだ半分しか読んでゐませんが、まとめて読んでこんなに力の出る書物はい
ゝと思ひます。たいていの文章は、一つ一つ見たときにはいゝと思ふことがあっ
ても、まとめて見ると倦きることがありますが、この書物はそんなのでない。ま
た装幌も気持よく出来てゐます。広く多読されてしかるべき書物かと推察します。」
以上井伏文全文。
【仕事部屋】
春陽堂（和田利彦）・8月5日（8月1日）・1円80銭・目次3p．本文393p．・縦18．5C皿×横
16．8cm・硲伊之助装丁
＜収録作品＞
丹下氏邸
「改造」昭6．2
悪い仲間
「文学時代」昭5．9
pp．1～　25　　　晩春　　　　　　　　　　pp．111～118
「文芸春秋臨時増刊オール読物号」昭5．7
pp．27～　43　　　鯉　　　　　　　　　　　　pp．119～127
「桂月」大15．9、「三田文学」昭3．2
淑女のハンドバッグ　　pp．45～　54　　　夜ふけの客人　　　　　　pp．129～156
「婦人公論」昭5．7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「報知新聞」昭6．1
背の高い椅子の誘惑　　pp．55～　75　　　隣りの簡単服　　　　　　pp．157～168
「世紀」大12．8、「文学時代」昭6．2　　　　　　　　　　　　　　　「文学時代」昭6．5
風雨強かるペし
「近代生活」昭5．息
蒲団屋の来訪
「新青年」昭6．1
先生の広告隊
「中央公論」昭5．9
pp．77～　90　　　家庭装飾　　　　　　　　pp．169～183
「新潮」昭6．12
pp．91～　99　　　戸田家畜病院　　　　　　pp．185～205
「新潮」昭6．6
pp．101～109　　　仕事部屋
「都新聞」昭6．4～5
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pp．207～393
方向・方針＝わが方針書【6】・文芸＝
読売新聞朝刊・19570号・4面・8月15日
本文末尾に「（完）」とある。井伏の肖像写真一葉を掲載。パラルビ。「作品を
書くことは、たとへていへばアルパンストックで絶壁に足場をつくるのと同じや
うなものである。一つの作品を自分の力量いっぱいの努力で書けば、真実へ近よ
って行くために、アルパンストックで現在の足場よりも少し高い場所に新しく一
つの足場をつくったことになる。そしてこの次にまた一つの作品を力量いっぱい
の努力で書かうとする勇気を持つならば、その新しい足場によぢのぼることがで
きるものと心得てもさしつかへないであらう。」「私は未来の方向といふことよ
りも、たゞいまこれから書きたいと思ってゐる作品に多くの関心を持つことにし
てゐる。一つ書けばアルパンストックで一つの足場を絶壁に掘りうかつことであ
って、自分の目で見るときには、その足場の上にだけ明りが照らしてゐると覚悟
すべきが至当であらう。あまり遠方まで、そんなに広い平方面に明りが照してゐ
る筈がない。さうして頂上への方向を誤らないためには、文学のイズムに道案内
されるよりも、私は別の方法を用ひたい。いろいろの苦悩や絶望や、それからせ
めて絶望だけは止すことや、たうとう希望を持つことや、かういふ類の美学的で
ないと見えるかもしれない出来ごとに立脚して、その感懐を道案内にしたいと思
ふ。」「私は素人くさい情熱がほしい。この情熱こそ、たった一つ残ってゐる道
案内役であらう。」「私の方針は、やはりこれまで通りに私は随巷の詩人として
暮してゐたい。その他、殖林とか連結水車の敷設とか、数種の計画も考へてゐる
が、それを実行できるときは来ないであらう。」
奇蹟
マツダ新報・18巻8号（8月号）・pp．36～39・8月20日（8月15日）・東京電気株式会
社・米川清三・郵送料共35銭
本文末尾に「（完）」とある。パラルビ。39真の余白部分に井伏鱒二「森鴎外氏
に詫びる件」（『東京朝日新聞』朝刊・16238号～16239号・昭和6年7月15日～16
日）の一部が引用されている。パラルビ。＊「×××ビルディングの地下室は、
第一層地下室と第二層地下室と第三層地下室との三つに区分されてゐる。」「私
の興味を唆ったのは第三層地下室の酒場の光景である。」「この地下三十余尺の
地下室酒場には、一人のロシア女の女給がゐて、私は殆んど毎日この酒場に出か
けて行き、部屋の一ばん隅にある卓子でハイポオルを飲む慣はしであった。何故
かといふに、私はこゝの女給のロシア女にたいへんうちこんでしまってゐたから
である。」「彼女はニーナといふ名前であった」。彼女は勤め始めて一か月も経
たないうちに、ひからびた感じに惟件してしまって、「後ろ姿だけが十七歳の可
憐な少女に見えたから」、「私」は彼女の後ろ姿を見るのを好んだ。「こゝの酒
場は、部屋の空気がよくなかったばかりでなく、薄暗い電灯の光りは、こゝに住
む人のあらゆる神経細胞を凋びさせるに十分であった。」ロシア語で会話するう
ちに「私」たちは親密になったが、彼女の「健康をいたはりたいために、まる三
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週間も地下室の酒場を訪ねなかった。」「ところが私の驚きに値したことは、私
は三週間目に、この地下室で健康で一ばいになってゐるニーナを訪ねることがで
きたのである。」「たゞ新らしく装置されてゐたものは、たった一つシャンデリ
アだけであった」のである。
9月
川沿ひの実写風景＝創作＝　①［9．18．25．41．52．57．59．64．70．80．81．83．90．96．101．103．
107．115．122．125．127．128．129．135．142．147］
文芸春秋・9年9号（9月特別号）・pp．306～311・9月lE】（8月18日）・文芸春秋社・
小峰八郎・45銭
「川」の一部。『川』（江川書房・昭和7年10月20日）に初収録。
平井美奈子夫人＝時代女性の横顔・訪問記＝
新潮・28年9号（9月号）・pp．24～27・9月1日（8月24日）・新潮社・中根駒十郎・50
銭
26頁に「井伏鱒二氏と平井美奈子夫人」とキャプションのついた写真一葉が掲げ
られている。＊「一間一答といふのは、辞書などにいってある通りに解釈すれば、
座談の相手とたがひに証覚上の意見をたたかはせることなのであるといふが、私
は平井美奈子氏を訪問して、さういふ意見なんかたたかはせなかった。そして平
井美奈子氏は私に一つも間ひを発しなかった。彼女は私の質問に対して、慎まし
やかな態度で、その結果は気のりのしない様子で答へたにすぎない。」「平井美
奈子氏は私に気のきいた記事を書かせたかったであらう。そして私は平井美奈子
氏に、少しは不良性を帯びたことでもしゃべらせたかったのである。この一間…
答ではチイムワアクがうまく行きとどいてゐなかったと思っていただきたい。」
なお、平井美奈子とは「当代第一流のソプラノの名手として定評のたかい声楽家」
である。
鞘ノ津所見一鍛冶屋の街－　⑨［13．17．32．44．55．71．74．94、161］
古東多万・1年1号・pp．26～30・9月5日（8月31日）・やぼんな書房・佐藤春夫（五十
択二郎）・50銭
『随筆』（椎の木社・昭和8年5月31日）に初収録。本文冒頭に「鍛冶屋の彷」と
見出しがある。なお、本号の「新刊紹介」柵に井伏の『仕事部屋』が紹介されて
いる（114貢）。そこには、「被の極く初期の作鯉から最近の丹下氏邸仕事部屋に
到るまでの詩作を十数篇収めたもので彼の従来の著書に比べると外見も内容も立
派な書冊である。新鮮ではあるが決してオツチョコチョイに堕してゐない彼の作
風は愛すべきものであったが、丹下氏邸に到って更に欝然たる風格を見せて来た
のは喜ぶべきである。仕事部屋は現実を更にまともに見直さうとする意気組を示
してゐる点では彼の新らしい通を擁まず行かうとするのを壮とするが、作そのも
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のは有意義な失敗であるかと思ふ。」とある。
文学・講義・私・友人・幼な児
文学・4号・pp．45～53・9月15日（9月10日）・岩波書店・岩波茂雄・＜価格不戟＞
岩波講座『日本文学』第4回配本付録。本文末尾に「（完）」とある。＊「私は日
本文学一般といふものについて、常識以上のことを知ってゐない。ところが先日
この誌上に、そのことについての批評を書く必要が出来てたいへん煩悶してゐる
と、早稲田の文科の学生がやって来て」、自分の取った講義録のノートを朗読し
てくれた。「私」は、その学生に学生証を借りて、講義を「抜けぎゝに行った。」
「袴は上戸塚の友人のうちにあづけてゐる。」「彼は一昨年の夏、細君と離別し
て、いつも私が袴をはきに訪ねる時刻には、この官吏は勤めに出かけて留守であ
る。彼の二人の幼な児が留守番をしてゐる。」その子どもたちの様子、また、袴
を汚したと誤解して、その詫び言を綴った置き手紙の内容を記す。
中秋の月を語る？
旅行雑誌？・9月1日？
林眞氏のご教示による。現物未確認。
川月
三人の俳優
文芸春秋オール読物号・1巻7号（10月号）・pp．370～384・10月1日（9月3日）・文芸
春秋社・菊池寛・50銭
挿画・阿部正久。総ルビ。＊「私の入院してゐた病院は、小柄な坤の突端に建っ
てゐて、私の病室の窓からは、真下に海が見えた」。夕方には沖合いから帆船が
まざれ込んで、窓の下で「一夜を明かす慣はしであった。」その中に、夫婦で喧
嘩ばかりしている滝田丸、女房を三人も載せている春陽丸という船もあった。
「私の部屋には、いつも夕方になるとさういふ慣はしであったが、一人のパント
ボン中毒の患者が遊びに来てゐた。」これは後藤市十郎という鉛毒患者の俳優で、
注射代が払えないにもかかわらず、毎日、医者のところにやって来てパントボン
を注射してもらい、その後で「私」の病室に訪ねて来る。「ところが春陽丸が私
の病室の窓の下に碇泊したとき、思ひかけない事件が起った。」市十郎と、市十
郎と同居している俳優中村時蔵、そして、時蔵の妻で女優の村瀬咲子の三人が、
勝手に春陽丸に乗り込み、それを怒った春陽丸のおやじが、三人を乗せたまま出
帆してしまったのである。「私」が春陽丸のおやじの熟練した動作に見とれてい
る内に、船は岸を離れてしまい、「私」は三人と最後の挨拶を交わしたのである。
秋祭を待つ子供たち－福山一＝我が故郷の秋＝
婦人サロン・3巻10号（10月特輯号）・pp．179～18ト10月1日（9月15日）・文芸春秋
社・鈴木氏亨・45銭
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総ルビ。＊「お祭の当日より十日も前から、子供たちは鐘や太鼓を幾つも持ち出
して、地蔵さまの広場に集まって古風な嚇子の稽古に耽る。」「子供たちは鐘を
合歓の木の木立ちの枝に吊りさげ、石工の用ひる槌みたいな恰好の撞木で打ち鳴
らす。その鐘はいづれも洗濯用の盟と同様の形であって、円くなった鐘の縁には、
その鐘を購入したときの年月や購入費を寄進した人びとの名前が刻んである。そ
れによれば一ばん大きな鐘は三十人もの人たちの寄付によって購入したことが明
らかである。」「幾つもの鐘のうちで－ばん小さな鐘には、寄付者の芳名ばかり
でなく、この鐘に関する記録が刻んである。昔の人たちは結束して事件を起す度
ごとにこの鐘を打ちならして一軍の行進歌としたらしい。」この鐘の裏には天明
六年の一揆の記録が刻んである。「一揆は甚だ頑強であったらしい。この鐘の記
録はそれを語ってゐるが－子供たちは、この鐘をたいへんはしゃいで打ちなら
すのである。」
病気＝随筆＝
文科・1輯・pp．111～113・10月1日（9月27日）・春陽堂・難波卓爾（和田利彦）・50
銭
本文末尾に「（論敵が眠ってゐる間に・その病室でこれを書く）」とある。111真
は標題と著者名のみ。＊「私のうちでは今度、家庭争議の私の論敵が病気になっ
て××病院に入院した。」「私は毎日午後になると病院に出かけて、病人の枕元
にある草花の鉢に水を注ぎ、それから部屋の隅に腰をかけ、自分が途方にくれて
ゐることをはっきりと感じるのである。」入院中の病人たちの様子について記す。
作品の会合　＊座談会
作品・＜2巻10号＞（18号・10月号）・pp．57～62・10月1日（9月30日）・作品社・駒
沢文一・30銭
出席者、井伏鱒二・中村正常・吉村鉄太郎・木村庄三郎・河上徹太郎・今日出梅
・小林秀雄。末尾に「九月十二日」とある。
逃亡記（四）＝作品＝　①　自②［12．14．22．29，35．42．54．58．59．60．63．65．70．72．76．83．
86．90．91．93．96．99．101．103．105．107．1日．112．114．
115．120．122．125．127．128．129．131．134．135．136．142．
144．146．147．150．152］
作品・＜2巻10号＞（18号・10月号）・pp．93～97・10月1日（9月30日）・作品社・駒
沢文一・30銭
「さざなみ軍記」の一部。「八月十六日（寿永二年）」、「八月十七日」、「八
月十八日」、「八月十九日」。『蝋人形』4巻4号（昭和8年4月1日）に「逃亡記」
の標題で再掲。その後、本号掲載分と『作品』16号＜2巻8号＞（昭和6年8月1日）
掲載の「逃亡記（三）」を併せて、「逃亡記」として『文芸年鑑一九三三年版』
（改造杜・昭和8年6月9日）に初収録。続いて文芸復興叢書『逃亡記』（改造社・
昭和9年4月20日）に収録。本文冒頭に「－これは平家一門が帝都を逃亡して行
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ったときの日記である。この日記の筆者は、平家一門の某中納言といふ人の末子
である。彼は帝都から逃亡して行くみちすがら殆んど毎日、丹念に日記をつけて
ゐるゐである。彼は文学少年であったのだらう。私はその日記一部をこゝに雑報
的な現代語に翻訳してみる。（但しこの一第は、この前の前の回数のその前には
いるべきものである）」とある。
11月
さゝやかな追憶＝或る夜の息ひ出＝
婦人公論・16巻11号（11月号・「練れた愛情」号）・p．62・11月1日（10月15日）・中
央公論社・牧野武夫・50銭
目次には標題が「ささやかな追憶」、欄名が「或る夜の追憶」とある。本文の欄
外上部には「或る夜の息ひ出」とある。総ルビ。＊「こんなに激しく雨の降って
ゐる夜ふけに、こんな工合にして部屋の隅で壁にもたれかゝつて屈託しつゞけて
ゐると、壁土の冷たさは背中にしみこんで来て、たうとう私は咳をするのである。」
「目をつむりさへすれば、いま私はよそのうちのコンクリートの塀にもたれて立
ってゐるのかもしれないと思ふこともできる。」「私は塀の外側に立って、この
邸宅の洋館の窓が開かれるのを待ってゐたのである。」「私は極めて独り合点の
恋愛をしてゐたのである。」
A5号室患者日記＝楓癒病院を調べた小説・探訪小説十篇＝
文学時代・3巻11号（探訪小説号・11月号）・pp．261～269・11月1日（10月19日）・
新潮社・佐藤義亮・40銭
総ルビ。＊「九月十七日」、「九月十八日」と「九月十九日」の、入院患者の日
記。なお、本号口絵に、本号特集に執筆した作家の写真とそれに関する文章を載
せた「探訪小説はかくして書かれた」がある。その内の「（6）病癖病院を書いた
井伏鱒二氏」（12頁）には、「ある痛感病院の調剤室である。『痕廠病院などと
いふところはなかなか厳重なもので、どうしても狂人には会はしてくれなかった。
私は唯病院のあちこちを辛うじて観察したゞけである。で、私は今度の調べた小
説としては、狂人がヂアールを〇・一服用した眠りから覚めて書いた日記といふ
形式で現はした。だが、狂人の心理といふものはいゝものだ。少し、私は狂人に
なりたくなってしまった』と井伏氏は言はれた。」とある。また、編集後記にあ
たる「記者より」には、「本号は、『探訪号』とも題す可き特韓で、小説樹には、
井伏、下村、楢崎、佐左木、北村、貴司、武田、徳永、浅原、岩藤の十氏の手に
成る、楓療院、暗黒街、ダンスホオル、開墾地、撮影所、新聞社、新宿裏、工場、
百貨店、マドロス生活等の実地を探訪踏査した小説を十篇のせました。曽て、
『調べた小説』といふことが提唱されたことがありました。この探訪小説も、そ
の一種です。新聞記者の脚と小説家の眼とが結合されて、そこに生れた小説です。
これ等の小説は、先づ材料の点でユニックな、人をおどろかすものがあり、これ
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ママ
を現代東京の、乃至現代日本の生活を世相との尖端を描破した一個の風景画とし
てだけ見ても十分の面白さと意義とがある筈です。」とある。
黒い胸像＝コント・日曜のページ＝
大阪朝日新聞朝刊・17959号・7面・11月8［】
『文学クオタリイ』第1輯（昭和7年2月10日）に再掲。パラルビ。＊「こないだ結
婚したばかりの彫刻家竹村君は、ひどい神経衰弱症にかゝつたので単独で旅行に
出た。」遠い田舎の炭鉱地帯に出かけた竹村君は、そこで黒色の宝石かと思われ
る石炭を材料に細君の胸像を作り、細君に送り届けた。二週間後に帰宅した竹村
君は、うれしさのあまり冗談半分に細君に「どうも怪しい。僕の留守に純潔でな
かったらしい。どうも変てこだ」と囁いて、送り届けてあった細君の彫像を暖炉
に投げ込んだ。石炭は燃え上がった。「その翌朝になると、細君は竹村君の服用
してゐた睡眠剤ベロナールを多量に噴んで死んでゐた。」
連作小説／一九三二年／（9）邸宅の外観
『昭和七年　新文芸日記』・＜ノンブルなし＞・新潮社（佐藤義亮）・11月20日（11
月13日）・60銭
9月の項に置かれた連作小説の第9回分。本文末尾に「（つゞく）」とある。＊主
人公キミ子が訪ねた絹貿易商N・K氏の邸宅の外観描写部分。
【昭和七年　新文芸日記】
佐藤義亮編・新潮社（佐藤義亮）・11月20日（11月13日）・縦19．2cmx検12．8cm・目
次1p．口絵8p．付録24p．・60銭・阿部金剛装丁
各月の初めに（題辞）（スポーツ風景）（コースの変遷）（連作小説）、巻末に
「新文芸日記／付録」として「文壇一年史」、「現代文士住所録」、「文芸雑誌
霜輯者一覧」、「新聞社文芸部員一覧」、「現代文士年齢表」を掲載。本体にあ
たる「日記」は、1頁を1日に当てている。各月の最初に置かれた（題辞）（スポ
ーツ風景）（コースの変遷）（連作小説）は、一月……（題辞）島崎藤村、（ス
ポーツ風景）浅原六朗、（コースの変遷）長谷川伸・徳永直、（連作小説）北村
小松、二月……（題辞）北原白秋、（スポーツ風景）池谷信三郎、（コースの変
遷）小林多喜二・久野豊彦、（連作小説）佐左木俊郎、三月……（題辞）江戸川
乱歩、（スポーツ風景）楢崎勤、（コースの変遷）大下宇陀児・窪川いね子、
（連作小説）中村正常、四月…・＝（題辞）佐藤春夫、（スポーツ風景）吉行エイ
スケ、（コースの変遷）龍胞寺雄・小堀甚二、（連作小説）岩藤雪夫、五月……
（題辞）吉田絃二郎、（スポーツ風景）阿部知二、（コースの変遷）村山知義・
林芙美子、（連作小説）舟橋聖一、六月……（題辞）長谷川伸、（スポーツ風景）
久野豊彦、（コースの変遷）葉山嘉樹・横溝正史、（連作小説）平林たい子、七
月……（題辞）加藤武雄、（スポーツ風景）藤沢桓夫、（コースの変遷）新居格
・奥村五十嵐、（連作小説）水谷準、八月……（題辞）白井喬二、（スポーツ風
景）中河与一、（コースの変遷）土師清二・岩藤雪夫、（連作小説）梼溝正史、九
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月……（題辞）横光利一、（スポーツ風景）橋本五郎、（コースの変遷）貴司山
治・浜尾四郎、（連作小説）井伏鱒二、十月……（題辞）直木三十五、（スポー
ツ風景）岡田三郎、（コースの変遷）甲賀三郎・芹沢光治良、（連作小説）ささ
きふさ、十一月……（題辞）西条八十、（スポーツ風景）北村寿夫、（コースの
変遷）吉川英治・平林たい子、（連作小説）里村欣三、十二月……（題辞）菊池
寛、（スポーツ風景）阿部金剛、（コースの変遷）岸田国士・佐左木俊郎、（連作
小説）尾崎士郎。井伏関係では、「四月六日」の「特殊記事」欄に、「理論」
（「理論－ジャン・エブスタンの文学理論を読みて自ら顧みる－」、『文芸都市』
2巻6号・昭和4年6月1日、第2段落の引用）、9月の（連作小説）の項に、「連作小
説／一九三二年」の第9回として「邸宅の外観」が掲載されている。また、付録
「現代文士住所録」には、昭和六年版以降井伏の名前が見え、本年分には、「井
伏縛二（明治三十一年広島県）早大中途退学後同出版部に勤めた事がある。東京
市外井荻町下井草一八一〇。」とある。
「作品」のこと＝事象と感想13・十一月文芸＝
都新聞朝刊・15803号・1面・11月22日
パラルビ。＊この月のある雑誌に、支那の小説家や批評家たちが支那の今度の
「事象と感想」について各自の意見を述べているのを見たことがある。「そして
この都新聞のこの欄では、日本の作家たちが日本の今度の『事象と感想』につい
て各自の意見を述べてゐられる。」読み比べてみて「私は、日本の作家たちが支
那の作家たちよりもいかにも典雅で風流であることに気がついた」。さて、「先
日この欄の『集団・雑誌』欄に、同人雑誌『作品』に関する記事が出てゐた。」
この記事の中に「『作品』の同人のなかで創作を書くものと批評するものとを区
別して言ってあるのは誤りである。『作品』は、そんなに組織的になってゐない
のである。」「私は今日の事象については、約そ見当さへもつかないのである。
毎日の不安な気持－これは貧困や病気を原因とする不安な気持とは別個のもの
に似てゐるが、この不安な気持は、一日ごとに増して行ってゐる。」「私はたゞ
いま何の能力もなく心配で心を一ばいにしてゐるのである。」
12月
＜無題＞＝蝋人形・クリスマス・誌上プレゼント＝　＊アンケート回答
蝋人形・2巻12号（12月号）・p．28・12月1日（11月10日）・蝋人形社・小川丑之助
（西条八十）・30銭
＊「もう間もなくクリスマスになる。クリスマスの日には、私は火鉢にあたりな
がらバイブルを読むことにしよう。私はまる二年間もバイブルを読まなかった。
二年半以上になるかもしれない。すっかり忘れてゐたのである。」以上井伏回答
全文。
191－1
泥酔記［15］
改造・13巻12号（12月号）・pp．151～156・12月1日（11月18日）・改造杜・山本三生
・50銭
本文末尾に「（完）」とある。『田園記』（作品社・昭和9年5月15日）の「酒」
の内の「A」として初収録。『田園記』所収本文末尾には「（六年秋）」とある。
＊「私は酒をのむとき、自分が酒をのみたくなった動機や気持を至極もつもとな
ことゝして肯定するが、酔っぱらった後の自分の不仕末な行ひには、自分自身で
も同感しかねる場合がある。」「私は酔っぱらって迂潤にも居眠りしてしまった
ときのことを語ってみよう。」「市内で酒をのんで帰って来るときには、私は電
車のなかで居眠りをして困る。」それどころか、既に新宿駅のプラットホームで
居眠りをしてしまって、終電車に乗りそこねるのである。「夜中の十二時以後の
立川行きの電車や三鷹行きの電車には、必ず酔つばらひの客と女給とが乗ってゐ
る。」そして、酔客は美人の女給に視線を和ナようとする。その視線を逆に相手
に捉えられたときの反応は、それぞれの人間の個性を表わして興味深い。女給た
ちは、「後に残される僚友に対して必ず粗筆きはまる挨拶」をして下車して行く。
あるとき、国立駅まで乗り過ごしたことがあった。「同じ電車に、居眠りして乗
りこしをした相棒がゐた。」酔ったままの二人は、旅館に泊まることにした。深
く酔っぱらった人間は、以前に酔っぱらった時の冒険談を自慢して喋りたかるも
のである。「私」が部屋へ上がっても、相棒は、玄関で、以前に酔っぱらったと
きの冒険談を旅館の女を相手に続けていた。
川－その川沿ひの実写風景－＝小説・創作＝　①［9．18．25．41．52．57．59．64．70．80．81．
83．90．96．101．103．107．115．122．125．
127．128．129．135．142．147］
中央公論・46年12号（12月号）・創作pp．17～32・12月1日（11月18日）・中央公論社
・牧野武夫・80銭
「川」の一部。『川』（江川書房・昭和7年10月20日）に初収録。
放送局の面貌＝都会の心臓を探る＝
新潮・28年12号（12月号）・pp．110～113・12月1日（11月24日）・新潮社・中根駒十
郎・50銭
＊「私は放送局（J OAK）を訪問して、久保田万太郎氏に面会を求めた。久保
田氏はこゝの文芸部長である。」放送中のスタジオ等を見て、その模様を綴る。
古着市場探訪記＝歳晩風景（2）・師走文芸＝
都新聞朝刊・15825号・1面・12月14日
パラルビ。＊東京古着市場の客たちの様子を伝える。
恋愛の散歩（十一）？
時事新報日曜付録「漫画と読み物」？・530号？・12月27日？
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これは執筆者を読者に当てさせるという形の懸賞連作小説の一部である。「漫画
と読み物」本530号は、前後から推定すると、昭和6年12月27日もしくは昭和7年1
月3日の本紙の付録であったと推定される。というのも、昭和6年12月20日の529号
に第10回が掲載され、昭和7年1月10日に第12回に当たる「終篇」が掲載されてい
るからである。どちらかの日曜日に発行された530号に掲載されたのは間違いない。
しかしながら、該当日付の本紙が保存されている国会図書館等にも、付録は欠け
ている。仮りに12月27日としておく。なお、各編の執筆者は、昭和7年1月24日発
行の第533号において発表されている。『田園記』（作品社・昭和9年5月15日）所
収の「をんな－通俗女性講座（筆記）－」本文末尾に「（六年十二月）」と
あるので、これに該当するかとも思われる。なお、淑尾政記『井伏鱒二著作目録
稿』（瀬尾埋子・1988年5月）では、12月27日掲載と推定し、「代作か？」として
いる。
＜標題不明＞
白水？・白水社？・12月？
閑井光男「『白水』－白水社／PR雑誌の変容」（『彷書月刊』8巻11号・11月
号・1992年10月25日）によれば、『白水』第15号（昭6．12）で横光利一の『書方
草紙』の特集をおこない、そこに井伏も寄稿しているとのことである。
［昭和6年か？］
【精鋭十人傑作集】井伏作品が掲載されているとして、杉並古書展に出品。『日本著
者名総目録27／44』2個人著者名［か～さ］（日外アソシエーツ・1991年8月22日）978
頁の、佐藤惣之助の項に「◇精鋭十人傑作集　文学評論編輯部編　現代評論社1931
200pl．00円／＜内容：亡び行く者（武野藤介）　海百合について（佐藤惣之助）他8
篇＞」と記述されている。
［参考］
仕事場めぐり（7）井伏鱒二氏宅
文学時代・3巻3号・p．12（口絵）・3月1日・新潮社
写真とともに以下の文が掲載。「こゝはお書斎兼応接間で、障子をあけると、も
う郊外の早春は、南枝の花の匂ひをそこはかとたゞよはせると－いふにふさは
しい落ちついたお部屋である。が、昨今氏を慕って訪ねてくる青年淑女のとみに
多く、やつと三枚の原稿紙が埋まったと思ふと、もうその次はこの書斎は客間に
早変りしてしまふといふ有様である。」
新秋二重奏（4）井伏鱒二氏－水ノ江滝子嬢
文学時代・3巻9号・p．10（口絵）・9月1日・新潮社
井伏鱒二と水ノ江滝子が一緒に写った写真とともに以下の文が掲載。「『水ノ江
滝子はいゝね。然し彼女は背が非常に高いだらう。僕は腰かけて撮さう。この間
浅草でみんなと彼女にトンカツの御招待を受けたのだがそのお礼を今日言はう。
一　g3　－
彼女は何と答へるだらう。とにかく水ノ江滝子は美人だ。僕より背の高いことが、
少し困るが、彼女と写真を撮ることは賛成である。』以上は写真を撮る前の日の
井伏氏の言葉。そして舞台でいよいよ御対面に及ぶと『……』『……』」
ー　94　－
